
[image: ]


[image: ]




[image: ]






[image: ]





[image: ]
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・イラスト　Ａｎｍｉ




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


♯１　お兄ちゃんの豚野郎！


♯２　ソータお兄ちゃんは、わたしの『カレシ』じゃないの？


♯３　あたしと……えっちなこと……したい……？


♯３・５　わたし、着せ替え人形じゃない。


♯４　ネコミミ……!?　沙さ綾あやくんが……ッ！


エピローグ





　あとがき







　プロローグ







「お兄ちゃん……」


　想そう太たはごくり、と唾つばを呑のみ込んだ。そうするしかあるまい。この状じよう況きようでは。


「……どうしたんだ、沙さ綾あや」


　目の前にいる期間限定の「妹」は、なぜかランジェリー姿で布ふ団とんの上に正座している。


「な……なんなんだよ、その恰かつ好こうは!?」


「ふ？」


　沙綾は意外そうに目を大きく開ける。


「お兄ちゃん、こういうの好きって、きらりんに聞いた」


「なんだそれ……」


　彼女は白いキャミソールワンピース一枚だった。これはたぶん「ベビードール」という下着の一種で、肌はだが透すけるような頼たよりない素材の布に、ふわふわした羽の縁ふち取どりがついている。その丈たけはものすごく短くて、共布のパンティがちらちら見えてしまっていた。


「お、俺は別に……」


「お兄ちゃん」


　ずいっと彼女が膝ひざを進め、白いなめらかな肌が眼前に迫せまる。


「ソータお兄ちゃん、わたしを大人にして」


「えっ……!?」


　驚きよう愕がくのうちに手を取られ、そのまま胸むな元もとへ導かれた。


「ダメ……？」


　沙綾はいつになく色っぽい表情を浮うかべている。薄うすすぎる布一枚を隔へだてて、弾だん力りよくあるやわらかな肌の感かん触しよくが掌てのひらにびしびし伝わってくる。淡あわく陰いん影えいのついた成長途と中ちゆうの谷間が男心を危あやうく燃え立たせ、これでもかというほど心臓が速くなった。欲よく望ぼうはもはや制せい御ぎよ不能。


「いいのか……？」


　沙綾は目をすがめると、恥はずかしげに頷うなずいた。そうして長いまつげを伏ふせて目を閉じた。


「優やさしくしてね、お兄ちゃん……」


「沙綾……」


　ふらりと上体を揺ゆらし、想太が彼女の肩かたを摑つかんだときだった。


「だめええええ──────っ！」


　バタンとドアが開き、現れたのはサッカー部のユニフォーム姿の未み実みだった。


「ダメだよ、想ちゃん！　そんなのあたしが許さないっ！」


「わわっ!!」


「沙綾ちゃんは妹なんだよっ!?　そんなことダメに決まってるじゃん！」


　彼女はなぜかいくつも持っていたボールを次々蹴けって想太をボコボコにする。


「イテッ！　おい、やめろってっ！」


「聞いたわよ、お兄ちゃんッ！」


　続いて制服姿の綺理きらりも現れたが、彼女はもっと物ぶつ騒そうだった。逆手で包丁を握にぎり、それを激しく突つき出して兄をメッタ刺ざしにしようとする。


「なにやってんのよっ！　コロスコロスコロスコロス!!」


「うわ────────っ！」


　危ういところで枕まくらを盾たてにすると、ザシュッと突き刺ささった包丁の先が、枕を貫つらぬき通して顔の横に飛び出してきた。


「ヒィッ！」


「コロ──────────────────ス！」




　♯１　お兄ちゃんの豚野郎！







「ぅうわぁあああああぁぁ─────っ!?」


　喉のども裂さけんばかりの絶ぜつ叫きようを上げ、想そう太たはベッドから身を起こした。


「……ゆ、夢……？」


　はあはあと呼吸を整えながら、しばらくなにが起こったのか理解できない。


「よかった……」


　とりあえずほっと脱だつ力りよくしてから、その内容を振ふり返ってしばしの沈ちん黙もく。


「……えっと、これはその……あれだ」


　原因となる出来事は思い当たった。一週間前のプールでの「ダブルデート」の日、想太は夏なつ姫きに衝しよう撃げき的なことを吹ふき込まれた。


　──北きた嶌しま、たぶんお前のこと好きだぜ。お兄ちゃんとしてじゃなく、男として、な。


　北嶌沙さ綾あや。


　三み堂どう家にやってきた、一年だけの想太の「妹」。


「……うん、そうだな。今の夢はそのせいだ。別に、決して、俺があんなシチュエーションを望んでいるわけでは……」


　誰だれにするとでもなく弁解し、あんな夢を見てしまったやましさを拭ぬぐい去ろうとする。


「お兄ちゃん!?」


　そのとき、タタタタタンッ！　とベッドのすぐ脇わきの壁かべからけたたましいノック音がし、想太はベッドの上で一メートルほど飛び上がった。


「うわっ！」


「なにが『うわっ！』よ！　朝っぱらから超ちよううるさいんですけど！　なんなの!?」


　壁の向こうから聞こえる妹の声は、超絶に怒いかりを帯びている。


「え……、ああいや、悪い、なんでもな……」


「だったら余計に悪いわよっ！　おかげで十分も早く起きちゃったじゃない！」


　妹の綺理きらりが怒おこるのも道理、彼女の部屋は隣となりで、しかも想太のベッドと壁一枚を隔ててベッドが隣となり合うような家具の配置になっているのだ。


「なによも──っ！　信じらんないっ、お兄ちゃんの豚ぶた野や郎ろう！」


「悪かったって……」


　そこで、想太はぴたと止まった。


「……綺理。今の台詞せりふ、もっかい言ってくれないか？」


「え？　な、なによ……」


「頼たのむ、もう一回だけ」


「……おっ、お兄ちゃんの……ぶ、ブタやろ……」


「そっちじゃねーよ！　そして自分から言ったくせにドン引きすんな！」


　兄を調教済みのＭ男扱あつかいする妹にツッコミを入れ、彼女の次の言葉を待つ。


「……もしかして、『朝っぱらから超うるさいんですけど』ってやつ？」


「違ちがう！　そのあと！」


「じゃあ『おかげで十分も早く起きちゃったじゃない！』」


「そう、それだ！」


　ガバッと布団をはねのけ、想太は枕元の時計を摑んだ。小学校入学時に父からもらったアナログ時計は、二時四十分などというとんちんかんな時間を指して止まっている。


「電池切れかよ……っ！」


　妹と「妹」、それに自分の三人分の朝食と弁当を作る想太は、いつも綺理より三十分早く起きる。その綺理が「十分早く」起きた今、想太が目覚めたということは……。


「お兄ちゃん、もしかして今起きたの？　二十分遅おそいんじゃない？」


「だよなあぁっ！」


　小学生でも楽勝な引き算に手間取っていたのは寝ね起おきだったからだ。綺理にあっさり解答を提示された想太は、頭の片かた隅すみでそう言い訳しながら飛び起きた。


「……沙綾、起きろ！」


　階段を駆かけ下り、向かったのはもう一人の「妹」の部屋だ。母はとっくに仕事へ向かっているので、ドアを開けると、自力で起きられない彼女は当然のように眠ねむっていた。


「ほらっ、起きろッ！」


「……ふわ？」


　中に入って布団をひっぺがすと、レースのネグリジェに身を包んだ沙綾は、手の甲こうで顔を擦こすりながら薄く目を開けた。


「うっ……！」


　そのあまりの無防備さに、毎朝のことながら動どう揺ようを隠かくしきれない。


　なにしろ沙綾は天使のような美少女だ。布団に流れる豊かな髪かみは、窓からの朝日で浅あさ葱ぎ色いろに透けるウェービィロング。無造作に投げ出された手足はすらりと細く、そのままシーツに溶とけて同化してしまいそうに白い。繊せん細さいなレースでできたネグリジェの裾すそがめくれ、まぶしい太ももが付け根の方まで露ろ出しゆつしていた。


「おい、起きろ！」


　さりげなく裾を引っ張ってその生なま脚あしを隠しながら、想太は「妹」の腕うでを摑む。だが、適度な弾力のある肌はだへ自分の指がやわらかく沈しずみ込む感触を覚えると、さっきの夢が生々しくリンクして心に動揺が走った。


「うっわ……」


　思わず手を離はなしてしまった。そしてふと視線を上げ、仰ぎよう天てんした。


「なんだ!?　どうしたんだ、その髪の毛は！」


「ほ？」


　首をかしげて頭に手をやる沙綾は、自分の美び貌ぼうに起こった異変になどまるで無む頓とん着ちやくだ。


「寝ね癖ぐせ！　頭ぐちゃぐちゃになってんじゃねーか！　さては昨日生なま乾がわきで寝たな!?」


「お兄ちゃんがやってくれなかったから、一人で頑がん張ばった……」


「隣に回覧板回しに行ったら、未み実みの母さんの長話につかまっちまったんだから仕方ねーだろ！　お前は一人じゃドライヤーもかけられねーのか！」


　そこで視界に入った時計の時間にはっとする。


「とりあえず風ふ呂ろ入って髪濡ぬらしてこい！」


　全校男子憧あこがれのお嬢じよう様さまがボンバーヘッドでは、皆みんなに申し訳なくて学校へ送り出せない。


「お兄ちゃんー」


　やっと閉めたと思った脱だつ衣い所から、沙綾の声がする。


「なんだ？」


「しゃんぷーなくなった」


「時間ないし、別に洗わなくていいから！　頭からシャワー浴びて出てこい」


「……ほい！」


　それで安心して居間に帰ろうとしたとき、後ろでガチャッとドアの開く音がした。


「早いな、沙あ……やっ!?」


　そこにいたのは、長い髪を顔や背中に貼はりつけて、全身からぽたぽたと雫しずくを垂らす、溶けかけの冷れい凍とう食品のような沙綾の姿だった。しかし想太はそれに驚おどろいたのではない。


「お前、服っ……！」


「頭からシャワー浴びたから出てきた」


「誰が素すっ裸ぱだかで出てこいって言った!?」


「着てこいとも言われなかった」


「この朝のクソ忙いそがしいときに『シャワー浴びたらタオルで拭ふいて下着と服を着けて出てこい』なんて言うわけねーだろ！　それで人前に出られるか常識で考えろ！」


「でもお兄ちゃんは、家族の前では『ありのままのわたし』でいいって……」


「『ありのまま』っつーのは『生まれたままの姿』って意味じゃねぇ！」





　二か月前、沙綾が三堂家に来てから想太の生活は劇的に変化した。幼い頃ころに父を亡なくし、女手ひとつで子どもたちを養う母に代わって妹の面めん倒どうを見、粛しゆく々しゆくと家事をこなしてきた想太にとって、大だい富ふ豪ごうの孫まご娘むすめである沙綾は、一生かかわり合うことのない別世界の住人だった。


　桜の木から落ちてきた彼女と、不ふ可か抗こう力りよくでキスする瞬しゆん間かんまでは。





「お兄ちゃん、髪やってー」


　寝ね坊ぼうを挽ばん回かいすべく千手観音のごとき勢いで弁当を作っていると、さっきまでドライヤーで髪を乾かしていた沙綾が、髪飾かざりを手に台所へやってくる。


「はあ？　今日くらい自分でやってくれよ。制服は結局俺が着せたんだし」


「自分でやったことないー」


「俺だってお前が来るまでそんな髪型やったことねーよ。綺理なんか小学生の頃から自分で髪結んでたぞ」


「うぅ……」


　戸と惑まどいの声を発する沙綾にかまわず、弁当作りを続行する。卵好きの綺理のために、今日はほうれん草入りのオムレツを作ってやる予定だった。時間がないので急きょだし巻き卵に変へん更こうし、市し販はんのだしを卵と共にボウルへぶちこむ。菜さい箸ばしで軽くかき混ぜ、長年使いこんで油のこっくりしみ込んだ長方形のフライパンへ卵液を半量流し込めば、じゅっという音と共に香こうばしい匂においが漂ただよう。この香かおりのためにゴマ油を使うのが想太流なのだ。


（幸せだ……）


　大切な家族のため、こうして料理をこしらえる。想太が厨ちゆう房ぼうに立つのは食べてくれる人がいるからであって、もし自分一人だったら、食事など毎食カップラーメンだったかもしれない。そう思い、他人のために食事を作る幸福を嚙かみしめていたときだった。


「……お兄ちゃん、できたー！」


　沙綾の無む邪じや気きな声を聞いて、ちょうど卵を丸め終えた想太はコンロの火を切る。


「おお、やればできるじゃ……ってなんて髪型してんだ！」


「じょうず？」


「なわけあるか、鏡見ろ！」


　壁にかけてある丸い鏡を取り、沙綾の前にずいっと突つき出す。


「うんこだろ、それじゃ！」


「うん……」


「お嬢様が言わなくていい、貸せ！」


　急いでブラシをひったくると、想太は沙綾の後ろに回って髪の毛をやり直した。頭のてっぺんで意味深な形にとぐろを巻いている二つのオブジェをほどいて、いつものツインロールを作る。


「結局二度手間じゃねーか。なんでお前は自分のこと一つまともに……」


　と小言を言いかけ、沙綾の後ろ姿がなんとなくしゅんとしているのに気がついた。前に回って顔をのぞくと、俯うつむき加か減げんの沙綾はむにっと下した唇くちびるを突き出している。


「……悪かったよ、うんこは言いすぎた」


　沙綾の顎あごがピクッと数ミリ持ち上がる。


（おお……！）


「お前は頑張ったんだもんな。うちに来るまで一人で髪の毛をとかしたこともなかったのに、よくできるようになったよ。上手じゃなかったけど、とても意い欲よく的な作品だった」


　ピクピクッと顔が上がり、想太と目が合う。


「これからも頑張って、いつかちゃんとできるようにしような」


「ほい！」


　こくりと頷うなずいた彼女の瞳ひとみは、やる気に満ちて瑞みず々みずしく輝かがやいていた。


（これが「褒ほめて伸のばす」……か！）


　頭の中で、レベルアップのファンファーレが鳴り響ひびいた気がする。こういうことができるようになったのも、以前よりは沙綾の感情を読み取ることができるようになったおかげだ。


（ほんとの家族に近づいてる……よな？）


　そう思ったとき、再び夏姫の言葉を思い出した。


　──北嶌、たぶんお前のこと好きだぜ。お兄ちゃんとしてじゃなく、男として、な。


「……お兄ちゃん？」


「んッ!?　な、なんだ」


　声が上うわ擦ずったのは、突とつ然ぜん呼ばれたからだ。


「リボン結んでー」


「さっき結んだだろ……って、なんでボタンまで外れてんだよ!?」


　ドキドキするのは、顔が火ほ照てるのは……。


「もっと頑張ろうと思って、やり直しした」


「明日あしたまた頑張ればいいっつーの！　そして、やり直すなら最後まで完成させろ！」


「……わたし、頑張ってる？」


「そうだな、頑張ってるよ」


　仕方ないので褒めてやると、沙綾はぎゅっと両目をつぶってから大きく目を開けた。


「…………」


　たぶん、一か月前の想太では気づかなかった。一週間前だって、わかったかどうか怪あやしい。けれども今の想太にはわかる。


　沙綾は喜んでいた。大きな目をぱっちり開き、桜の花びらのような唇くちびるを軽く合わせ、すんなりした眉まゆを下げて、そんな表情でも彼女は確かに「喜んで」いるのだ。


「沙綾……」


　一週間前の想太だったら、きっと彼女の頭を撫なでてやっていただろう。その証しよう拠こに、沙綾はほんの少し頭を前に傾かたむけて、「撫でられる準備」をしていた。


　けれども。


　ただでさえ夏姫の発言のせいで沙綾を意識してしまっていたのに、さっきの夢はあまりに生々しすぎた。


「うん、いい子だな……」


　とりあえず手を上げ、沙綾の頭の上に持って行った。あと数センチのところで手を下ろすことができず、意識してしまう度はＭＡＸ。心臓がドコドコと動どう悸きを訴うつたえかけてきた、そのとき。


「……オ、ニ、イ、チャン……？」


　ただならぬ殺気を感じて振ふり向いた想太は、居間の入口で壁かべに寄りかかり、額に青筋を立てて腕うで組ぐみしている綺理を視界にとらえた。


「ヒィッ……！」


「あーあ、誰だれかさんがノロマな豚ぶた野や郎ろうなせいで、すっかりお腹すいちゃったわ～ァ！」


「ただいま！　ただいま朝メシ用意します……っ！」


「早くしてくれないかしら～ァ？　お金の心配一つしたことないオジョーサマと違ちがって、綺理はとぉ～っても忙しいの」


「お待たせしましたッ！」


　それこそ下僕のような卑ひ屈くつな仕草で、想太は綺理の茶ちや碗わんに飯をよそって差し出す。


　三堂家の朝は、今日も通常運転だった。





　　　　[image: ]




　そうして部活の朝練に向かう綺理と、迎むかえに来た車で登校する沙綾を送り出し、想太は通学・買い物兼けん用ようの愛車「ママチャリ三号」に跨またがって学校へ向かった。


「うおー、これでなんとか間に合うか……!?」


　それは裏門をくぐり、駐ちゆう車しや場じようの脇わきにある自転車置き場へ向かっているときだった。校内では自転車を押さねばならないのが決まりだが、予よ鈴れいが鳴り終わった今、すでに辺りには見張りの先生も他ほかの生徒もいない。想太は迷いなくコンクリの通路を激走していた。


「想ちゃん、危な─────────い!!」


「うが……っ!?」


　脳天に、稲いな妻ずまのような衝しよう撃げき。


　それは比ひ喩ゆなどではなく百パーセント物理的なもので、バランスを崩くずした想太の身体からだは自転車ごと派手に横よこ倒だおしになった。


「うおああっ！」


「ごめ──ん、想ちゃん……！」


　軽快な足音と共に、聞き慣れたハイトーンの声が近づいてくる。


「いてて……」


「大だい丈じよう夫ぶ、想ちゃん!?　あたしのことわかる？　記き憶おく喪そう失しつになったりしてない？」


「……お前かよ、未実」


　仰あお向むけに転がった想太は、腰こしをかがめて心配そうにのぞきこんでいる部活ジャージ姿の幼おさな馴な染じみを見上げた。


「ほんとごめんーっ！　シュート練してたんだけど、最後のシュートでちょっとゴールポストに嫌きらわれちゃって」


「コートから飛んできたのかよ、このボール。お前のシュート、威い力りよくありすぎんだろ」


「えへへっ、ありがと！」


「褒めてねーよ」


　呆あきれ顔でツッコみ、差し出された手を取って立ち上がる。


　──この水着を着たあたしと、今度は二人でデートしてくれませんか……？


　温かい掌てのひらの感かん触しよくを覚えながら思い出していたのは、一週間前に行ったプールで彼女から言われた言葉だった。すぐあとで訂てい正せいの言葉をもらったけれども、気になってしまうのは事実だ。


「……あっ、想ちゃん今日もネクタイ曲がってる！」


　正面にある未実の顔がぐいっと近づき、不意打ちを食らってドキッとした。


　愛あい嬌きようのある、くるくるとよく変わる表情。毛先のはねたショートボブは、日に焼けてほんのり茶色。健康的な肌はだ色いろに血色のいい頰ほおは、太陽の申し子のように青空の下が似合う。


「あー、あとシャツのボタンも糸が緩ゆるんできてるから直しときなよ？　ほんっと、想ちゃんって自分に対しての面めん倒どう見みは悪いよねぇ」


　そんなことを言いながら、未実は手て際ぎわよく想太のネクタイを結び直してくれる。


「よしっ、できた！」


「……お、おう」


　幼馴染を改めて観察していたせいで、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。そんな想太に、未実は訝いぶかしげな顔をする。


「……どしたの？」


「え？　な、なんでもねーよ」


「ウソ、なんかアヤシーイ！」


　ずいっと迫せまられて、想太は一歩あとじさった。


「なになに？　未実様に言ってみなさい！　またなにか、あたしに隠かくしてることあるのかい？　あっ、もしかしてまた妹が増えたとか？」


「あるわけねーだろ」


「ほうほう、それならなーんもやましいことはないって、あたしの目を見て言ってごらん？」


　目の前にある未実の目は、大きくて丸っこくて愛嬌がある。沙綾の瞳が星ほし屑くずのきらめきなら、彼女の瞳には日光を凝ぎよう縮しゆくしたような明るい輝きがあった。


　やはり彼女の言う通り、この前のあの発言に大した意味などないのだろう。そう思って、平生を装よそおおうとしていたときだった。


「未実ーっ、なにしてんの！」


　サッカーコートの方から、ジャージ姿の女子が数人走ってやってきた。


「あ、お邪じや魔まだった？　ごめん」


「え？」


「朝から密会？　ボール取りに行くとか言って、このぉ～！」


「うちらが聞いてもあんま話してくれないくせに、ちゃんとラブラブなんだぁ～！」


　女子サッカー部の同級生たちが、想太といる未実を見て彼女を冷やかす。


（……俺たち、本当に付き合ってると思われてるのか）


　想太には友達がほとんどいないので、こんな風に面と向かってはやしたてられることがない。こういうのは新しん鮮せんな光景だった。


「もぉ～っ、やめてよ！」


　未実は途と端たんに真っ赤になる。笑っていた部員たちは、一人が気づいたように腕うで時計に目をやるとはっとして彼女を見た。


「でも未実、早くしないと出席遅れるよー！」


「えっ、マジ!?」


「早く行こ！　ほら、鞄かばん持ってきてあげたから」


「わ、サンキュ！」


　ぽーんと投げられたいかにも軽そうな鞄をキャッチして、未実がこちらを振り向く。


「想ちゃんも、早く自転車置いてこないと遅ち刻こくしちゃうよ！」


「うわっ、そうだな」


　携けい帯たいを出して見れば、本ほん鈴れいまではあと二分しかない。


「じゃあな、未実あとで！」


「うん、急ぎなよーっ！」


　慌あわただしく別れて、再び自転車に跨った、そのとき。


「だから学校まで来んなって言ってんだろ──っ！　この変態野や郎ろう！」


　またしても聞き覚えのある声を耳にして、想太の動きが止まる。


「今度尾つけてきたらケーサツ呼ぶって言っただろっ！　なに考えてんだよこのキモブタ！」


「そ、そんなこと言わないでよぉ、なちゅちゅ～～」


「だから店の外でその名前呼ぶなっつってんだろ！　また公園の便所で踏ふんづけるぞ！」


「ナツキチ……だよな……？」


　内容の不ふ穏おんさもさることながら、会話の相手が気になって想太は自転車の進行方向を変えた。数十メートル漕こいで講堂の角から裏門が見えるようになると、そこにいたのはやはり夏姫と、彼ににらみつけられているスーツ姿の男だった。


「怒おこった顔も可愛かわいいよ、なちゅちゅ……」


　一見普ふ通つうの成人男性だが、その表情はかなりアブナイ。夏姫からゴミムシに注ぐようなまなざしを向けられているにもかかわらず、恍こう惚こつとした顔つきをしていた。


「ナツキチー……？」


　ここは声を掛かけた方がいいだろうと思い、想太が自転車を押しておそるおそる出ていこうとしたときだった。


「お客様、うちのキャストがなにか」


　凜りんとした女性の声だった。視線をずらすと、セーラー服姿の女子が裏門に立っている。


「いつもご来店ありがとうございます。このような朝早くからいかがなさいました？」


「え……いや……あの……」


　途端に、男はしどろもどろになる。


「うちのキャストがなにか失礼なことでもいたしましたでしょうか。そうであればお怒いかりになるお気持ちはごもっともですが、キャストにも私生活がございます。お気に召めさない点は店内のアンケート用紙にお書きくださるか、わたくしに今ここで直接おっしゃってくださいませ。その上で今後もこのようなことが続くようでしたら、申し訳ありませんがお客様の当店への出入りを禁じさせていただく場合がございます」


　まっすぐに長い黒くろ髪かみが印象的な、顔立ちの美しい少女だった。着ている制服を見るに、この近くの公立中学の生徒のようだ。


「ナツキチのやつ、いつの間にあんなレベルの高い女子中学生と知り合いに……」


　そして、「店」というからには、なにかバイトでも始めたのだろうか。想太に言えないということは、ひょっとしていかがわしい店なのかもしれない。


（ナツキチならありうる……）


「うぐっ……」


　男は言葉に詰つまった様子で、彼女と夏姫を交こう互ごに見つめていた。そして、なにかを諦あきらめたのか身を翻ひるがえして逃にげるように門を出る。
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「ま……またお店でね、なちゅちゅ！」


　最後にそう言い残して、男は往来へ消えていった。


「……あー、助かった。いつもサンキュー」


　ほっと肩かたの力を抜ぬいて、夏姫が呟つぶやく。そんな彼を、セーラー服の美少女は険しい表情でにらみつけていた。


「なちゅさん」


「なんだよ」


「こんなにお客様のストーカー化が続くのは当店始まって以来ですわ。あなたの勤務態度にも原因があるのでは？　度を過ぎた思わせぶりな態度は改めてくださいませんこと？」


「あー、ほんと可愛いって罪だよなー」


　てんで嚙かみ合わない二人の会話を聞きながら、想太は自分がなにかを忘れているような気がして首をひねった。


「なんか俺、急いでいたような……」


　そう思った瞬間、キーンコーンと本鈴が鳴り出す。


「あ──っ！」


　三堂想太、本年度初の遅刻が確定した瞬間だった。
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「よろしくお願いします、城しろ宮みや茜あかね子こですー」


　そうして遅ればせながら慌てて教室に駆かけ込んだ想太は、教きよう壇だんでおっとり微笑ほほえむ爆ばく乳にゆう美女に目を瞠みはった。


「茜子さん……!?」


「ただいま紺こん野の先生からご紹しよう介かいにあずかりましたように、今日から三週間、麓ろく風ふう学園で教育実習をさせていただくことになりました。担当教科は紺野先生と同じく国語です。ホームルームや、紺野先生が授業を持たれていない時間などは、先生が担任をされているこの一─Ｆを見学させていただくことになります」


（ああー……！）


　──来月には教育実習にも行くのよ。麓風学園にね。


　そういえば、そんな話を聞いていた。


　男子を中心に、教室中の関心は黒板の前に立ったダイナマイトボディの女子大生に集まっている。それをいいことに、後ろの扉とびらから入った想太はそのままそっと窓際へ向かった。


「……遅おそいよ～想ちゃん！　もう出席取られちゃったよ。なにしてたの？」


　自分の席に着くと、斜ななめ前の未実が振ふり返り、小声で話しかけてくる。


「ああいや……」


「ん……？　どうかした？」


「……なぁ、バイトのこと『キャスト』って呼ぶ店ってどんなとこがある？」


「えー？　そんなの、あたしは夢の国的な遊園地しか知らないけど」


「だよなー……」


「どうかしましたか、三堂くん、伊い遠とうさん」


　そう声を掛けてきたのは、教壇の脇わきに退いていた担任だった。紺野先生は二十代後半の国語教きよう諭ゆで、取りたてて美人ではないが、顔立ちから服装までステンシルで描えがかれたようにほわほわしたファンシーな雰ふん囲い気きで、男子からも女子からも人気がある。昨年結けつ婚こんして旧きゆう姓せいから苗みよう字じが代わり、からかいまじりに「新しん婚こん野の」と呼ばれている、幸せオーラ全開の女教師だった。


「せっかく城宮先生がご挨あい拶さつしているんだから、二人でラブラブしてちゃダメですヨ」


　ほわんと微笑んで、新婚野はそんなことを言う。想太と未実の噂うわさを知っての確信犯なのか、顔にも声にも毒気がないだけに新婚はタチが悪い。


「ちっ、違ちがいますっ！　なに言ってるんですかっ、先生！」


　未実が真っ赤になって立ち上がる。


「ほらっ、想ちゃんもなんか言ってよぉ……ッ！」


「彼氏のこと『想ちゃん』だって～～ヒュ～～」


　近くの男子に小学生のようにはやしたてられ、未実はキイッと奴やつをにらむ。


「想ちゃんは想ちゃんだもんっ！　幼よう稚ち園えんの頃ころからずっとそう呼んでたんだからしょうがないでしょぉお～～バカバカ！」


「こえぇな～、落ちつけよ」


「そうそう。新婚野を見習ってもうちょっと女らしくしたら？」


「じゃないと、すぐ捨てられちゃうぜー？」


「ううううう────……っ！」


　怒りと羞しゆう恥ちをこらえ、未実は拳こぶしを握にぎってふるふる震ふるえる。


　男子たちが未実をからかう理由は、同じ男としてなんとなくわかった。サッカー一筋で異性に興味のなさそうな彼女が、想太と付き合っているという突とつ然ぜんのカミングアウト。彼女をひそかにイイと思っていた男子たちは、騙だまされたような気がして悔くやしいのだろう。


（どうしよう……）


「彼氏」として、本来なら想太が助け舟ぶねを出すべきであろう。ましてや、未実と「付き合っている」というのは、想太の事情による偽ぎ装そうなのだ。


（こんなとき俺に勇気とコミュ力があれば……）


　しかし、想太は人徳ゼロの「ヤンキー」で、人の注目を集めるのも苦手だ。こういう場合どうしていいかわからない。そう思っていると、助けの手は教壇から差し伸のべられた。


「……三堂くんは、女の子を捨てたりしないわよね」


　その声で、教室中が一いつ斉せいに茜子に注目した。


「三堂くんはとても物を大切にする人よ。出し終わったお茶の葉っぱも捨てずに取っておいて、まとまった量が溜たまったら甘あま辛からく煮に詰つめて佃つくだ煮ににするの。私は三堂家で初めていただいたんだけど、これがすごく美お味いしくてご飯が進んで……」


「……!?」


　再び教室内がざわつき始め、茜子はそれで「しまった」という顔になる。


「……と、ともかくそんな人が、ましてや女の子なんか捨てられるわけないでしょう？」


（バカなのか!?）


　見当外れのフォローをされて、想太はこの期ごに及およんで起立しそうなほど驚おどろいた。


「こらこら皆みなさん、静かにしなさいナ」


　そこで新婚野がほわほわ注意し、私語の収まらない教室を強引にまとめようとする。


「それじゃ城宮先生、一時限目はそこの椅い子すを後ろに持って行って見学してくださいネ」


「あ、はーい……！」


　想太と未実を見ておろおろしていた茜子は、そこで教卓に納まっていた椅子を注意散さん漫まんに取った。麓風学園の教室は、黒板前が台形の教壇になっていて、生徒たちが机を並べる床ゆかよりも十センチほど高くなっている。しかし、想太に気を取られていた茜子は、まるで平地を歩くように椅子を持って教壇から踏み出した。


「きゃああっ！」


　案の定、それは起こった。


「いやぁーん！」


　その瞬間、教室にいたすべての男子生徒が身を乗り出した。


　教壇から椅子を持って転んだ形になった茜子は、自らが運んでいた椅子の上に覆おおいかぶさり、まるで女め豹ひようのポーズのようにお尻しりを突つき出して床に倒たおれた。スーツの下に着たシャツのボタンは弾はじけ飛び、タイトスカートは太ももまでめくれて、肌はだ色いろストッキングの下から透すけるラベンダー色のパンティが、遠くの席の生徒にまでバッチリ見えている。


「きゃぁっ！」


　それに気づくと、茜子は慌あわててスカートを引っ張った。が、飢うえた獣けものの目つきをした思春期男子たちの観察眼を侮あなどってはいけない。


「ゴージャスな大人のレースだった……！」


「サイドに紐ひもがついていたぞ、よもやあれが紐パンか!?」


「紐パンは都市伝説じゃなかった！　実在したぞー！」


　教室内は再び騒そう然ぜんとし、皆みんなが己おのれの目で見たことを級友に報告する。


「……と、こんな風に城宮先生にはちょっとおっちょこちょいなところがあります。ですから皆さん、温かく見守ってあげてくださいネ」


　新婚野がほわーんと締しめ、教室中に「ハイ!!」と主に男子の野太い声が響ひびき渡わたった。
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「……どうやら、実習生の茜子先生は三堂さんの知り合いみたいだな」


「財ざい閥ばつ令れい嬢じようとも一いつ瞬しゆん噂うわさがあったけど、次は才さい色しよく兼けん備びの女子大生か……人脈ハンパねーな」


「しかも家にまで上げて飯食わせてるんだろ？　ヘタすりゃ愛人かもしれないぞ」


「くーっ、彼女もいるのに羨うらやましすぎるぜ！　あんな胸バイーンのおねーさんと……！」


「さすが裏社会の人間だな。そんじょそこらのヤンキーとは女のレベルが違うよ」


　早くも次の休み時間、想太のヤンキー列伝にさらなる箔はくがついてしまった。辺りに流れる噂話を小耳に挟はさみながら、想太は足早に廊ろう下かを歩いた。


「……茜子さん！」


　向かった先は職員室の隣となり、普ふ段だんは物置として使われている空き教室で、今は「教育実習生控ひかえ室しつ」とドアに張り紙が貼はってある場所だった。


「あら、想太くん」


　他ほかの実習生はまだ帰っていないのか、中にいるのは茜子だけだった。それをいいことに中へ入り、コの字型に並べた机の一角で実習記録をつける茜子の傍そばに立った。


「ひどいじゃないですか、さっきのあれなんなんですか！」


「もう、それはこっちの台詞せりふよぉー」


　記録の手を止め、茜子は非難がましく眉まゆをひそめる。


「私、想太くんと未実さんのこと、なんにも聞いてなかったのよ？　なにかフォローしてあげたかったんだけど、二人が付き合ってるなんて知らなかったからびっくりして、ついお茶っぱの話なんかしちゃって……」


「あー……！」


　そう言われてみれば、茜子には未実とのカムフラージュの関係を言っていなかった。


「実はそれ、付き合ってるフリで……」


「知ってるわ、もう」


「え？」


「今さっき、未実さんがおんなじ剣けん幕まくでここへ来たんだもの」


　ほうっとため息をつき、茜子はペンを置いて顔を上げた。ボタンの取れたままのシャツは安全ピンで簡単に留め合わされていて、よく見るとラベンダー色のレースのブラジャーがぴちぴちに張った布の隙すき間まからちらちらのぞいている。


「……想太くんって、ほんと罪な男よねぇ」


「は？　どういう意味ですか」


「うふふ、ヒミツ☆」


　思わせぶりに笑ってから、ふと茜子は教育実習生の顔に戻もどる。


「そうだ。想太くんがこの前持ってきてくれた小説原げん稿こう、一通り目を通したわ」


「えっ！　ま、マジっすか……！」


　一気に緊きん張ちようし、判決を待つ被ひ告こく人にんの心境でその美しい顔を見守る。


「で、どうですかね……？」


「うーん、そうね。どうかしら？」


　ところが、茜子は気が抜ぬけるような他ひ人と事ごとの口調でそれを流す。


「はあ？　茜子さん、原稿持ってきたら家庭教師してくれるって……」


「もちろん、そうしてあげるつもりだけど。……ねえ、一つ訊きいていい？」


「はい」


「想太くんって、好きな女の子いないの？」


　いきなりぶつけられた突とつ拍ぴよう子しもない質問に、想太は目を丸くする。


「え？　なんで、そんな……」


「つまりね、想太くんの主人公には『好きな子』がいないのよ。つまり、主人公がのめりこめるほどの魅み力りよくを持った女の子が出てこないってことになるかしら。美少女はたくさん出てきてみんな主人公を好きになってくれるのに、それがあまり『おいしい』と感じられないのはそのせいじゃないかと思うのよ」


「…………」


「それに、彼女たちがどうして主人公に惹ひかれてるのかもわからないわ」


「……それ、未実にも言われました」


　責められているような気分になって、想太は肩かたを落として目を伏ふせる。


「……うーん、どうしてそうなってしまうのかしらね。想太くんの周りには素す敵てきな女の子がいっぱいいるのに。想太くん、彼女たちのこと、本当に見てる？」


「えっ……は、はい」


「本当？　見た目の可愛かわいさや表面的な仕草だけじゃなくて、その子たちの内面も？」


「…………」


「……安心して。この続きはまた今度にするから」


　想太が再び黙だまってしまうと、茜子は気を取り直したように言った。そして顔を上げた想太にセクシーな甘いウィンクをくれる。


「私の『授業』、楽しみにしててね☆」





　そんな風に、六月になって初めての月曜日は、朝から大変な展開を見せていた。


「……でさー、今朝大変だったんだよ。バイト先の常連さんが最近次々にストーカー化して、とうとう学校までついてきた奴やつがいてさ。店のオーナーの孫が追っ払ぱらってくれたからよかったけど」


　昼休み、想太はひょうたん池の奥の奥にある桜の根元で、夏姫の話を聞いていた。彼に沙綾との同居がバレた一週間前から、沙綾と三人でお昼を食べているのだった。


「……やっぱ、バイト……してるんだな？」


「え？　先月からバイト始めたって話はしただろ？」


「はあ？　え？」


「ほら、駅前でスカウトされてーって話」


「……ああ？　んー……なんかそういや聞いたような気も……？」


　なにしろ四、五月は沙綾のことでてんてこまいになり、今振ふり返ってもそれ以外の記き憶おくがほとんどない。ちなみに沙綾はもうお弁当を食べ終わっており、今は想太たちの頭上で木登りに勤いそしんでいる。


「……だけどお前、俺の何倍もお小こ遣づかいもらってるんだろ？　どうしてバイトなんか」


「その話もしただろ。欲ほしい服があるんだよ」


「なんだよ、それ」


「ヴィクトリアン・メ○デンの春夏ライン」


「あー、なんかブランド物のゴスロリ服？　なんだっけ？」


「そ。ドレスもいくつか欲しいし、靴くつとか鞄かばんとかアイテム全部そろえると、十万くらいたちまち超こえるんだよな」


「うわー、そんだけあったらＩＨ炊すい飯はん器きと食洗器が買えるじゃねーか……。でもそれ、お母さんにリクエストしたら喜んで買ってくれるんじゃねーの」


「それが、最近おふくろと服の趣しゆ味みが合わなくてさー。あいつがいいって言う服ってオレが小しよう坊ぼうの頃ころから全然変わってなくて、白やピンクや水色の甘～いやつばっかなんだよ。オレは今季、上品クラシカルが気分なの」


　夏姫は制服だけでなく、私服でもナチュラルに女装している。中学の頃までは母親に当てがわれて嫌いや々いやだったのに、ついに自らのセンスを主張するようになったとは、彼も「成長」したものだ。


「……まあそれで話はわかった。で、どこでバイトしてるんだ？」


「メイド喫きつ茶さ」


　すかさず返された答えに、想太は我が耳を疑った。


「はあ!?」


「だから、メイド喫茶。地元の」


「……お前、男だろ」


「それでもいいって店が言うから。ワケありのバイトに理解があるとこなんだよ」


「ってことは、もしかして他にも男のメイドがいんのか？」


「バカ、こんなハイレベルな男の娘こがそんじょそこらにゴロゴロいるわけねーだろ」


「ア、ソッスネ」


　訊くんじゃなかったと思い、質問を変える。


「じゃあ、もしかしてお前が『お帰りなさいませ、ご主人様～』とかやってるのか？」


「まあな」


「うわ、一度行ってみてぇ」


「無理。絶対だめ」


「なんでだよ」


「ソータ、どこか行くの？　わたしも行くー！」


　そのとき、頭上から沙綾の声が降ってきた。顔を上げると、沙綾は木の枝に両りよう膝ひざをかけてぶらさがり、こうもりのように逆さ吊づりになっている。


「なにやってんだ、お前！　いくらブルマだからって丸見えだぞ！」


「ぶるまでも、ダメ？」


「丸見えはダメ！　お前はお嬢じよう様さまなんだ、気をつけろ！」


「ほーい……」


　と返事した彼女の目が、遠くを見つめて見開かれた。


「ソータ！」


「今度はなんだ！」


「誰だれかこっち来るー！」


「え？」


　想太の注意を受けて枝の上に跨またがった沙綾は、ひょうたん池の方向を指してみせた。


「マジか！　隠かくれろ、沙綾」


「ほい！」


　答えながら、沙綾は木の上方の葉っぱが茂しげった辺りへ登り出した。夏姫が加わったところで、想太と沙綾が一いつ緒しよにいるのを見られていいという理由はないのだ。


「誰だ……？」


　息を詰つめて、池の方を見守る。やがて木こ陰かげから姿を現したのは……。


「……想ちゃーん！」


「未実！」


　走ってきたのは、部活ジャージ姿の幼おさな馴な染じみだった。額にうっすら汗あせを光らせ、いかにも練習から抜けてきたような様子である。


「どうした、未実。昼練じゃないのか？」


「あっ、うん、そうなんだけど……家とか教室だと、ちょっと言いにくいことがあったから。想ちゃんこの辺でお昼食べてるのは聞いてたし」


　想太の五メートルほど手前まで来た未実は、そこで立ち止まって近くの木の幹に手を掛かけた。夏姫は「おかまいなく」というように手を振り、まだ手つかずだったデザートのバナナに手を伸のばす。沙綾は未実だと気づいていないのか、隠れたまま沈ちん黙もくを守っていた。


「……どうした？　なんだよ、言いにくいことって」


　立ち上がった想太が近づいていくと、未実は急にそわそわして両手を背中で組んだ。


「……あのね、想ちゃん、勘かん違ちがいしちゃイヤだよ？」


「ん？　なにを？」


「……今日、朝から色んな人にからかわれたりしたじゃん？　うちらのこと」


「ああ……。俺のせいで迷めい惑わく掛けて悪いな、未実」


「あっ、ううん、それはいいの！　あたしが協力するって言い出したんだしっ！」


　両手を車のワイパーのように振り、未実は大おお慌あわてで想太の謝罪を弾はじき返す。


「そうじゃなくて、ね……」


「……？」


　再び未実は両手を背中でもじもじさせ、木の陰に隠れんばかりの恥はずかしがりようだ。


「……想ちゃんと付き合ってるって言ってから、ああいうこと、結構あるんだ。だけど、うちらってほら……ほんとに付き合ってるわけじゃ、ない……じゃん？　だから、なんていうか、みんなに色々訊かれてもちゃんと答えられなかったりして……さ」


（なるほど……）


　ぼっちの想太には考えられない、人気者ならではの悩なやみというわけだ。


「こ……このままだと、そのうちバレちゃうと思うんだよね」


「ま、マジで!?」


　それは困ると勢い込むと、未実はまたしても慌てて手を振る。


「だだだ、だからね！　そうならないための提案なのっ！　今度のこれはっ、あたしが言いだしたことじゃなくてっ、茜子さんがそうしたらって言ってくれたことで……ッ！」


「茜子さんが？　なにを？」


「つまりね……ッ！」


　そうして息を大きく吸い込み、未実はほとんど叫さけぶように言い放った。


「あたしとデートしよっ、想ちゃん！」


　さわっと葉ずれの音がして、適度に汗ばむ初夏の肌はだを、木々を揺ゆらす風が乾かわかしていく。ひゅうっと口笛の音が聞こえ、振り返ればバナナを平らげた夏姫がこちらを見ていた。


「……デッ、デート!?」


　そう復唱したときには、想太にはまだ彼女の提案の意味がわかっていなかった。


（そ、そうか……。今のままだと、二人でどこに行ったとか、なにをしたとか、全然答えられなくて、未実はいつも訊きかれて困っていて……）


「わ……わかった」


　その単語の面おも映はゆい響ひびきに赤面しながら、想太はようやく理解して頷うなずいた。


「しよう、デート」


　その途と端たん、未実の顔が赤い風船のように膨ふくらむ。


「……～～っ！」


　とうとう顔を両手で覆おおい、未実はくるっと踵きびすを返した。


「じゃあっ！　そういうわけだから……ッ！」


「え、あ……」


「あたし次の日曜日、午前中に練習試合があって、午後の部活が休みだからぁーっ！」


　最後にそう言い残すと、未実は練習用スパイクで猛もうダッシュした。


「あ……」


　なにも言えず、土の地面に点々と痕こん跡せきを刻みながら池の方へ姿を消す彼女をただ見送る。


「未実のやつ、そんなに追い詰められていたのか……」


　申し訳なかったなあと思いながら、のろのろと元いた場所に戻もどった。


「……お前、自分からデートも誘さそってやらねーの？」


　弁当を鞄にしまい込みながら、夏姫は呆あきれたように想太を見上げた。


「いや、なかなかそこまで気がつかなくて……」


　想太は頭を搔かきつつ腰を下ろす。


「なに言ってんだよ、付き合ってんならデートくらい当たり前だろ？」


「は……？」


「だけど、伊遠って案外可愛かわいいじゃん。ま、見た目はオレのが何十倍も可愛いけど？　その辺の『昨日彼氏んちに泊とまったんだけどぉ～』とか言ってるクソビッチよりは断然いいと思うぜ」


「……ああ」


　彼の言っていることの意味を考えていたので、反応が遅おくれた。


（そうか。ナツキチもオレと未実が偽ぎ装そうカップルだって知らないんだ……）


　そういえば、確かにこちらも言っていない。この前のプールの一件でなんとなく全部の秘密がバレたような気がしていたが、未実とのことに関しては、彼は未いまだに真実を知らないのだ。


「その話なんだけど……」


　今さらではあるが、想太は切り出した。


「実は、未実とは付き合ってないんだ」


「は？　噓うそだろ」


「噓じゃない。っていうか、付き合ってるってのが沙綾との関係をごまかすための噓で、お前には訂てい正せいしておこうと……」


「えーっ？」


「悪かったよ、プールのとき言えばよかったのに、ついうっかり……」


「だって今の伊遠、お前のこと大好きって感じだったじゃん」


「えっ!?」


　夏姫の不満げな様子は、噓をつかれていたことよりむしろその点に対してのようだ。


「な、なに言ってんだよナツキチ……」


「絶対そうだろ。誰がなんと言っても自信がある。オレの目に狂くるいはない」


「……お前なぁ……この前プールのときにも沙綾のことでそんなこと言ってただろ」


　上空を気にしながら気持ち小声で言うと、夏姫は目をパチパチさせた。


「え、そうだっけ」


「はあ!?」


「……ああ、思い出した、うん。言った言った」


「なに言ってんだよ!?　まさかお前、そんな程度の軽いノリで……!!」


　危あやうく夏姫の胸むな倉ぐらを摑つかみかけ、その少女にしか見えない華きや奢しやな体たい軀くにどうしても手が出せなくて踏ふみ留とどまる。


「……ぐっ……俺は紳しん士しだ……」


「まあそう怒おこんなって。魚肉ソーセージやるから」


「いらねーよ……」


「あ、じゃあバナナ食う？　おやつ用にもう一本あるけど」


「なんで棒状食品ばっかなんだよ！」


　とはいえ、なぜか勢いで受け取ってしまった魚肉ソーセージのフィルムを嚙かみちぎりながら、想太は今朝の夢を思い出して恥はじ入った。


（なんてこった……。こんなしょーもないことのせいで、俺は一人で「妹」の沙綾を意識して……）


　恥ずかしさと罪悪感で、消えてしまいたい気持ちになる。それをふっ切るように、想太は天を仰あおいだ。そして、あれと思う。


「……そういや沙綾のやつ、やけに静かだな」


　頭上の枝葉は至し極ごく静かで、とても誰かがいるようには思えない。心配になって、立ち上がって声を掛けてみた。


「おーい、沙綾？」


　一いつ拍ぱく分待ったが返事はない。だが、目を凝こらすと鬱うつ蒼そうと茂った青葉の隙すき間まから、ちらちらと沙綾の制服らしいものがのぞいている。


「……すげぇ……、寝ねてる……」


　そう気づいた途端、呆れるどころか感心して、想太はあらゆる雑念を忘れた。


　昼食を食べてお腹がいっぱいになったせいか、桜の木のてっぺんの方まで登った沙綾は、太い枝の上に腹ばいに寝ていた。その寝顔はまるで天使のように可愛らしく安らかだ。


「どーすんの？　あと三分で予よ鈴れいだぜ？　ここ遠いからそろそろ行かねーと」


「だよな……。おーい、沙綾、起きろ！　おい！」


　木の幹を加減して揺らしつつ、想太は上に向かって声を掛ける。


「……ふわ？　ソータ……？」


　すぐに、頭上から沙綾の寝ね惚ぼけ声が聞こえてきた。


「なにが『ふわ？』だ、早く下りてこい！　木の上で寝れるやつなんて初めて見たぞ！」


「……褒ほめてる？」


「褒めてないっ!!」


　きょとんとした顔に危あやうく誇ほこらしげな色を浮うかべそうになっている美び貌ぼうの「妹」を、想太は色々な思いを込こめた嘆たん息そくと共に、見つめ返すのだった。
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　日曜日の午後、想太は約束した通り未実とデートをすることにした。


　待ち合わせたのは地元の駅前。練習試合帰りの未実は制服姿だろうと思い、合わせるつもりでいつもの制服を着た想太は、約束した一時五分前に待ち合わせスポットの「どぜうくん（まほらば市の名物であるどじょうをモチーフにしたゆるキャラの像）」へ向かった。


「えっ……、想ちゃん、どうして制服着てるの」


　すでにどぜうくんの前にいた未実の、それが第一声だった。


「え？　お前こそ、どうして私服なんだ？」


「着き替がえくらい持ってくよぉ……、だって『デート』じゃん」


　そう言う未実は、新調したのか想太が今まで見たことがない服を着ていた。テイストもいつものスポーティな雰ふん囲い気きとは違ちがっていて、上は女の子らしいデコラティブなブラウス、下は花はな柄がらのミニスカートにヒールのあるサンダルだった。その柄は、ちょっとこの前の水着と似ているような気がする。


「……珍めずらしいじゃん。ミニスカとか」


「えっ!?　ちちち違うよっ！　これはキュロットだよっ！　ちゃんと見てっ、足の間に仕切りがついてるんだよっ!?」


　スカートだなんてそんなのあたし買わないしっ！　と動どう揺ようしている未実は、ミニスカートを穿はいてきたと思われたのがよっぽど恥ずかしいのか耳まで真っ赤になって、東京タワーの形を模すように足を開いてみせる。


（これは……）


　なんだか本当に、自分が思っていたよりもちゃんと「デート」らしい。


「……で、これからどうする？」


「え……？　えーっと、デートだから、想ちゃん決めて」


「ええっ……えーと」


　女の子と「デート」だなんて。しかも未実とだなんて、なんだかめちゃくちゃ照れ臭くさい。未実のテンション次し第だいでは、その辺の家電量りよう販はん店てんへの買い物などでお茶を濁にごそうと思っていた想太だったが。


「……じゃあ、映画とか……行くか？」


　おそるおそる言ってみると、俯うつむいていた未実の頭がぴくっと動いた。


「あ、いや、別に……」


「行くッ!!」


　勢いよく顔を上げた未実は、おもちゃを買ってもらった子どもみたいに瞳ひとみをキラキラさせていた。


「じゃあ……なに観みる？　なんか観たいのあるか？」


「えっと、３Ｄで一番飛び出るやつ！」


　そう即そく答とうしてから、未実は「しまった」という顔をする。


「じゃ、なくて……なんか、いい雰囲気の？　ら……らぶろまんす？　みたいな？」


「ああ、それのがデートっぽいもんな」


「そう！　うん、あたしたち『デート』しなきゃならないんだから、なにも恥ずかしがることないよねっ！　それが『デート』ってやつだもんねっ！」


「お、おい……俺は今とっても恥ずかしいぞ……」


　人通りの多い駅前で大声を出した未実は、想太にたしなめられるまでもなく、人目を集めて赤面したのだった。





　そうして、想太と未実は近くのファッションビル内にあるシネマコンプレックスへやってきた。


「……おっ、いいのあるぞ」


　チケット売り場に来て上映中の映画一覧ポスターを見て、想太はある映画を示した。


「３Ｄで、しかも恋れん愛あい物だって」


「えっ、観る観る！」


「じゃあこれにするか。ちょうど二十分後からの回があるし」


「うん！」


　未実はノリノリで頷うなずき、二人はその映画のチケットを買った。


「想ちゃん、ポップコーン食べよー！　あっ、チリドッグもいいな～！　めっちゃ迷う～どっちにしよお～」


「お前、ほんとジャンクフード好きだよな」


「ねえ、想ちゃんは塩バター味とキャラメル味どっちが好き？」


「って、もうポップコーン前提の迷いじゃねーか！」


　未実のペースに巻き込まれつつ、想太はどこかワクワクしている自分に気がついていた。


（こんなの、普ふ段だん通りなんだけどな）


　二人でどこかへ行くのも、こんなやりとりをするのも、いつもの彼女との日常なのに。デートだと意識しただけで、気持ちが盛り上がる。心の奥がふわふわする。


「はい、ポップコーンはあたしのおごり！　半分食べていーよ」


　指定の席に二人並んで座ると、未実がこちらにポップコーンのカップを差し出した。まだ劇場内は明るく、最初のＣＭが流れているだけなので、普ふ通つうの声で会話ができる。


「えっ？　悪いからいいよ」


「悪くない悪くない！　あたし一人だと食べきれないし、ここで持っとくから上映中も好きに食べてね」


　確かにそれはかなりのビッグサイズで、子どもだったら頭を突つっ込めそうな大きさのカップだった。その中に塩バター味のポップコーンが山盛り入っているのだ。


「じゃあ……サンキュー」


　とりあえず一口目を取って食べ、礼を言った。


　想太と未実は劇場の中央ブロックの中心寄りの左側、つまりまあまあいい席に座っていた。封ふう切きりして時間が経たっているのか劇場内はそれほど混んでおらず、十代～三十代のカップルやグループでほどよくいい席が埋うまっており、それほど窮きゆう屈くつな感じはしない。


「ひゃー、カップルばっかりだね」


　辺りをぐるりと見回して、未実が声量を絞しぼって囁ささやく。


「俺たちもそうだろ」


　もちろん「デート」をしている男女、という意味で言ったのだが、それを聞いた未実はボムッと爆ばく発はつしたように顔を赤らめた。


「……そうだね、うん……。そうだぁ……」


　その様子を見て、想太も恥ずかしくなってくる。


「な、なんだよ、間違ってねーだろ。顔上げろよ」


「あっ、上げてるじゃん。想ちゃんこそ目合わせてよ」


「なっ、合わせてんだろ」


「噓うそだね、眼球キョドっちゃってるもん」


「なんだよ、その日本語」


　そんな他愛のない言い合いですら、いつもと色合いが違うように感じる。


（デートってすげー……）


　密ひそかなドキドキは、照明が落ちて劇場内が静まり返るとますます高まってくる気がした。


（そういえば、未実と映画なんか観るのいつ以来だっけ……）


　小学生の頃ころ、夏休みのアニメ映画は未実と行くのが恒こう例れいだった。綺理が保育園の年長組になってからは三人になり、最後に行ったのは小五くらいだった気がする。


（あの頃は、こいつと映画観てこんな気持ちになるとは思わなかったな）


　そっと横顔を盗ぬすみ見ると、スクリーンの灯あかりに照らされて鼻と頰ほおをほの白く光らせた未実は、まったく同じタイミングで目玉をこちらに滑すべらせた。


「……なんだよ」


　図はからずも目が合ってしまい、想太は動揺を隠かくしながら押し殺した声で訊きく。


「……そ、想ちゃんこそ」


「……お、俺は……ポップコーンを……」


「ああ……はい」


　カップをずいっとこちらへ差し出して、未実は恥ずかしげにスクリーンに視線を戻もどす。


　照明が点つくまで、ドキドキはやみそうになかった。





　映画はハリウッドの洋画で、一言で言えばＳＦ版ロミオとジュリエットといった感じの内容だった。


「愛しているわ……」


　物語も中ちゆう盤ばんに差し掛かかり、ヒロインと主人公は星空の見える薄うす暗ぐらい部屋で抱だき合った。


「…………」


　隣となりを意識してしまい、つい落ち着かない気持ちになる。


「君が欲ほしい……」


　この展開は……と思っていると案の定キスシーンが始まってしまい、想太はなんとなく左胸の校章を隠した。別にやましいものを観に来たつもりはないのだ。


「…………」


　横に一いつ瞬しゆん眼球を動かすと、隣の未実はぽかんと口を開けてスクリーンを見つめていて、ポップコーンを運ぶ手が顎あごの下で止まっていた。


　音おん響きようのいい劇場内には、男女のロマンチックな息いき遣づかいが臨場感たっぷりに流れている。前の方ではカップルの女性が男性の肩かたに頭をもたれ、席を一つ空けた隣のカップルはお互たがいの膝ひざを触さわり合っている。


（大人ってすげー……）


　動揺を鎮しずめようと左手をポップコーンのカップに突っ込もうとした想太は、予期せぬ感かん触しよくを覚えて固まった。


（……!?）


　ちょっとひんやりした、すべすべの人ひと肌はだ。沙綾のものとも綺理のものとも違う、弾はずむようにしなやかな筋肉の隠れた、張りのある肌の感触。


「えっ……？」


　そのとき、ちょっと息を呑のんだような未実の声が漏もれ聞こえ、カクカクとぎこちなく首をめぐらした想太は己おのれの失敗をその目で確かめた。


　上映開始前、未実は想太の方にカップを向けてくれていた。今ポップコーンは二人の真ん中よりも想太寄りにあり、なにも見ずに手を出した想太は、なんと未実の膝に手を置いてしまったのだ。


「ごめ……」


　顔がカッと熱くなり、掌てのひらに汗あせがにじむのを感じた。


　未実はスクリーンから視線を外し、ちょっと見開いた驚おどろいた目で想太を見つめている。その顔色に非難の色が浮うかぶ前に手を引っ込めようとしたとき。


　ぎゅっと強く、汗ばんだ手を握にぎられた。


「……ありがと、想ちゃん」


「えっ……」


　今度は想太が驚く番だった。


「これもカップルごっこ、でしょ……？」


　未実の頰は青白い光を跳はね返すほど赤く染まり、濡ぬれたようなつやを湛たたえたつぶらな瞳が、想太にいたずらっ子のようなまなざしを向けている。
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「……おう……」


　そうだ。これは「デート」であり、自分たちは今「カップル」なのだ。変態扱あつかいされなかったことにほっとした想太は、申し訳ないくらい手汗をかいている左手をそっとひっくり返し、未実の手を握り返した。


　彼女の掌も、想太ほどではないがしっとり湿しめっていた。


「……えへへ」


　そのことについてなのかはわからないが、未実はちょっと恥ずかしそうに微笑ほほえんで、視線をスクリーンへ戻した。


　──今の伊遠、お前のこと大好きって感じだったじゃん。


　もはや想太の中で夏姫の言葉の信しん頼らい度どなどゼロに等しかったが。少なくとも、未実には異性としても嫌きらわれているようなことはない気がする。


（あったかい……）


　その掌の温もりと胸のドキドキは、ラブシーンが終わって戦争シーンでの爆発音がシアター中を轟とどろかすまで続いた。





「あー、楽しかった！　ありがと、想ちゃん！」


　二時間半の映画が終わって明かりが点くと、未実は上じよう機き嫌げんで席を立った。


「なんかじっとしてたら身体からだ動かしたくなっちゃった！　ね、ボーリングかバッティングセンター行かない？」


「え？　お前朝から部活やってきたんだろ。疲つかれてねーの」


「問題ないない！　サッカーとそれ以外の球技は別腹だよ！」


「球技は食いもんじゃねーよ」


　とはいえ、未実の希望ならばと次の予定はスポーツに決定した。


「どっちにしろ電車乗らなきゃならないな。ボーリングなら中まほらばで、バッティングセンターなら南まほらばだろ」


「じゃあ、バッティングセンター！」


「よし！」


　行き先が決まって、二人は電車で隣となり駅えきへ向かう。


「想ちゃん、行ったことあるの？　あたし、実はバッティングセンター初めてだよ。こんな近くにあったんだぁ」


「俺も行ったことないけど、ナツキチが南まほらばで、家遊びに行くとき通ったから知ってる」


「へえ」


　駅前のロータリーに下りて、そのまま目につく大通りを行く。さっきの高こう揚ようが続いているのか、こうして晴れた初夏の午後の街を二人で歩いているだけで、いつもとは違ちがうくすぐったいような感覚が身体にまとわりついていた。


「……ねえ、想ちゃん」


　彼女も同じ気持ちだったのか、少しして未実がいつもより小さく甘いトーンで話しかけてきた。


「映画館、ドキドキしたね」


　隣を見ると、未実は照れくさそうな笑みを浮かべている。


「……そうだな。ちゃんとデートっぽかったよな」


「想ちゃんのおかげだよ。ありがと」


「いや、元はといえば俺のために付き合ってるフリしてもらってるんだし」


「……そのことなんだけどね」


　幾いく度どかためらった仕草のあと、未実は想太を見つめて口を開いた。


「あの……さ、うちらって、小さいころからずっと一いつ緒しよで、なんか今さらこういうの、めっちゃ恥はずかしいんだけど……さ」


「……なんだよ」


　そこで未実が口ごもってしまったので、想太の心臓のドキドキが激しくなる。


「あの……あのね……」


　こうして女の子っぽい恰かつ好こうをして、しおらしくしている未実は文句なしに可愛かわいい。


　その彼女が、一体なにを言おうとしているのか……。


「想ちゃん、あたしと……っ！」


　未実が思いきったように口を開き、想太の鼓こ動どうの速度が最高潮に達した、そのとき。


「……えっ!?」


　視界の中央、未実の後方十数メートルを、一人の少女が横切った。


「ん？　どうしたの、想ちゃん」


「あれ……」


　たちまち、想太の全意識はそちらへ集中してしまう。


「綺理だよな……？」


「え？」


　それを聞いて、未実も後ろを振ふり向いた。


「ほんとだ、綺理ちゃんだ……って、あれ私服？」


　どうやら想太だけでなく、未実もその姿に違い和わ感かんを覚えたようだった。


　綺理は見覚えのない服を着ていた。膝ひざ上うえ丈たけの、ふんわり広がったワンピース、それに頭になにか変わったカチューシャをつけている。


「いや……今日は一日部活だって、朝出てくとき言ってた」


「じゃあ、最近のマーチングバンドってああいうユニフォームなのかな？」


「んなわけねーだろ」


「でも、ネコミミついてるよ？　制服じゃないし、私服でもなくない？」


「…………」


　そうなのだ。その恰好はどう見ても。


「コスプレ……」


「想ちゃん、どうする？」


「……尾つけるしかないだろ」


「了りよう解かい！」


　物分かりのいい幼おさな馴な染じみは、早さつ速そくくノ一のような身のこなしで横断歩道を渡わたり出した。綺理は大通りの向こう側にあるアーケード街へと足早に歩いて行く。


「部活早く終わったのかな？　それで買い物に来たとか」


　彼女の言うとおり、綺理は手にスーパーの袋ふくろを提さげていた。中身はよくわからないが、白いビニール袋になにか牛乳やジュースのパックのようなものが透すけて見えている。


「だといいんだけどな……」


　綺理がやっと立ち止まったのは、アーケードの中ほどにある店だった。


「な!?」


　急いで近づいて行って、その店の看板を読んだ想太は絶句した。





　メイドカフェ『すとろべりぃ☆どり～みん』


　　　　本日は[image: ]ネコミミ[image: ]デー！





「ネ、ネコミミデー……!?」


　ピンク色の看板には、見ているだけで胃もたれしそうな丸い甘ったるいフォントがいかがわしく躍おどっている。


　──お金の心配一つしたことないオジョーサマと違って、綺理はとぉ～っても忙いそがしいの。


「あいつ、まさか……！」


　脳のう裏りに展開される最悪のシナリオを打ち消そうと、想太は躊ちゆう躇ちよなくその店に向かった。


「よし、乗り込むぞ、未実！」


「えっ!?」


　大切な妹の身に、なにが起きているのか知りたかった。そして、想太は妹を信じていた。


「お帰りなさいませ、ご主人様ぁ～～～！」


　だから、そのピンク色の声の大合唱にビビりつつ見回した店内で。


「げっ、三堂！」


　メイド姿の親友に出会ったことより。


「ご主人様とお嬢じよう様さま、お二人でのご帰宅でございますね」


　同じくメイド服に身を包んだ、あの黒くろ髪かみの美少女と再会したことより。


「うそ……」


　店の奥から今まさに現れた、さっきのワンピースの上にメイド御ご用よう達たしのフリフリエプロンをつけた、どう考えても彼らの「仲間」の恰好をした実じつ妹まいを見たことが。


「きっ、綺理……!?」


「なっ、なんでいるのよ────っ、お兄ちゃん……っ!?」


　想太にとって、その場で卒そつ倒とうするほどの衝しよう撃げきだったのだった。




　♯２　ソータお兄ちゃんは、わたしの『カレシ』じゃないの？







「これは一体どういうことなんだ。お兄ちゃんにわかるように説明しろ！」


「お兄ちゃんこそ、なんでここにいるのよっ!?　ナツキちゃんには口止めしといたのに！」


「さっき外でお前を見かけたからだ！　なんであんなところにいた!?」


「買い出しよっ！　ジュースが足りないから、手の空いてる人行ってきてって頼たのまれたのっ！」


　夕方の五時になって綺理きらりのシフトが終わったあと、店の奥にある、女の子たちが着き替がえなどをする小さな控ひかえ室しつにて、想そう太たは実妹とにらみ合っていた。


「ってお前、やっぱりここで働いてるんだな!?」


「そうよっ、悪い！」


「悪いに決まってるだろ！　中学生のくせに、なにを勝手に……！」


　二畳じようほどしかない空間には、小さなテーブルと折おり畳たたまれたパイプ椅い子すが二脚きゃくある。そこへ想太と綺理の他ほかに夏なつ姫きと未み実みもいるのだから、あきらかに定員オーバーだ。


「大体お前、部活だって言ってただろ！　お兄ちゃんに噓うそをついたのか！　お小こ遣づかいならちゃんとやってるだろ！　遊ぶカネ欲ほしさか!?　不良の友達でもできたのかっ!?」


「うるさいわねっ、お兄ちゃんなんかサーヤちゃんの面めん倒どうを見るのにばっか夢中で、綺理の部活の予定も見てなかったくせにっ！　冷蔵庫の横に活動日の予定表貼はっておいたじゃない！」


「はあ!?」


「小学校のときからそうしてたでしょっ！　秘密もなにも、お兄ちゃんがちゃんとチェックしてれば、二週間前から綺理が部活のない時間に部活だって噓ついて出かけてることくらい、すぐにわかったはずなんだからねっ！」


「えっ……」


「……ね、綺理ちゃん。それはそうと、どーしてここで働くことになったの？」


　想太がショックで言葉を失くしていると、今まで黙だまっていた未実が想太の横からひょいっと顔を出した。


「……それは、綺理がナツキちゃんにお願いしたの」


　内うち弁べん慶けいの綺理は、未実にはしおらしい態度で応こたえる。


「先月、お兄ちゃんからナツキちゃんがメイド喫きつ茶さでバイト始めたって話を聞いて、男の子でも雇やとってくれるお店なら中学生でも大だい丈じよう夫ぶかもって思って訊きいてもらったのよ」


「俺が……？」


　想太が茫ぼう然ぜんとしていると、夏姫が「ほらな？」というようにこちらを見てくる。綺理の部活の予定表のことといい、自分がどれだけ沙さ綾あやのことで忙ぼう殺さつされていたか思い知った。


「でも綺理ちゃん、どうしてバイトなんか？　なにか欲しいものでもあった？」


「それは……」


　ちらと想太を見て、綺理は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。


「……夏休みになったら、マーチングバンド部の遠えん征せいや合宿が始まるの。そのためにお金を貯ためなきゃと思って」


「そんなの出してやるって言っただろ！　そんなことのために……」


「本当に!?　遠征全部行ったら、交通費だけで十万超こえるのよ!?」


「は……はあっ!?」


「全国のお祭りでパレードしたり、姉し妹まい校と合同合宿したりするんだから！　別に一年生だし全部行く必要はないけど、できる限り行きたいじゃない。だから綺理は入部するときに訊いたのに、お兄ちゃんなんかどうせ小学校の部活と同じだと思ってたんでしょ！」


「えっ……」


　自分の浅せん慮りよを言い当てられて、想太は気勢をそがれる。


「……で、でもだからって、なにもそんな恰好でするバイトなんか……」


「でも、綺理ちゃんその衣い装しようすっごい可愛いじゃん！　超ちよう似合ってる！」


「ほんと？　やったー！　ミミちゃんも可愛いお洋服着てるねー！　おニュー？」


「う、うん。実はそうなんだ、ありがと」


「っていうか、もしかしてミミちゃん、今日お兄ちゃんとお出かけだった……？」


「えっ？　い、いや、ううーん……その」


「なー、そんなことよりオレは？　オレはメイド服似合ってる？」


「う、うん。庵あん観み羅らくんは、まるでそれ着てお母さんのお腹から出てきたみたいに似合ってるね……」


「だろ？　自分でも怖こわいくらいだぜ」


「ナツキちゃん、性別隠かくしてないのにお客さんに大人気なのよ」


「えっ、すごーい！　そうだ、記念に二人の写真撮とりたいな～！　いい？」


「えー、いいけど恥はずかしいわ」


「オレも～恥ずかしい～」


「おい！　俺を置き去りにしてキャピキャピするな！」


　若じやつ干かん一名の不純物が混入した女子トークに割って入り、想太は話を元に戻もどした。


「わかった、綺理！　お前の部活の遠征費用は生活費から出してもいい！　俺が三か月間夕飯をめざしにすれば出せないこともない……だから……！」


「イ・ヤ」


　きっぱりと、綺理は兄の申し出を却きやつ下かした。


「そういうのイヤなの。部活は綺理が好きで始めたんだから、かかるお金は綺理が自分で工面するわ」


「わー、綺理ちゃん、中一なのにオトナ……！」


「お前の気持ちは嬉うれしいけどな、綺理……」


「お兄ちゃんのためじゃないわ！　そもそもお兄ちゃんのお金じゃないでしょっ！」


「うっ……」


「でも綺理ちゃん、お金の管理をしてるのは想ちゃんだよ。おばさまはたぶん毎月の光熱費の支し払はらい額も知らないよ？」


「そうかもしれないけどぉ……」


「…………」


　想太だって、これが新聞配達だとか、せいぜい小さな喫茶店のお手伝い程度のバイトなら承しよう諾だくしたかもしれない。


　愛する妹のコスプレ姿を、不特定多数の男たちに見られる。同じ男として、やつらのドス黒い欲よく望ぼうは、やましいくらいよくわかる。そんな野や獣じゆうたちの視線に可愛い妹をさらしておくことなど……。


「……お兄ちゃん。綺理はね、遠征費が貯まったらすぐにバイトを辞やめようと思ってるの」


　ぎりぎりと歯を食いしばっていた想太は、それで顔を上げた。


「そのお金で遠征に行けたら夏は忙しくなるし。それでまた遠征シーズン前になったら働かせてもらうって、初めからお店ともそういう約束よ」


「えっ……？　メイドってそんな短期でいっぱい稼かせげるのか？」


「それはこいつの頑がん張ばり次し第だいだな」


　そう言ったのは夏姫だった。


「この店、毎月メイドの人気投票があるんだよ。月初めに先月分の投票が実じつ施しされるから、こいつが投票の対象になるのは七月頭にやるやつだなー」


「投票って……お客さんがするのか？」


「そ。来店一回でポイントカードに一点ついて、それが一投票権になるんだ。だから一人の客がいっぱい来店すれば、その分だけそいつが票を左右できるってこと」


「その結果で五位以内に入ったメイドには、一万円から三万円のボーナスが出るのよ！」


　綺理が得意げに説明し、想太はほうと唸うなった。


「確かに、ガチでバイトした上にそれをもらえたら結構な額になるけど……そんなことやってて店は儲もうかってるのか？」


「儲かってるみたいだぜ、この辺は他に競合店もないし。それに、実際よく働いてる人数は別にしてメイド登録は五十人近くあるから、ボーナスだって五人くらい出さないと士気の向上にならないだろ」


「五十人!?　そんないんのか」


「だから綺理みたいに勝手な都合でシフト出しても、ある程度認めてもらえるのよ」


「名付けて『ＳＴＤ48』ってな」


「パクリじゃねーか！」


「人気投票の名前は『ＳＴＤ総選挙』……」


「アウト────ッ！」
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　こうして、想太は綺理の短期メイドバイトを認めることになってしまった。


「ちょっと、サーヤちゃん!?」


　その晩、いつものように入浴と夕飯を終えた沙綾は、居間の万年こたつで刑けい事じドラマを観みていた。彼女の髪かみを乾かわかしてやった想太はこれまたいつものようにその爪つめを磨みがいてやっており、二階から下りてきた綺理は、そんな兄を一いち瞥べつしてこたつに入った。


「ほわ？」


「リモコン貸して！　綺理はこの時間、『嫡ちやく男なんですね』を観ることにしてるのっ！」


「わたしも『ＡＩＢＯＯＯ！』観ることにしてるー」


「刑事物とかオジサンくさっ、女の子なら恋れん愛あいドラマ観なさいよねっ！」


「オジサンじゃないー、犯人はきっとこの女の人ー！」


「そういう話してるんじゃないのーっ！」


「こらこら、なにしてんだ、お前ら！」


　気がつくと、沙綾と綺理はこたつを挟はさんで綱つな引ひきのようにリモコンを引っ張り合っていた。


「綺理は自分の部屋にテレビあるだろ、そっちじゃダメなのか。ワンセグだってあるだろ」


　引っ張りながらどちらかがボタンを押してしまったようで、画面は次々替かわって色んな番組を映す。


「なによっ、お兄ちゃんはまた綺理に我が慢まんさせる気なのっ!?」


「そうじゃなくて、この場合それが一番の解決策だから言ってるんだ！」


「フンだっ、お兄ちゃんのバカッ！」


　離はなしなさいよーっ、と綺理が空いている方の手で沙綾の顔を押す。沙綾がひるんだ隙すきにボタンを押すと、テレビにイケメン俳優が映った。


「ひらりんうういー」


　ほっぺたを押されて可愛かわいらしい顔を見る影かげもなく変形させた沙綾が、渾こん身しんの力で綺理の手を押し戻し、余力でリモコンを奪だつ取しゆした。


「あっ！」


　再び、画面では渋しぶい刑事が事件を追い始める。


「貸しなさいよっ！」


　再び、ヒロイン視点のキラキライケメンが大写しになる。


「やだー！」


　渋い刑事。


「なにすんのよっ！」


　イケメン。渋い刑事、イケメン、渋い刑事、イケメン、時々ＣＭ、渋い刑事、イケメン、渋いイケメン、イケメン刑事……。


「お前ら、いい加減にしろっ！」


　とうとう想太が怒ど鳴なりつけたのは、ドラマのクライマックスでイケメンが「俺が西さい園おん寺じ家の嫡男だなんてことは関係ない、俺が本当に愛しているのは……」と言ったところで画面が替わり、渋い刑事が「あなたです！」と六十代半ばの禿はげ上がった気弱そうな男を指さしたときだった（沙綾の推理は外れたのだ）。


「なにやってんだ、ドラマ両方めちゃくちゃじゃねーか！　大人しく一個は録画するとか、どうして仲良く観られねーんだよ！」


「仲良くなんかできるわけないでしょっ！」


「今日のＡＩＢＯＯＯ！　意味不明……」


　綺理が反はん抗こう的に答えれば、沙綾も不服げに頰ほおを膨ふくらませる。


「まったく……お前らは……」


　ドラマタイムは終しゆう了りようし、テレビのプログラムは夜のニュースに突とつ入にゆうする。たちまち人気を失ったリモコンを片づけながら、想太はふと台所にいる綺理に目を配った。


「……なにやってるんだ、お前」


　綺理は壁かべにかかっている鏡に向かって、一人で口角を上げたり下げたりしている。


「笑え顔がおの練習よ。次の総選挙で絶対にボーナスもらうんだから！」


「笑顔がよければ、人気って取れるのか？」


「……どういう意味よ？」


「メイドって人の世話をする仕事だろ？　人にチャンネル権も譲ゆずれない、ワガママで短気なお前が、そんな仕事で人気なんか取れるのかよ」


　やれやれとこたつに入り直し、想太は改めて沙綾の手を取って、爪の手入れを再開する。


「沙綾も教えてやれ。お前、本物のメイドがどんなのかよく知ってるよな？」


「ふ？」


　アンタなんかに教わることなんてないわよっ、と言うかと思っていたが、綺理は不ふ貞て腐くされた顔でじっと沙綾を見つめていた。


「……サーヤちゃんも、そう思う？」


「ほ？」


「綺理じゃ、いいメイドさんにはなれない？」


　しばらく考えた様子の沙綾は、続いてふるふると首を振ふった。


「きらりんは、とてもいい子」


　それを聞いた瞬しゆん間かん、綺理の頰がさっと朱しゆに染まる。


「なっ……なによそれ……っ！　イヤミ!?」


　沙綾は再び首を振る。


「わたしのお誕生日、祝ってくれた。ケーキも、紙のお花も、『ろうそくふー』も、全部、生まれて初めて」


　沙綾がそれをどれだけ大事なことと思っているかは、一つ一つ嚙かみしめるような台詞せりふの呟つぶやき方でわかった。


「……なによっ、バッカみたい！」


　盛せい大だいな照れ隠かくしなのか、綺理は殊こと更さら強い口調になる。


「そんなことくらいで『いい子』ですって!?　綺理のことなにも知らないくせに！　アンタなんかお金の苦労なんかなんにもしたことないじゃない！　部活のことだけじゃないわ、綺理が今までどれだけ欲ほしいもの我慢してきたと思ってるの!?　欲しいもの全部なんでも簡単に手に入れてきたオジョーサマに、綺理のなにがわかるっていうのよっ！」


「こら、綺……」


　想太がたしなめようとしたそのとき。


「わかる」


「……え？」


　沙綾はいつもの無表情のまま、まっすぐ綺理を見つめていた。


「……なにがわかるのよ」


　言い返されたことに驚おどろいたのか、綺理は気け圧おされたように低い声で言った。


「綺理の気持ちなんか、アンタには一生わからないわ！」


「うん、わからない」


「どっちよっ！」


　顔を真っ赤にして、綺理が沙綾に食ってかかる。けれども、沙綾はあくまでも落ち着いていた。


「わたしはきらりんじゃないから、きらりんの気持ちは一生わからない」


　綺理の表情が、一瞬傷ついたように歪ゆがんだ。


「わたしだけじゃない。お兄ちゃん、ママさん、お友達、どんなに近くにいても、きらりん以外の人は誰だれも、きらりんの気持ちをわかってあげられない。きらりんの気持ちは見えなくて、形がなくて、きらりんの中にしかないものだから、誰も知ることができない」


　沙綾が語るごとに、綺理の表情は沈しずんでいく。


「だけど、『欲しいものが手に入らない気持ち』なら、わたしにだってわかる。そういう気持ちなら、共有できる」


「……いい加減なこと言わないでよ。あんなお屋や敷しきに住んでて、なんでも買えるお金があるくせに！」


「欲しいものが全部、お金で買えるものとは限らない」


　そうして、沙綾は最後まで表情を変えずに綺理に言った。


「『わたしの気持ち』は、きらりんには一生わからない」





「だけど沙綾、ああいう言い方はどうかと思うぞ」


　次の日の月曜日、想太は沙綾と共に南まほらば駅のロータリーを歩いていた。放課後一いつ旦たん家に帰り、二人共私服に着き替がえている。沙綾と出歩いているのを麓ろく風ふう生に目もく撃げきされるとまずいので、想太も沙綾も、帽ぼう子しに眼鏡という怪あやしいいでたちをしていた。


「……わたし、間ま違ちがったこと言ってない」


「間違ってないからタチが悪いんだよ。みんな心の中で薄うす々うす気づいていることだけど、わかりたくないから気づかないふりしてるのに」


「でも、きらりんは『カゾク』。カゾクには、ありのままの自分でいいって」


「……そうだな」


　考え直して、想太は頷うなずいた。


「俺が言いたかったのは、どっちかっていうと『友達』に対しての話だよ。人にああいう言い方してると、友達ができづらいぞってこと」


「ともだち……」


「お前にも、一人でもいいから友達ができるといいよな。俺が作ってやれるならやりたいけど、こればっかりは、お前が自分で頑がん張ばらないとなあ……」


「ともだち……わたしに……？」


「欲しいだろ？」


　顔をのぞき込むように尋たずねると、沙綾は首をかしげた。


「……わからない」


「どうして？」


「考えたこと、なかった」


「じゃあ考えてみろよ。そういうつもりでいるとほんとに友達できねーぞ？」


　そんな話をしながら大通りに出て、アーケード街に入った。目指すはメイドカフェ「すとろべりぃ☆どり～みん」だ。


「お帰りなさいませ、ご主人様～！」


　ドアを開けると、今日もピンク色の声の合唱が降ってくる。


「……おお」


　昨日はそれどころではなかったが、噂うわさ通りのベタな出で迎むかえに腰こしが引ける。


　入口にいたメイドに席まで案内されると、奥の方からメイドらしからぬ騒そう々ぞうしい足音が近づいてきた。


「……ちょっと！」


　押し殺した強い声で、テーブルに手をついた綺理は想太たちをにらみつけた。


「なに考えてるの、もう来ないでって言ったでしょ……!?」


「お前こそなに言ってんだよ、昨日の今日だろ。兄として、可愛い妹が危ない目に遭あってないか見届けるのが俺の使命だ」


「おまけにサーヤちゃんまで連れて……！　変装してたって綺理にはわかるわよ!?」


「でも家にこいつ一人だけ置いとくと心配だろ。メイドカフェ来たがってたし、一回くらいいじゃねーか。なあ、沙綾？」


「きらりん、フリフリ……」


　ほわ～と声を漏もらしながら、沙綾はメイド姿の綺理を見つめていた。


　そう、兄バカかもしれないが、メイドになった綺理は、想太の目から見てもとても可愛かった。パニエで膨らませたようなふんわりシルエットのワンピースにニーソックスを穿はき、フリルの白エプロンと、おそろいの素材のヘッドドレス。左胸につけたハート形の名札には「きらりん」と看板とおそろいの丸文字で印刷されていた。


「きらりん……？」


「こっ、これはアンタにつけられたあだ名じゃないからっ！　前から呼んでくれる友達いたしっ！」


「別になにも言ってないー」


「とにかく早くなんか飲んで出てって！　間違っても綺理のことは指名しないでよねッ！」


　それだけ言うと、綺理はスカートの裾すそを翻ひるがえして他ほかのテーブルへ去っていった。


「……指名……？」


　メイドカフェのシステムは謎なぞだらけだ。隣となりの沙綾は口をぽかんと開け、店内をぐるりと見み渡わたしている。想太が麓風生の有う無むを確かく認にんして眼鏡を取ると、沙綾も帽子と眼鏡を取り去った。


「……ふう」


　看板から想像するより、店の内装はシンプルで落ち着けた。真っ白な壁は清潔感があるし、淡あわい木目が透すける木のテーブルも目に優やさしい。想太たちが通された四人用テーブルはほどよい広さの店内に十個ほど配置されており、中央にはカウンター風にしつらえた細長いテーブルがあって、一人で来た男性客たちが行き交かうメイドたちを品定めするように眺ながめている。奥には本物のカウンターがあり、本格的なコーヒーサイフォンが見えていた。


「なにをお飲みになりますかぁ、ご主人様」


　甘いブリッコ声にドキッとして横を見ると、そこにいたのは……。


「うわっ、ナツキチ！」


「『なちゅ』デス」


　ウフッとウィンクしながら、夏姫は左胸の名札を示す。


「お前……そんなことやってるから男にストーカーされるんじゃ……」


「……お嬢じよう様さまは、なにをお飲みになりますかぁ？」


「じんじゃーえーるー」


　ドン引きしている想太は放ほうっておいて、夏姫はさっさと沙綾の注文を取る。


「あと、お絵かきサラダー」


「はぁい、かしこまりました。こちら、どちらのメイドがお絵かきいたしましょう？」


「……？」


　沙綾は目をぱちくりしている。


「本日お嬢様、ご主人様方のお世話をさせていただいているのがこちらのメイドです」


　エプロンのポケットから夏姫が出したのは、メイドの名前入り顔写真をカードにしてリングに通したものだった。


「……きらりん！」


　その中の一つを無む邪じや気きに指さす沙綾を見て「あーあ」と思う。それとは別に、兄として、妹の写真が他の客にもこうやって見せられているのかと思うと複雑な心境だった。


「ご主人様は、いかがなさいますかぁ？」


「じゃあ、アイスミルクティーとお絵かきオムライス」


「どちらのメイドが……」


「お前でいいよ、お前で」


「はぁい、ありがとうございますっ！」


　ガンバルゾ☆　みたいなポーズを取って、夏姫は奥へ下がっていった。


「しかしここのメニュー、お絵かきしないやつはないのか」


　ちょうどお腹が空いていたので、つい食事を頼たのんでしまった。今日はこれで夕飯を済ませ、帰ったら沙綾と綺理にだけなにか作ってやればいいかと考える。


　沙綾は水のコップを両手で持ち、ちょろっと口をつけてはちびちび飲んでいた。彼女が何回目かにコップに口をつけ、なにかが気になったのか顔を上げ、想太の後ろを見た、そのとき。


　ガシャーン、とガラスの割れる音がした。


「なんだ？」


　振ふり向くと、黒くろ髪かみのメイドが沙綾を見つめて棒立ちになっていた。グラスを取り落としたらしく、持っていた盆ぼんの上は空で、もう片方の手はコップを摑つかむ形で固まっている。


「あの子は……」


　そこで彼女は我に返ったらしく、はっとして店内を見渡した。客の注目を集めていることがわかるや、深々と腰を折って謝罪する。


「申し訳ございませんでした」


　肩かたからさらりと滑すべり落ちる黒髪が美しい。ぴたりと静止した彼女はすぐさま顔を上げ、奥に引っ込んで掃そう除じ道具を持ってくると、テキパキとした手て際ぎわでグラスの破は片へんを片づけ、ものの一分で店内を原状回復させてしまった。


　そうして改めて飲み物の入ったグラスを持ってきて、それを沙綾の前に置く。


「ジンジャーエールでございます、お嬢様」


「ふー」


　沙綾はそれを受け取ると、ささっていた赤いストローに口をつけた。そんな沙綾を、黒髪のメイドはなぜかじっと見つめている。


　近くで見て改めて、美しい少女だと思った。切れ長気味の、くっきり折おり畳たたまれたきれいな二ふた重え瞼まぶた。それを飾かざる黒く濃こいまつげはわずかにエキゾチシズムを感じさせるが、清流で濯すすいだばかりのような肌はだと、なで肩がたの華きや奢しやな体格は和風美人そのものだ。なにより、肩から絹糸のようにさらさらこぼれる長い黒髪は、昨日今日の手入れでは到とう底てい真ま似ねできない艶つややかさだ。


「……どうか、しましたか？」


　彼女があまりに沙綾を凝ぎよう視しして動かないので、保護者として心配になった想太が声を掛かけた。すると、彼女は再びはっとした様子で想太に視線を移す。


「……いえ。失礼いたしました。ご主人様のお飲み物もすぐにお持ちいたします」


　そう言って、彼女は厨ちゆう房ぼうの方へ帰っていった。


「なんだ……？　沙綾、知り合いか？」


「ほわ？　ううんー」


「……ちょっと、サーヤちゃん！」


　そこで、またしてもドタドタと大きな足音がこちらへやってきた。


「指名しないでって言ったでしょ！　信じらんない！　嫌いやがらせっ!?」


　憤ふん慨がいしているメイドはもちろん綺理で、その手には盆を持っていた。緑色の鮮あざやかなサラダのお皿を、そこから沙綾の前にゴトンと置く。その音に隣のテーブルの客がこちらを振り向くと、取り繕つくろうように咳せき払ばらいをした。


「……お……お待たせいたしました……、オジョーサマ」


　屈くつ辱じよく的だと言わんばかりに唇くちびるを震ふるわせ、小さな声でそう呟つぶやく。


「い、今からサラダにお絵かきをしますが……なにをお描かきしましょう……か？」


「ひょっ？」


「これ見ろ沙綾、メニューの説明によると、動物とかハートマークとか簡単なイラストを、マヨネーズでサラダの上に描いてもらえるらしいぞ」


「ほー……」


「っていうか綺理、こいつ卵ダメだからマヨネーズはちょっと……」


「わかってるわっ、これならいいんでしょ、ほら！」


　ドン、と綺理がテーブルに置いたのは、ケチャップが入っていると思われる真っ赤な筒つつ状じようのディスペンサーだった。


「お兄ちゃんってば、サーヤちゃんのことばっかり気を利きかすんだから！　これくらい、お兄ちゃんに言われなくても綺理にだってわかるわよっ！」


　想太をにらみつけた綺理が、そこでなにかに気がついたかのように瞳ひとみを輝かがやかせた。


「そうだわ……サーヤちゃんのお世話くらい、綺理にだってできるのよ……」


　他人に聞き取れないくらいの声で呟いてにんまりほくそ笑み、彼女は急に上じよう機き嫌げんになる。


「ほら、オジョーサマ？　お絵かきなににするの？」


「んー、ネコ～！」


　想太が渡わたしたメニューを見ていた沙綾は、サンプル写真を吟ぎん味みしてそう答えた。


「はいはい、ネコね」


　赤いディスペンサーを取り、綺理はサラダの上でそれを絞しぼり出しながらくるくる回す。あらかじめ指導でも受けているのか、たちまち見本とそっくりな、ファンシーなネコのイラストがサラダの上に現れた。


「ごゆっくりお召めし上がりください、オジョーサマっ！」


　機嫌良く言うと、綺理は奥へ下がっていった。それと入れ替かわりに、お盆を持った夏姫がやってくる。


「お待たせいたしました、ご主人様っ」


　テーブル前で一回転しかねない軽かろやかなステップで、夏姫はブリッコな笑顔でアイスミルクティーのグラスと、食事の皿を置く。チキンライスの上に載のったふわふわの卵が湯気を立てる、出来たてのオムライスが目の前に置かれていた。


「お絵かきはなににしますかっ、ご主人様？」


「えー……っと、じゃあ俺もネコ」


「かしこまりましたぁっ」


　綺理が持っていたのと同じディスペンサーを片手に持ち、夏姫はツインテールを肩の方へ払はらって卵の上に絞り口を向ける。


「ネっコさん、ネっコさん♪」


　黄色いカンバスに、いびつな三角形が二つ現れる。


「ネっコさん、ネっコさん……」


　ひょうたんのように真ん中がくぼんだ楕だ円えんが、その下に登場。


「ネコさん……」


「おい、耳ちぎれてんぞ。顔も十回くらい整形失敗してる」


　最後に目とヒゲと思おぼしきパーツが、輪りん郭かくから絶ぜつ妙みようにはみ出しながら描き加えられた。


「……ネコ……さん」


「目から流血してるな……ヒゲも全部抜ぬけてるし」


「ネ……」


　一いつ瞬しゆん空中で手を止めてから、夏姫はごくりと息を呑のんでケチャップを置いた。


「……できたっ、ネコさん♪」


　きゅるるんとブリッコポーズを決めて、最後にテンションだけで帳ちよう尻じりを合わせる。


「これはひどい……」


「きらりんのネコさん、かわいいー」


　沙綾がもったいなさそうにフォークを入れるサラダの皿と、自分の目の前に現れたグロ画像を見比べて、想太は口の端はしを引きつらせた。


「食しよく欲よくなくすわ……。そういやお前、中一の頃ころから美術１だったっけな」


「遠えん慮りよなくお召し上がりくださいませっ、ご主人様☆」


「もしかして、他ほかの客にもこんなＲ─15指定オムライス出してんのか？　この程度のお絵かき、普ふ通つうちょっと練習すれば誰だれでも描けるようになるもんなんじゃねーの」


「……う、うるせぇな」


　わずかに顔を赤くした夏姫は、羞しゆう恥ち心しんをごまかすように素すに戻もどった。


「そんなに文句あんなら、他のやつ指名しろよ」


「他のやつ知らねーし……俺が綺理を指名したら血の雨が降るだろ」


「じゃあ、今後の参考に人気どころを教えとくから」


「今後の？」


「シスコンのお前のことだから、どうせこれからもちょくちょく来んだろ、ここ」


　見事に見み透すかされているのが、反論できなくて悔くやしい。


「今日シフトが入ってる中では……あっ、いたいた、あれがうちのナンバーワン」


　夏姫が指さしたのは、想太たちの隣となりのテーブルだった。そこで客のグラスに水を注いでいるのは、さっきの黒髪メイドだ。


「所作、気き遣づかい、すべてがカンペキ。見た目はまあ、オレより若じやつ干かん劣おとるけど？　メイドとしての仕事なら、まーあいつの右に出るもんはいねーな。事実、この店で総選挙が始まってから不動のナンバーワンを誇ほこってて、客から『メイドの神』って呼ばれてるらしいぜ」


「へえ……」


「だから、さっきみたいなミスするのは珍めずらしいよ。つか、オレが入ってから初めて見た。なんかよっぽど調子狂くるうようなことでもあったのかもしんねーな」


「ふーん」


　そういえば、さっきやたらと沙綾に気を取られていたなと考える。


「ここだけの話、実はあいつも中学生なんだよな」


「……ああ。Ｋ中の制服着てたっけな」


「見たのか？　実はお前の妹にこの店を紹しよう介かいしたのも、あいつがいるからいけるかなと思ったんだ」


「なるほどな」


「今年中三だって話だぜ」


「沙綾と同じか。随ずい分ぶん大人びてるな」


「うー、コーン多い」


　隣でサラダを食べている沙綾を見て、想太はため息をつきたい気分になる。コーンをより分けて残しているのは好き嫌きらいではなくアレルギーのせいなのだが、この話の流れではそんな仕草が特別子どもっぽく見えた。


「あいつ、この店のオーナーの孫まご娘むすめなんだ。元々は商店街の純じゆん喫きつ茶さだったこの店が、時代の流れで赤字経営になったのを、あいつがメイドカフェにしようって提案して救ったらしいぜ。開店以来バイトは自分でスカウトしてるみたいだし、オレも駅前であいつに声掛けられたのがきっかけだって言っただろ」


「へえー」


「しかも趣しゆ味みが洋裁とかで、ここのメイドの服は全部あいつが一人で作ってるんだぜ。制服はバイトの買い取りだけど、そのおかげでめちゃめちゃ安く済むし」


「だから一人一人メイド服のデザインが違ちがうのか」


　まったく、すごい中三もいたものである。


「沙綾も、あの子の半分くらいしっかりしてればなあ……」


「ふ？」


　悩なやましげにため息をつく「兄」の気持ちなど知る由よしもなく、沙綾はフォークを口から離はなして首をかしげるのだった。
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　そうして一時間近く綺理の仕事ぶりを見守ってから、間も持たないので想太たちは帰ることにした。


「夕飯作って待ってるからな。あと四十分経たってシフト終わりの七時になったら、まっすぐ帰って来るんだぞ！」


「うるさいわね、わかってるわよっ……！」


　最後まで綺理にけむたがられながら、想太は沙綾を連れて店を出た。


「行ってらっしゃいませ、ご主人様～！　お早いお帰りをお待ちしておりまぁす☆」


　夏姫の声を聞きながらドアを閉めて、二人で駅へ向かおうとしたとき。背後で再びドアが開いた。


「……あの、すみません！」


「はい？」


　振ふり向いて、想太はあっと思った。先ほどの黒くろ髪かみメイドが、おどおどした様子でドアの外に立っていたのだ。


「あの……失礼とは存じますが、お名前をうかがってもよろしいでしょうか……？」


「えっ!?」


　ドキリとしたのは、彼女の顔に浮うかぶ恥はじらいと、ほんのり紅潮した清せい楚そな顔のせいだった。


「えっと……三み堂どう想太、です……」


　ところが、彼女はちょっと眉まゆをひそめて怪け訝げんな表情をする。


「……えっ、いえ……あの」


　きわめて言いづらそうに、彼女は口を開いた。


「そちらの……、さながら生けるヴィーナスのごとき、類たぐいまれなる美び貌ぼうをお持ちのお嬢じよう様さまのお名前ですわ」


「え……え？」


「はわ？」


　赤あかっ恥ぱじの想太がなにも言えないでいると、少女に見つめられた沙綾はくるっと瞳を動かして口を開いた。


「きたしまさあや」


　全部ひらがなに聞こえる平へい坦たんな発音で、沙綾は彼女に名前を言った。


「きたしま……さあや、様……」


　少女の頰ほおがみるみる赤らみ、切れ長の瞳はうっとり潤うるんで細められる。


「素敵……！　天上に咲さく花のように優美で、桃とう源げん郷きように湧わく清水のように甘かん露ろなお名前ですこと……！」


　少女が両手で頰を押さえた拍ひよう子しに、長い黒髪がさらりと揺ゆれる。現れた左胸の名札には「まぁむ」と書かれていた。


「わたくしは由ゆ里り橋はし苺まい夢む。さあや様、いいえ、『さやや』ちゃん！」


「いきなりあだ名っ!?」


　夏姫から聞いた「メイドの神」のイメージを裏切るギャップに度ど肝ぎもを抜かれている想太の脇わきをすり抜け、苺夢は両手で沙綾の手を取った。


「ぜひ我がメイドカフェのメイドになってくださいませ！　わたくし、さややちゃんのためなら何なん徹てつしたって、きっと素晴らしいコスチュームを作り上げてみせますわ！」


「……!?」


「失礼ですけども、わたくしにス、スリーサイズを教えてくださいません……？」


　早さつ速そく今晩から作り出しかねない勢いで、苺夢は握にぎった手に力を入れる。爛らん々らんと光る眼光がちょっとアブナイように見えるのは気のせいか。


「すりーさいず？」


　眉み間けんに一本の皺しわを作り、沙綾は想太を見上げた。


「ソータ、知ってる？」


「はあっ!?　しっ、知るかよ」


「じゃあ知らない」


「まあっ……！」


　苺夢は大げさに眉まゆをひそめる。


「いけませんわ、こんなに美しい方がご自分の美の所以ゆえんたる黄金の数字もご存じないなんて……！　僭せん越えつながら、こ、このわたくしが測って差し上げますわ！」


「ちょ、ちょっと待った──っ！」


　苺夢がエプロンのポケットからメジャーを取り出したので、想太は思わず彼女と沙綾の間に立ちはだかった。


「……なんですの」


　苺夢はむっとした表情でこちらを見上げる。美少女ににらみつけられてぎょっとする想太だが、沙綾の保護者としてここは引くわけにいかない。


「……悪いけど、沙綾はメイドはやらない。だから採寸は不要だ」


「まあ……。そもそもあなたはさややちゃんとどういうご関係の方ですの？」


　あんまりな扱あつかいに、こんな無礼者に一瞬でもときめいてしまったことが口くち惜おしくなる。


「どういうって……えーっと……こいつは学校の後こう輩はいで……」


　彼女は麓風の生徒ではないが、だからといって想太と沙綾の関係がバレていいというわけではない。


「とにかく、ダメなんだ。お前、北きた嶌しま財ざい閥ばつを知ってるだろ？　この子はそこの一人ひとり娘むすめだ。アルバイトなんてやるわけないだろ」


「ええっ……!?」


　それを聞いて、苺夢は数歩飛びのいた。両手で口元を覆おおい、信じられないといった顔で沙綾を見つめる。


「あの『ノース・アイ』の北嶌財閥の……!?　まあ……道理でなんという高貴で神こう々ごうしい輝かがやき！　素晴らしいですわ、さややちゃん！　あなたこそまさに選民！　そのまばゆいばかりの輝きをわたくしにわけてくださいませんこと!?」


「おいっ、ちょっと待て、なんでさりげなく抱だきつこうとした!?」


　もう少しのところで沙綾に抱きつき損そこねた苺夢は、想太を恨うらめしげに見上げた。そして、突とつ然ぜんはっとする。


「もっ、もしやあなた……！　さややちゃんの『彼氏』とかおっしゃるつもりですの!?　ああ、さややちゃん……！　あなたはこんなに美しいのに、あなたの純潔は、あなたの花は、すでに手た折おられてしまったものなの……！」


　苺夢はよよよと自転車が数台停とめてある道みち端ばたに倒たおれ、暗がりの中でまるでスポットライトを浴びているかのようにおおいに嘆なげく。


「いや……とりあえず彼氏ではないから安心しろ。こいつ婚こん約やく者しやいるし」


　なんだか残念な子だなあと、想太の中での苺夢の株がどんどん暴落する。


「そういうわけだから、じゃあな」


　退散するなら今のうちとばかりに、沙綾を連れてそそくさと駅の方へ向かう。


「あっ、お待ちになって！」


　誰だれが待つか、と思いながら、想太は沙綾を先導して歩いていく。


「もう！　わたくし、絶対に諦あきらめませんわよ────っ！」





「ねえ、ねえ」


　苺夢から離れ、駅前ロータリーの雑ざつ踏とうまで帰ってきたとき、沙綾がふと訊きいてきた。


「カレシってなに？」


「えっ？　えーっと……」


　この丸二か月、この手の言葉を沙綾に教えることは意図的に避さけてきた。今日もどうにかしてごまかそうと考えて、ふと思い直す。


（考えてみれば、女子ってそういう話好きそうだもんなあ……）


　今しがたの苺夢との会話を考えても、沙綾がこの先同じ年とし頃ごろの少女と「友達」として付き合う上で、色恋がらみの話題は避けて通れないだろうと思う。ここは一度、「常識」として教えておいた方がいいのかもしれない。


「そうだな……『恋こい人びと』でわかるか？」


「コイビト？」


「えーと……たとえば、だな。お前が男を好きになるとするだろ。好きになったことあるか？　男の人」


「ほ？」


　大きくまばたきした沙綾は、やがてゆっくり頷うなずく。


「ある」


「……だ、誰？」


　わずかにドキドキするのは、期待しているからではない。自分にそう言い聞かせて、沙綾の言葉を待った。


「……おじいさま」


「………………………うん」


　こんな回答は、想定の範はん囲い内だ。


「……それ以外は？　特に今生きてる人で……」


「んんん……」


　沙綾は難しい顔をして口をつぐむ。


「あいつは？　ほら、許嫁いいなずけの……」


「エー様？」


「そうそう。どう思ってるんだ？　あいつのことは。好きか、嫌きらいか」


　聞きたいような聞きたくないような、複雑な心境だった。そんな想太の気持ちをおそらく知る由よしもなく、沙綾は口を開く。


「……考えたことない。初めて会ったときから、エー様は『わたしの未来の旦那だんな様』。それ以外のことは、考えてなかった」


　そう言う彼女は、どんな感情も読みとれない無表情だった。


「でも、嫌いじゃない」


「……そうか」


「と、思う」


　なんだか心がもやもやして、早々に話題を切りあげたくなる。


「……それじゃあ、あいつがお前の『カレシ』ってことだよ」


「……？」


　沙綾はわからない顔をしている。


「『カレシ』は『許嫁』ってこと？」


「ちょっと違ちがうけど……まあ似たようなもんだ。その女の人が一番好きで、一番仲のいい男の人ってことだよ」


「……ソータお兄ちゃんは『カレシ』じゃないの？」


「じゃないな」


「どうして？」


　沙綾はきょとんとしている。


「わたしが今一番好きで、仲良しなのは、お兄ちゃん」


「…………」


　思わぬところから変化球が飛んできて、想太は思わず赤面した。


「……いいか？」


　兄としての威い厳げんを保つため、想太は逸はやる鼓こ動どうを抑おさえつけるように大声で言った。


「……『カレシ』っつーのは許嫁と似てるって言っただろ。結婚できない男の人は『カレシ』になれないんだ。兄と妹は結婚できないだろうが」


「それは、ほんとのお兄ちゃんの場合」


　鋭するどいことをツッコまれ、想太は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。


「……まあ、そうだけど」


「じゃあ……」


　そこで、沙綾が立ち止まった。


「ん？　どうした」


　想太も立ち止まって、彼女を見る。沙綾は地面を見つめ、なにかをじっと考えている様子だった。


「沙綾……？」


　顔を上げた彼女は、難しいような、不安げな表情で口を開いた。


「ソータお兄ちゃんがわたしの『カレシ』になることもできる……ってこと？」


「えっ……」


　そう来るとは思わなかった。一瞬迷ったが、想太は言った。


「……なれるよ。なれるけど……」


「けど……？」


「でも、なっちゃダメなの！」


「なんで？」


「お前のお祖ば母あさんと、そういう約束だから！」


　想太はその話を終えるように強く言い、駅に向かって歩き出した。


「ほら、沙綾。さっきのカード出して」


「ふ？」


「改札。カードでピッてしないと電車乗れなかっただろ」


「ほー」


　そんな調子で構内に入り、一駅分だけ電車に乗る。


「ソータ、見て見て」


　折おり悪あしく帰宅ラッシュに重なり、想太たちは混雑気味の電車でドア付近に立っていた。沙綾は想太の袖そでを引き、もう片方の手を思いきり上に伸のばして、吊つり革かわの輪っかの部分を指先で突つついていた。


「届いた！」


「届いてねーよ。摑つかめなかったら意味ないだろうが」


　沙綾はまだ二回しか電車に乗ったことがない。初めて電車に乗ったのは、この前プールに行ったときだった。車両に乗り込むなり「わたしの席はどこにあるの？」と訊くなど、乗車ルールはさっぱりだった。


「ちゃんとどっか摑まってねーと危ない……」


　そう注意しかけたとき身体からだに異常な重力を感じ、周囲の乗客が一いつ斉せいに同じ方向に傾かたむく。


「わ……！」


　小さな沙綾は、想太と向き合って吊革に手を伸ばしていた。片手を上げたままふっ飛ばされそうになる彼女を、想太は空いていた片手で搔かき抱いだくように支える。


「ほら、言わんこっちゃねぇ！」


「ほわっ！」


『緊きん急きゆう停止信号のため急停車いたしました。お客様にはお急ぎのところ申し訳ありません。安全の確かく認にんが取れ次し第だい発車いたします』


　お決まりのアナウンスが流れたとき、想太は片手で吊革に摑まり、もう片方の手で沙綾を強く抱きしめていた。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


　鼻先には、変装用の帽子からこぼれるふわふわの髪かみの毛と、そこから漂ただようハーブとブーケの香かおり。腕うでには、細く薄うすい背中の感かん触しよく。想太の胸むな元もとのシャツを摑んだ両手は、頼たよりないほど小さくて華きや奢しやだった。


「だいじょうぶ」


「……まったく、お前はほんと手のかかるやつだな。目を離はなしてらんねーよ、ちゃんとしろ。あの由里橋ってやつを見習えよ、変なやつだけど、お前と同い年であんなしっかりメイドやって偉えらいじゃねーか、大したもんだよ。それなのにお前ときたら」
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　ねちねちと叱しかったのは、心臓のドキドキと周囲の視線からの恥はずかしさをごまかすためだった。苺夢を引き合いに出したのは、少しでも饒じよう舌ぜつになるための話題稼かせぎだ。


「……やっぱり、お兄ちゃんがいれば、わたしはだいじょうぶ」


　このときはそう言ってきょとんとしていた沙綾だったが。


　この想太の発言が、後に彼女にちょっとした決意を促うながすことになるなど、このときは沙綾自身にもわからなかったであろうことだった。
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　その晩、三堂家には一つの異変が起こった。


「さっ、サーヤちゃん、お風ふ呂ろに入るわよ！」


　綺理がバイトから帰ってきて、いつものように三人で夕飯を食べ終わったときだった。お皿を台所に運んだ綺理は、テレビを観みていた沙綾に独断的に言い放った。


「ほわ？」


「なんだ。いきなりどうしたんだよ、綺理」


「思いついたのよ。考えてみたら、お風呂も着き替がえも、お兄ちゃんより同じ女の子の綺理がやった方がずっといいじゃない？」


「だからって、なんで急に……」


「お兄ちゃんが言ったのよ？　メイドで人気者になるのなんか綺理には無理だって。だから、なにがなんでも人気投票で上位を獲とるために、今日から家でも人のお世話をする練習をするのっ！」


　ぽかんとする想太と沙綾に、綺理は力説する。


「そういうわけだから、これからサーヤちゃんの身の回りのお世話は、綺理がぜ──んぶ一人でやるわ！」


　そう宣言すると、綺理は沙綾の腕を引っ張ってこたつから立ち上がらせた。


「だから、金輪際お兄ちゃんはサーヤちゃんに触さわらないでよねっ！」


「えっ……!?」


　そうして、想太が呆あつ気けに取られているのをいいことに、沙綾を廊ろう下かへ引っ張る。


「さ、行くわよ、サーヤちゃん！」


「はわ……お兄ちゃーん……」


　今にもドナドナの歌が流れ出しそうな恰かつ好こうで、沙綾は風呂場へ連行されていく。


「どうしたんだ、綺理のやつ……」


　妹の真意がわからない想太は、突とつ然ぜんの出来事にただ呆ぼう然ぜんとするしかないのだった。
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　翌日から、三堂家の朝の風景も様変わりした。


「ほらっ、サーヤちゃん！　起きて！」


　想太とほぼ同時刻のアラームで起きた綺理は、部屋を出るとまっすぐ沙綾の部屋に向かった。


「はい、これがアンタのブラジャー！　後ろ向いてっ！」


「ほい」


　昨日のうちに調べておいたのか、てきぱきと沙綾のタンスから下着を取り出して着せていく。


「大丈夫かー、沙綾……？」


「お兄ちゃんはいいから、あっちで朝ごはんとお弁当作ってて！」


　様子を見に行こうとすると追い返され、出る幕のない想太は言われた通り台所へ向かうしかない。


「……どう、サーヤちゃん？　綺理のお陰かげでちゃーんと支し度たくできたでしょ？」


　十分後、いつもよりおかずが多く並んだこたつで朝食をほおばりながら、綺理は隣となりに座る沙綾を満足げに見た。


「これからはずっと、綺理がこうやってサーヤちゃんの面めん倒どうを見るんだからねっ！」


「……ほーい」


　心なしか意い気き消しよう沈ちんした沙綾は、そう答えると、朝食の定番になりつつあるフルーツ入りヨーグルトを黙もく々もくと口に運んだのだった。





　しかし、沙綾の受難はこれだけではなかった。


　いつものようにママチャリで登校した想太は、下げ駄た箱ばこの前で、正門の方から来る生徒たちのざわつきを耳に入れた。


「やっぱすげーな、北嶌沙綾」


「ああ。車から降りた瞬間、学校の前でナンパされるんだもんな」


　なにっ、と思って耳を澄すませ、次の言葉を聞いて瞠どう目もくする。


「……それも、女に」





「さややちゃ～ん！　制服姿のあなたもなんて神こう々ごうしく美しいのかしらっ！」


　急いで校舎を出て走っていくと、正門の前には確かに若じやつ干かんの人だかりがあり、その中心にいたのは沙綾と、セーラー服姿の苺夢だった。


「やっぱりか……！」


　昨日沙綾が学校の後こう輩はいであることを耳に入れてしまったので、イヤな予感はしていた。一昨日おとといメイドカフェを訪おとずれたとき想太は麓風の制服を着ていたし、苺夢がそれを覚えていなくても、妹だと知っている綺理から学校名を聞けばいい話だった。


「さややちゃん！」


　こんな時間にこんなところへ来ていたら学校に遅ち刻こくすると思うのだが、苺夢はそんなことは気にかける様子もなく、校舎へ向かおうとする沙綾の腕を両手で引っ張って押し留とどめている。


「あなたなら絶対にナンバーワンになれますわっ！　ずっと働いてだなんて申しません。半年……いえ三か月、いいえ、一か月でもよろしくてよっ！　是ぜが非ひでも我が『すとろべりぃ☆どり～みん』で……」


「…………」


　沙綾は眉み間けんに皺しわを寄せ、苺夢の腕を振ふりほどけないままその場で足あし踏ぶみしている。


（どうしよう……）


　昨日のように助けてやりたいが、こんな公衆の面前で想太が保護者面づらをするのはまずい。他ほかの生徒にまぎれて遠巻きに見守っていると、予よ鈴れいが学校中に響ひびき渡わたった。


「あっ、いけませんわ！　あまり引き止めてはさややちゃんが遅刻してしまいます。麓風学園の時間割は入手済みですから、放課後また参りますわねっ！」


　そんなところだけ物分かりよく言うと、苺夢はすぐさま門の外へ走り去っていった。


「沙綾のやつ、とんでもないやつに気に入られちまったな……」


　ギャラリーが解散するのを見ながら、呆気に取られた想太は口の中で呟つぶやいた。





「おはよー、想ちゃん！」


　そうしていつものように教室に向かうと、途と中ちゆうの廊下で後ろから声を掛かけられた。


「……おう、おはよう」


　部活鞄かばんを提さげた未実が、ニコニコと笑え顔がおを向けていた。


「今日からいよいよ茜あかね子こ先生の授業実習だね」


「えっ、そうなのか」


「もぉー、昨日、紺こん野のちゃんがそう言ってたじゃん」


　昨日といえば。


　日曜日の件について、想太は昨日、未実に謝った。


　──昨日はごめんな。綺理のせいで、デートの最後わけわかんねーことになっちまって……。


　それに対して、彼女は苦く笑しようしつつ許してくれた。


　──わかってるって。だって想ちゃんの一番は綺理ちゃんじゃん。


　──いや……。


　──違ちがうの？


　──いや、そうなんだけど……。


　いつになく真しん剣けんな瞳ひとみにのぞきこまれて、想太は言葉に詰つまった。


（あのとき、なにを言おうとしたんだ、俺は……）


　そもそも勘かん違ちがいしてはいけないのは、未実は想太と「付き合っているフリ」をするために「カップルっぽいこと」をしておきたいと言い、「デート」することになったのだ。


（未実と「カップル」か……）


　小さい頃ころから、ずっと一いつ緒しよにいた。男とか女とかを意識する前から、未実は未実だった。


（好きなことには、間違いないけど）


　たぶん、彼女の方も想太をそう思っている。


（……あまり考え過ぎないようにしよう。心の平へい穏おんを取り戻もどすんだ……）





　ところが、そんな想太を否いや応おうなしに悩なやませる事件が、三時限目に起こった。いつもは新しん婚こん野のが担当している「国語表現I」の時間だ。


「今日から二週間、紺野先生に代わって私が授業をします。よろしくお願いしますね」


　教きよう壇だんに立った茜子は、爽さわやかな教師ルックだった。白いブラウスを袖そでまくりして、ベージュのタイトスカートも軽かろやかだ。


「それでは、今からプリントを配ります」


　茜子が腕うでを伸のばしてプリントを前の席の生徒に渡すたび、ボタンが弾はじけそうにシャツの合わせ目が開き、男子の視線がそこに集中する。


「これは、皆みなさんと同じ高校生の男の子が書いた小説からの抜ばつ粋すいです。今から十五分時間をあげますから、一通り目を通してみてください」


　もちろん想太も例外なく茜子のブラウスを注視していたので、彼女の放つ台詞せりふの理解が遅おくれた。「まさか」と思ったときにはすでに、自分の手元にまぎれもなく、一言一句自分が紡つむいだままの文章が断だん片ぺんを抜ぬき出された形で載のっていた。


（な……な……!?）


　羞しゆう恥ちと驚きよう愕がくでプリントを持った手を震ふるわせていると、斜ななめ前の席の未実が振り向く。


『これ、想ちゃんのじゃないの』


　唇くちびるをパクパクさせてそう伝えてくる。が、それに答えている余よ裕ゆうはない。


（茜子さんめ……！）


　裏切られたという恨うらみがフツフツ湧わきだし、目の前の文章が洗せん濯たく機きの中の光景ようにぐらりと渦うず巻まいて見える。皆みんなが自分の文章を一いつ斉せいに読んでいる静せい寂じやくに耐たえきれず椅い子すからそわそわと足を浮うかし続け、茜子に対する憤いきどおりがついに骨こつ髄ずいにまで達するほど熟成された頃、魔まのような十五分が終了した。


「……はい！　それでは顔を上げてください」


　渡りに船とばかりに、男子たちは茜子をガン見する。


「今読んでもらったところは、この小説の中で、主人公とヒロインたちが出会って親しくなっていく描びよう写しやがある場面です。この部分を読んで、この作者はどういう人物だと思いますか？」


　それを聞いて、教室がざわつく。


「どういうって……男子高生じゃないんですか？」


「性格や人ひと柄がら、背景など……要するに人物像を当ててください。小説は架か空くうの物語ですが、その文章にはかならず書いている人間の人格がにじみ出ます。それは小説だけでなく、皆さんが大学受験に必要となる小論文などでも同じです。それを意識した上で文章を書ければ、自分の印象をある程度コントロールすることができるでしょ？」


　教室の半分以上が理解していない顔つきだったが、それでなんとなくためになることをやらされている気になり、生徒たちはちらほら手を上げ始めた。


「はい、山やま田だくん。この作者はどんな男の子でしょう？」


「モテないやつ。あと独りよがり」


　グサッ、と想太の心に言葉の剣けんが突つき刺ささる。


「では、竹たけ内うちさんは？」


「女の子と付き合ったことがないと思います。女キャラにリアリティがありません」


「井いの上うえくん」


「現実ではまるで人望がなくて、友達がいないタイプだな」


　もうやめて────!!　と心で叫さけぶ想太をよそに、授業は着々と進行していく。


「文章の端はし々ばしから、本当は俺スゴいんだぜ？　みたいな自うぬ惚ぼれが伝わってくる」


「こんなやつが違う世界に行ったからって激モテのスーパーヒーローになれるわけない。異世界ナメんな」


「っていうか、はっきり言ってキモい」


　段々乗ってきて、教室のあちこちからポンポン意見が飛んでくる。そのたびに想太の精神ゲージは少しずつ減っていき、明らかにオーバーキルの状態で数分が経過したとき、その針のむしろは終しゆう了りようした。


「わかったわ。ありがとう、みなさん」


　にっこりと微笑ほほえみ、茜子は言った。


「不思議よね。こういうとき、作者を褒ほめてくれる人って少ないの。この作者にだって、きっといいところはたくさんあるはずなのに」


　その言葉を聞いて、はっとしたような空気が教室に流れた。


「どこがみなさんの気に障さわったのかしら？　それはきっと文章の中の一部で、だけどこの作品の中でとても大事な部分なんだと思うの。今度はそれを探してみましょう」


（…………）


　そんな風にして、茜子の授業は出だしの不安な展開から一転、授業の体てい裁さいを逸いつ脱だつすることなくまともに進んでいった。


「……はい、それでは今日はここまで！」


　授業終了のチャイムが鳴ったときには、黒板にはみんなが話し合った総意が、茜子の美しい楷かい書しよの文字で書かれていた。





　○問題点


・ヒロインたちがみんな、主人公に似たようなベタ惚ほれ具合で不自然。


・ヒロインたちが、いつどこで主人公を好きになったのかわからない。


・主人公はヒロイン全員にその都度ドキドキしていて、誰だれを好きなのかわからない。





　○改かい稿こうポイント


・ヒロインの主人公へのアプローチ方法にキャラごとの独創性をもたせる。


・もっと女の子の内面的魅み力りよくを描えがく（女の子の書き分けにも繁がる）。


・ハーレム状態が納なつ得とくできるよう、主人公を魅力的な人間にする。


・主人公の気持ちが向かっている女の子をはっきりさせる。





「これを踏ふまえた上で、次回もこの作品がどうしたらもっと良くなるのかを考えてみましょうね」


　そうして号令がかかり、起立・礼で挨あい拶さつも終わってしまった。


「おかしいぞ……どうして服が破けないんだ……」


「俺はこの一週間、毎日これだけを楽しみに生きてるのに……！」


　茜子のことが次し第だいにわかってきた生徒たち（男子限定）から、不満の声が漏もれる。しかし、彼女のことを彼らよりさらにわかっている想太だけは余裕の構えであった。





　果たして、それは次の時間にやってきた。


　次の時間は音楽の授業だった。新婚野に受け持ちの授業がないらしく、この時間は茜子も一─Ｆの生徒と共に音楽室へ移動する。


「よっ、三堂」


　二クラス合同の音楽の授業は、隣となりのクラスの夏姫と一緒だ。ピアノの前に椅子を並べただけの音楽室の席は特に決まっていないので、想太はいつものように彼と並んで席に着いた。


「今日リコーダーのテストだよな」


「げっ、マジか……って準備はやっ！」


　準備万ばん端たんの夏姫は、もう早さつ速そくアルトリコーダーをくわえている。


「お前、そういうのほんと好きなのな……」


「はひは？」


　すっぽり吹ふき口をくわえ込んだ夏姫は、淫いん靡びな手つきでリコーダーをさする。


「なあ、庵観羅がリコーダー吹いてるの見るとドキドキしねー……？」


「やめろよ、考えないようにしてるのに」


「あれでも男だ。男に欲よく情じようしたら末代までの恥はじだぞ」


「もしかしたら俺が末代になっちまうかもしれないもんな」


　周囲の男子が、途と端たんにそわそわし始める。だが、そんな夏姫の地位が脅おびやかされるような事態は突とつ然ぜんやってきた。


「今日はせっかくですから、城しろ宮みや先生にもリコーダーの見本を見せてもらいましょう」


　授業が始まると、中年の陽気な男性音楽教師はそう言って、茜子をピアノの脇わきに呼んだ。リコーダーを持った茜子は緊きん張ちようした顔つきで前に進み出る。


「あの、一応昔使ってたのを持ってきましたけど……私、本当に勉強しかできなくて、音楽はちょっと……」


「まあまあ、簡単ですから、はい、ドーレミー」


　音楽教師の手て拍びよう子しに合わせて流れ出した音色、それは本当にヘタクソだった。


「んーっ、んー……っ！」


　ほとんど音は出ず、たまに突とつ拍ぴよう子しもない高音が混じる。演奏自体は聴きけたものではなかったが、目をつぶって頰ほおを膨ふくらませたりすぼめたりして、ぎこちない手つきで押さえた笛に懸けん命めいに息を吹き込もうとする茜子の姿に男子が釘くぎ付づけになる。


「やばい、めっちゃエロい……」


「目に焼きつけよう……」


「ケータイで撮とってもいいかな」


「……チッ」


　そんな中で舌打ちするのは、隣の夏姫だ。


「し、城宮先生、わかりました、もういいです。席に戻もどってください」


　思わぬＲ─18動画の生再生に、音楽教師も鼻の下を伸ばしつつ慌あわてる。


「はぁい……」


　茜子はがっくり肩かたを落とし、生徒の前からすごすご退場する。そのときだった。


「きゃっ！」


　音楽室の木の床ゆかは、掃そう除じ係が毎週ワックスがけをするのでいつもつるつるだ。スリッパを履はいた茜子の足が床の表面で滑すべり、その身体からだが前につんのめる。


「いったぁ……」


　両りよう膝ひざを打ちつけた茜子は、正座を崩くずしたような恰かつ好こうで床に座り込んだ。だが、奇き跡せきはそこからだった。


　例によって、茜子のブラウスのボタンは弾け飛んでいた。露ろ出しゆつした水色のブラジャーにほとんどの男子の視線が集中していたとき。


「おおっ……！」


　転んだとき空中へ放ほうり投げたアルトリコーダーが落下してきて、なんと、その胸の谷間にすっぽりと、半ば窒ちつ息そく気味に埋うもれて挟はさまったのだった。


「いやぁーん」


　動転した茜子が自分の豊満な胸を両りよう脇わきから押さえるようにして隠かくすが、結果的にそれもイヤラシく見える。


「エロい……エロすぎる……！」


　男子たちがもれなく興奮して前のめりになる中で。


「……あの女、やるな」


　夏姫ただ一人だけは、唇くちびるを嚙かみしめて自分のリコーダーを握にぎりしめたのだった。
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　そうして家に帰れば、沙綾の世話は完全に綺理の役目になっていた。


「ちょっと、じっとしててって言ってるじゃない！」


「あわ～きらりんくすぐったい～～」


　夕飯後、皿の泡あわを流す手を止め、想太は風ふ呂ろ場ばから聞こえてくる声に耳を澄ませる。台所で水を流していても聞こえるということは、相当大声で騒さわいでいるのだ。


「あいつら、早く出てこいよ……」


　時計に目を配りながら、近きん所じよ迷めい惑わくにならないか気が気ではない。


「お兄ちゃ──ん！」


　そのとき、ひときわ大きな綺理の声が聞こえてきた。


「……なんだ！　うるさいぞ！」


「サーヤちゃんのボディーソープどれ!?　全然わかんないんだけどっ！」


　廊ろう下かに出て行くと、綺理が脱だつ衣い所から顔だけ出して訊きいてくる。


「ああー……俺もよくわかんないからその辺の適当につけてる」


「はあっ!?　なにそれ、信じらんないっ！」


「シャンプーとリンスだけわかってればいいだろ」


「リンスってなによ、コンディショナーでしょっ！」


　文句を言いながら、綺理はドアの向こうへ引っ込んだ。心配なのでしばらく廊下で見守っていると、風呂場では乱らん闘とうでもしているかのような騒そう々ぞうしい物音が聞こえてくる。


「ちょっと、動かないでって言ってるでしょっ！」


「シャンプーハットずれてるー」


「こうっ!?」


「もっとずれたー！　もうちょっと上ー！」


「うるさいわねっ、使用人扱あつかいしないでよっ！」


「あと身体も洗ってー」


「さっき洗ったでしょっ！」


「ここらへん洗ってくれてない」


「……!?　そっ、そんなところ自分で洗ってよっ！」


「でも、お兄ちゃんは洗ってくれた」


「なっ、な……っ!?」


　なんの話をしてるんだ……と状じよう況きようがわからないだけに不安になる。


「さ……さてはアンタ、そうやってお兄ちゃんを誘ゆう惑わくしてるのねっ!?　大体なによっ、そんな細い身体してるくせに、そこだけ年相応に膨らませちゃってっ！」


「ほわ？　きらりん膨らんでないの？」


「うるさいわね──っ！　ほっといてよっ！」


　そこで綺理が暴れたのか、ドンガラガッシャーンという音がした。


「キャ──ッ！」


「ほわわっ！」


　続いて二人の悲鳴が響ひびき、特大の水音が轟とどろく。その後、静せい寂じやくが訪おとずれ……。


「えっ……!?」


　数秒待ったが、さっきまでの騒ぎが噓うそのように水音一つ聞こえてこない。


「大だい丈じよう夫ぶか、綺理！　沙綾！」


　慌てた想太は、脱衣所に飛び込んだ。


「二人共無事か……っ!?」


「ぷは──っ！」


　彼が浴室のドアを開けるのと、二人が湯船からザバーッと勢いよく上半身を露出させるのは同時だった。


「あ……」


「お……お兄ちゃん……」


　目が合った綺理の顔が、みるみる紅潮していく。


「なに見てるのよ、バカ────ッ！」


「うわああっ！」


　頭から風呂の水を浴びせられ、想太は這ほう々ほうの体ていで浴室から逃にげ出した。


「なんも見てねーよ！　俺は兄貴だぞ！」


　しかし、その捨て台詞ぜりふが綺理の耳に届くことはなかった。


「……さあ、座ってサーヤちゃん！」


「ほわ～くすぐったい～！　あんー」


「アンタが洗えって言うから洗ってるんでしょ！　変な声出さないでよッ！」


「綺理め……」


　前まえ髪がみから滴したたる水すい滴てきに視界を邪じや魔まされながら、想太は浴室をにらみつけて額に青筋を立てるのだった。
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　自分の部屋に引き上げて、想太は一人机に向かった。綺理が沙綾を見てくれるので、久しぶりに自分の時間ができたのだ。


「……小説でも直すか」


　姿勢を正して座り直し、引き出しにしまっておいた原げん稿こう用紙の束を取り出す。三堂家には、母が仕事用に使っているノートＰＣ一台しかパソコンがないので、執しつ筆ぴつは手書きで、投稿するときにまとめて打ち込んで清書するのだ


「…………」


　頭の中に、昼間の授業でのみんなの意見がぐるぐるする。


「うお～～～……っ！」


　頭を抱かかえてひとしきり身み悶もだえし、


「……はあ」


　ため息を一つついてから、赤ペンを握った。




　♯３　あたしと……えっちなこと……したい……？







「……だけど茜あかね子こさん、ひどいですよ。俺に黙だまって、俺の小説を授業の教材にするなんて」


　その週が終わった日曜の午前十時、授業のために三み堂どう家にやってきた茜子を迎むかえ、諸もろ々もろの鬱うつ憤ぷんを抱えた想そう太たは玄げん関かん先さきで早さつ速そく彼女にそう抗こう議ぎした。


「あら。でも、想太くんに前もって言ってたら許可してくれなかったでしょ？」


「当たり前じゃないですか！」


「じゃあ、おかげで自分の作品が他人にどう見られるかわかってよかったじゃない」


　脱ぬいだ靴くつを揃そろえて廊下に上がった茜子は、悪びれることなくにっこり微笑ほほえむ。


「みんなの指し摘てき、とても的を射ていたと私は思うわ」


　そう言われると、瞬しゆん時じには反論の言葉が出ない。


「……だからって……なにもクラスメイトに見せなくても……」


「あら、想太くんはプロの小説家になるんでしょ？　たとえ自分の本でも、出版されて本屋に並んだら、誰だれが手に取ったって文句は言えないわ。クラスメイトだって、担任の先生だって想太くんの本を読むかもしれないのよ？」


「……そうかもしれないですけど……」


「その他ほかにも何千人、何万人、ときには何百万人もの人が想太くんの本を読んで、そういう見ず知らずの人たちに、もっともっと心ない、ひどいことを言われるかもしれないのよ？　あれしきのことで傷ついててどうするの」


「…………」


「他人に見られることを恐おそれないで！　もっと露ろ出しゆつ狂きようになりなさい！」


　はちきれそうな胸を左右から押してファイティングポーズを取る茜子を見て、その胸むな元もとに焦しよう点てんを合わせた想太は小さく頷うなずいた。


「謎なぞの説得力だ……」


「……お兄ちゃんー？　ハニーはー？」


　そのとき居間から沙さ綾あやに呼ばれ、想太は茜子の言葉を胸の内で反はん芻すうしつつ、彼女を居間に通した。





「……じゃあ、今日はちょっと絵本を読みましょうか」


　そうして授業が始まり、いつもの漢字の練習、短文作りなどが一通り終わったところで、茜子はふとそんなことを言い出した。


「えほん？」


「そうよ。いつも教科書ばっかりだと疲つかれるでしょ」


　そう言って茜子が自分の鞄かばんから取り出したのは、ノートよりちょっと小さい大きさの、数冊の絵本だった。


「北きた嶌しま家で授業しているときには、こういうお遊びはできなかったのよね」


「ほわ～」


　女の子が好きそうなかわいらしい絵え柄がらの表紙を見て、沙綾は瞳ひとみを輝かがやかせる。


「人魚姫ひめ、おやゆび姫、シンデレラ、不思議の国のアリス……」


　説明する茜子の手が最後の一冊を取ったとき、沙綾が「あっ」と声を上げた。


「しらゆきひめ！」


「知ってるの？　沙綾さん」


　よかったというように茜子が微笑むと、沙綾は大きく頷く。


「お兄ちゃんに、お話ししてもらった」


「そう、想太くんが」


　茜子が目を細めて想太を見つめ、照れた想太は目を逸そらす。


「それなら、せっかくだから『白雪姫』を読んでみましょうか」


「ほい！」


　それで、沙綾は絵本『白雪姫』を音読し始めた。


「むかしむかし、あるところに……」


　沙綾のレモンイエローの声が、薄はつ幸こうの美少女の物語を淡たん々たんと読み上げる。


「……そこへ近くの城のおーじが通りかかり、ひつぎ……？　の中のしらゆきひめを見て『なんと美しい娘むすめだろう。わたしのお城へ運ばせよう』と、言いました」


　たどたどしい口調で、沙綾は絵本を読む。


「小人たちは、しらゆきひめが死んでいることを教えましたが、おーじは、それでもかまわないと言い、けらい……？　たちに、ひつぎを運ばせました。そのとき一人のけらいが石につまずいて、こけて……、ひつぎが傾かたむき、白雪姫の喉のどにつかえていたリンゴのかけらが、ぽろり、と取れました。しらゆきひめは、生き返ったのです」


（ああ、あの晩は大変だったな……）


　内容よりも、あの温泉宿での一夜の回想にかまけて朗読を聞いていた想太は、そこで沙綾が言葉を止めたことに気づいた。


「どうしたの、沙綾さん」


　沙綾はじっと想太を見ていたが、それで茜子に目を向け言った。


「アイノクチヅケは？」


「え？」


「しらゆきひめは、王子様のアイノクチヅケで生き返る」


「……ああ、それはディズニー映画の方のお話ね。あっちの方がロマンチックよね」


「え、そうなんですか」


「そうよ。原作に近いのはこっち」


　そうだったのか……と「ロマンチック」の言葉に赤面していると、そこで沙綾が口を開いた。


「ねーハニー、アイノクチヅケってなに？」


「あら、知らないで言ってたの？」


　茜子は目を丸くする。


「大好きな人に、心を込こめてするキスのことよ」


「きす」


「ｋｉｓｓはわかるでしょ？　お父さまやお母さまと毎日していなかった？」


　沙綾はこくりと頷く。


「それを、ほっぺじゃなくて唇くちびるにするの。唇同士の愛を込めたキス」


「ほー」


「したことある？」


　ドキリとしたのは、入学式の日の出来事を思い出したからだ。ところが、沙綾はなんの迷いもなく首を横に振ふった。


「ない」


「そうよね。沙綾さんにはまだ早いかもしれないわね」


　そのうち旦那だんな様とすることになるわよ、とウィンクし、茜子は話を切り替かえた。


「さ、続きを読んで。あともうちょっとよ」


「ほい！」


　沙綾が続きを読み始めて、授業が再開する。けれども想太はしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。


　──ない。


　沙綾の無む邪じや気きな声が耳に反はん響きようしている。そこで、はっと気がついた。


（俺、なんでちょっとヘコんでるんだ？）


　沙綾は一年だけの「妹」。大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまで、ふさわしい身分の許嫁いいなずけがいる。想太は「カレシ」にはなれない。なってはいけない。彼女の祖母の政きよ子こには、三堂工業、つまり家族の命運を人質に取られているのだ。


（沙綾は俺にとってそういう対象じゃない。あいつのことは「妹」としか思えない）


　半ば暗示をかけるように心で呟つぶやき、それを実証するため、想太は思考実験という名の妄もう想そうを始めた。


　場所は……放課後の教室。日常から離はなれるため、ロケーションは所帯じみていない方がいい。夕暮れの窓をバックに、制服姿の沙綾がモジモジしながら想太を上目づかいに見つめる。ほんのり頰ほおを染めていたりして。


　──お兄ちゃん……、お兄ちゃんだけど、好きになっちゃった。


　恥はずかしそうに一瞬目を伏ふせてから、長いまつげを押し上げた瞳と再び目が合う。


　──わたしの「カレシ」になってくれませんか……？


「……どうしたの、想太くん？」


　気がつくと、茜子が訝いぶかしそうな顔をしていた。沙綾もきょとんと想太を見ている。


「え……どうかって、どうかしてましたか、俺」


　口を開くとき、自分の顔の筋肉がだらしなく緩ゆるんでいたことに気づいてぎょっとした。


「……どうもしてないなら、いいけど？」


　茜子は首をかしげ、沙綾に向き直る。いつの間にか絵本は片づけられ、授業は終わったようだった。


「それにしても、あの由ゆ里り橋はし苺まい夢むって子には困ったわね」


　世間話のターンだったらしく、想太も二人の会話に意識を向けた。


「あの子、ここ一週間毎日沙綾さんの登下校に来てるんでしょう？　いつも正門前で綱つな引ひきしてるからびっくりするわ」


「ああ、茜子さんも遭そう遇ぐうしたんですか」


「ええ。私が通りかかったときには注意して引き離すんだけど、あの子、あんなにしつこいわりに妙みように物分かりいいのよね。言われるとすぐ帰るけど、次の登下校のときにはまたいるんだから」


「あー……そうっすね」


　あの芝しば居いがかったスカウト劇を思い出しながら、想太は相あい槌づちを打つ。


「車を裏門に停とめて沙綾を降ろしてもらったらどうかと思って運転手さんに言ったんですけど、裏門の通りは一方通行で正門の前を通るしか道がなくて、結局バレて裏門に回られちゃったみたいで」


「時間をずらすって手は？」


「いつもより十五分早く行ったときもちゃんと待ち伏ぶせてましたよ。あんなののためにそれ以上早く起こして行かせたり、遅ち刻こくさせたりはできません」


「困ったわね……」


　それで二人が行き詰づまったとき、黙だまって聞いていた沙綾がふと顔を上げた。


「……まいまいは、どうしてわたしをメイドにしようとするの？」


「まいまい？　ああ、お前また勝手にあだ名つけたのか」


　そう言ってから、沙綾の質問の内容を考える。


「どうしてって……お前の見た目が気に入ったからだろ」


「見た目が気に入ると、どうしてメイドにしようとするの？」


「うーん……。たぶん、コスプレが見たいんだろ」


「こすぷれ？」


「なんかの制服とか、その人が普ふ段だんは着ないようなものを着ることだよ」


「どうして、見た目が気に入るとこすぷれが見たいの？」


「どうしてって……お前、小さい頃ころに人形遊びしたことあるだろ？」


　一瞬まさかと思ったが、沙綾がかろうじて頷いたのでほっとする。


「女の子ってのは、お気に入りの人形に色んな可愛かわいい洋服着せたくなるもんなんだろ？　綺理きらりには昔ずいぶん人形の服ねだられたよ。リサちゃん人形とかさ、地味にたけーからたまにしか買ってやれなかったけどな」


「お人形……」


「それくらい、沙綾さんの容姿が気に入ったってことよ。それだけならよかったんだけどねぇ……」


　茜子がため息をついて、議題は振り出しに戻もどる。


「普通にお友達になれたらいいと思うんだけど。沙綾さんもお友達欲ほしいでしょう？」


　少し考えてから、沙綾はゆっくり首を振った。


「いらないの？」


「うん」


「真ま面じ目めに考えてみなさい。友達がいらないなんて人いないわよ」


「ちゃんと考えた。けど……」


　そう言って、沙綾は俯うつむく。


「……わたしには、お兄ちゃんがいるから」


　そう呟いた唇には、ほんの少しの微び笑しようの形が現れていた。


「沙綾……」


　きゅっと胸の奥が絞しぼられるような感覚を覚え、想太の心が熱くなる。しかし、茜子はそんな彼を見て渋しぶい顔をした。


「……まったく、困った『お兄ちゃん』ね」


「えええ!?」


　想太は慌あわてて手を振る。


「別に俺、沙綾になんも吹ふき込んでないですよ」


「そういう問題じゃないのよ。そう思わせちゃうのが、ダメなお兄ちゃんってこと」


　そうやって結局なにも解決しないまま、茜子は帰っていった。


「じゃあね、また明日あした学校で～……きゃっ！」


　最後にしっかり玄げん関かんでつまずき、想太がパンチラの残像を網もう膜まくに焼きつけながら玄関のドアを閉めたときだった。


「……お兄ちゃん」


　その声こわ色いろは、いつになくしっとりと憂うれいを含ふくんでいた。


「な、なんだ……？」


　振り返るのに動どう揺ようしたのは、その声が、さっき妄想していた沙綾の告白のテンションに近かったからだ。


　断然アリ。


　恥ずかしながら、それがさっきの思考実験の結果だった。


「お兄ちゃん……わたしって、お人形……？」


　ぱっと見た表情は、いつもと変わらない。けれども、心なしか下がった眉まゆが、小刻みに揺ゆれる瞳ひとみの光が、わずかに震ふるえる唇が、彼女の気持ちを物語っていた。


「……そっ……」


　抱だきしめたい、と思う気持ちを押さえつけ、その頭に手を伸のばす。


（大だい丈じよう夫ぶだ、この子は妹……異性としてはなんとも思っちゃいない）


「…………」


　しかしそれが噓うそだということは、先ほどの思考実験が証明してしまっていた。


　──わたしには、お兄ちゃんがいるから。


　あの言葉を、うれしいと思ってしまったのも。


「……そんなことねーよ」


　逡しゆん巡じゆんの末に手は引っ込め、代わりに力強い声で言って聞かせた。


「こんな手間のかかる妹、人形だったらとっくにほったらかしにしてるっつーの！」


　わずかに頭を突つき出していた沙綾は、頭を起こして目をパチパチさせる。ほんの少し、瞳にさびしそうな色を映して。


「ほんと……？」


「当たり前だろ！」


　元気よく答えて、その話を終わりにした。


「じゃあ、もう一時だし昼飯でも作るか！　なにが食いたい？」


「やんそんしのゆうわくぱんこぬきー」


「お前そればっかだな。たまには違ちがうこと言ってみろよ」


「……やんそんしのゆうわくを……ぱんこぬきで、お願いしますー」


「言い方の問題じゃねーよ！」





　この程度の胸の鼓こ動どう、出会ったときからずっとあった。


　──想太くんって、好きな女の子いないの？


　その問いの答えがこれであっては絶対にいけないと、台所でジャガイモを切りながら、想太はひそかに考えた。
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　その夜の遅おそい時間のことだった。


　想太は机に向かって小説の原げん稿こうを直していた。いつものように、節電のため明かりは机上の蛍光灯のみだ。


「女の子にリアリティ、なぁ……」


　どうすればいいんだろうと頭を抱かかえていた、そのとき。


『イェスウィーキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャンキャン～♪』


　ベッドに投げ出していた携けい帯たい電でん話わから着信音が流れた。


「……なんだ……？」


　机上のデジタル時計は「AM 1:03」を表示している。不ふ審しんに思いつつ携帯を見ると、着信は未み実みからだった。


「もしもし？」


「想ちゃん、あたし。寝ねてたよね？　ごめん……」


　未実の声はいつもと様子が違っていて、細く弱々しかった。


「いや、起きてたけど。どうかしたのか？」


「……あのね、実は今、あたし家に一人なの」


「え？」


「うちのお父さんとお母さん、同窓会行ってて、朝にならないと帰ってこなくて」


　そういえば、この前の立ち話でおばさんからそんな話を聞いていた気がする。未実の両親は高校の同級生で、この土日、二泊はく三日で旧友たちと温泉に行くのだと聞いた。


「それでさ、あたし、霊れいとか全然信じないタイプだけど、そうじゃなくて……いるんだよ……そこに、人が」


「はぁっ!?」


　途と端たんに背筋がぞくっとして、想太は思わず薄暗い自室をぐるりと見み渡わたす。


「な……なわけねーだろ」


「うん、そう思うんだけど……さっきから、窓に人の影かげがちらちら映るんだよ．うちをのぞこうとしてるみたいに」


「ええっ!?」


　まどろみを覚え始めていた目が完全に冴さえた。


「き……気のせいじゃねーのか」


「あたしだって、そう思おうとしたんだって。でもいるんだよ！　一度気になっちゃったら怖こわくて眠ねむれなくて……」


「……わかった」


　人使いの荒あらい綺理と違って、未実は普段こんな迷めい惑わくな頼たのみごとをしたりしない。よっぽど怖い思いをしたのだろうと思い、とりあえず行ってやることにする。


「今そっち行くから待ってろ」


　電話を切って、部屋のドアを開ける。そこで……。


「……お兄ちゃん……」


「うわあああああっ！」


　心臓が止まるかと思った。暗い廊ろう下かに、白い服を着た髪かみの長い女が一人、恨うらめしげに立っている……と思ったのは一いつ瞬しゆんで、よく見なくてもそれはネグリジェ姿の「妹」だった。


「沙綾か……。びっくりさせんなよ。こんな時間にどうした」


「お兄ちゃん、一いつ緒しよに寝よ？」


　上目づかいの大きな瞳にドキッとする。あの温泉での一夜以降、彼女の深夜訪問は途と絶だえていたのに。


「……久しぶりだな、それ。なにかあったのか？」


「怖い夢、見た」


「夢か。夢なら大丈夫だよ。早く部屋帰って寝ろ」


　そう言って、沙綾を置いて階段の方へ向かう。


「……お兄ちゃん、どこ行くの？」


「未実が家に一人で怖い思いしてるんだ。行ってやらなきゃ友達じゃねーだろ？」


　沙綾の眉が曇くもったように見え、想太は立ち止まった。


「なんだ？」


「……わたしも、怖い思いしてる」


「お前のはもう一回寝れば大丈夫だよ。今度はきっと楽しい夢だから！」


　内心、ドキドキしていた。


　──わたしには、お兄ちゃんがいるから。


　このままではいけない。茜子に叱しかられるまでもなく、自分でもわかっていた。


「ねえ、お兄……」


「悪い、すぐ行ってやらなきゃならないんだ！　ちゃんと寝てろよ！」


　心の動揺を振ふり切るように強く言い、沙綾の顔も見ずに階段を下りた。


「お兄ちゃんー……！」


　頭上から降ってくる声には聞こえないふりをして。


　想太は玄関を出て、ドアを閉めた。





　外の空気は生ぬるく、梅つ雨ゆらしい重みをもって身体からだにまとわりついてきた。それがなんだか不気味で、想太はぶるっと身み震ぶるいしながら隣となりの伊い遠とう家のチャイムを鳴らした。


　すぐに玄関のドアが開き、中からＴシャツとハーフパンツを身に着けた幼おさな馴な染じみが姿を現す。


「……どう？　誰だれかいた？」


「いや、犬一いつ匹ぴきいない」


「マジで……？　でもほんとに見えたんだよ、ちょっと来て」


　未実の部屋は、想太と同じ二階の六畳じよう間まだ。間取りもまったく一緒なので、想太は勝手知ったる気持ちで階段を上がった。


「明かり点つけると外から見られるかもしれないから、真っ暗なんだ。気をつけてね」


（……そういえば、高校になってからこの家に上がるの初めてだな）


　よく考えれば、最後に入ったのがいつだったのかもよく思い出せない。小さい頃ころから「外で遊ぼう」ばかりだった未実の部屋は、想太にとってあまり馴染みのない場所だった。


　──あのね、実は今、あたし家に一人なの。


（真っ暗な部屋に二人っきり、か……）


　そんなことを思ってドキッとしつつ足を踏ふみ入れた部屋は、視界を奪うばわれるほど暗くはなかった。


「……ほら、そこの窓。ちらちら人ひと影かげが映ったから、怖いけど勇気出してカーテンめくってみたら、誰もいなかったんだけど」


　部屋に入って未実が指したのは、ベッドの横の窓だった。爽さわやかなストライプのベッドカバーが乱れているのが目につき、見てはいけないような気がしてカーテンに集中する。街灯がすぐそこにあるのか、カーテンの隙すき間まからほの白い光が漏もれていて、部屋が明るいのはそのせいだった。


「……別に、外にも木だとか揺れそうなものはないよな。そもそもここは二階でベランダもないんだから、ほんとに影が見えたとしたら雨どい登ってきたりしたやつだろ。完全に泥どろ棒ぼうじゃねーか」


「やっぱそう思う……？」


「カーテンが開いて人が起きてるってわかったから、ターゲット変へん更こうしたんじゃねーの」


　そう言って、ふと隣の我が家が心配になる。


「俺も帰ったら戸と締じまり確かく認にん……」


「ねえ、想ちゃん、今夜は……」


　そのとき、未実と声が重なって、想太は言葉を止める。


「……なんだ、未実？」


「あっ、いやっ、そうか、想ちゃんも家のこと気になるよねっ……！」


　よく見れば、そう言う未実はガタガタ震えている。顔は青ざめ、いつもの陽気さはどこにもなかった。


（もしかして、「泊とまってって」とか言うつもりだったのか……？）


　他ほかに誰もいない家に、年頃の男女が二人っきり。だからといって、想太の方もいきなりどうこうするつもりはないのだけれども、いくらなんでも未実には女としての危機感がなさすぎるのではないだろうか。


　もしかすると、想太との「付き合ってるフリ」も、アリバイのための「デート」も、未実が想太をまったく意識していないからできた提案なのか？


（……なんだろう、このガッカリ感は）


　異性として遠ざけられたいわけではない。けれども、まるきり意識されないのも傷つく。


（もしかして、これが「好き」ってことなのかも……？）


　それなら、俺が好きなのは沙綾じゃない。そう思うと、なぜか救われる気がした。


「……そういやお前、幽ゆう霊れい系の怪かい談だん話ばなしじゃしらけてるくせに、ジェイソン系のホラーは昔から苦手だったよな」


　そんな気持ちはおくびにも出さず、想太はいつものやりとりを心がけて話しかける。未実は青白い顔で頷うなずいた。


「この世で一番怖いのは人間だよ、想ちゃん……」


「少なくとも、ジェイソンは途と中ちゆうからアンデッドだったような」


　ともかく、こんな状態の幼馴染を一人で置いて帰るのは確かに酷こくな気がしたので、想太はフローリングの床ゆかの真ん中に敷しかれたラグマットに腰こしを下ろした。


「……ほら、じゃあなんでもないことがわかったんだから、もう寝ちまえよ。お前が寝るまでここにいてやるから」


「えっ!?　でも、悪いからいいよ……」


「人のこと深夜に呼びつけといて、今さらなに言ってんだよ」


「……ごめん……」


　反省したのか、未実は黙だまってごそごそベッドに入る。


「怖いよー、想ちゃん……」


「お前、小さいときの綺理みたいだな」


　やれやれ、とベッドの横の床に座り直して、掛かけ布ぶ団とんの外に投げ出された手を握にぎった。


「ほら、これでもう怖くないだろ」


　こんなことをされても、どうせ未実はいつもの未実なのだ。そう思っていた想太は、幼馴染の手が急に強こわ張ばったのに意表を衝つかれた。


「……そ、想ちゃん!?」


「えっ？」


「なっ……なにを……」


「えっ、なっ、なんだよ！」


　見れば、彼女の顔は暗がりでもわかるほど真っ赤で、想太と目を合わせられずに口をもごもごさせている。


（映画のときはなんか余よ裕ゆうっぽかったじゃねーか……！）


「ま、まずいよ、想ちゃん、これは……」


「なっ、なにがだよ」


「あたしたち、もう子どもじゃないんだし……」


（ここでそう来るか!?）


「……な、なに言ってるかわかんねーし」


　ここはもう、すっとぼけるしかない。わからないフリをしていると、未実は困った様子で口を開いた。


「あの……その……、想ちゃんも男の子、でしょ？　えっちなことに興味あるじゃん？」


「……えっ……」


「あっ、でも、前に言ってたムシューセーの本って、沙綾ちゃんがいたからついた噓うそだったんだよね！　そっか、あたしったら！」


「……いや、まあ、でも……」


　興味があるかないかと言われれば断然ある。はっきり言うのもおかしいかと口ごもっていると、未実は再び顔を赤くした。


「じゃっ、じゃあっ……」


「ん……？」


「想ちゃん、この状じよう況きよう、どっ、どうなの……？」


「えっ、なっ、なにが」


　未実の動どう揺ようを受けて、想太の声も上うわ擦ずってくる。


「むっ、むらむらしちゃったり、してない……？」


「はあっ!?　な、なんでだよ」


「っ……、だからぁ……っ！」


　恥はずかしくて仕方ないといった仕草で、未実は片手で引き上げた掛け布団の中に顔を隠かくそうとする。そうして思い直したように布団から顔を出し、未実は想太を見つめた。


「あっ、あたしと……えっちなこと……したい……？」


　緊きん張ちようでかすれた声で、彼女はそう尋たずねてきたのだ。


「えっ!?」


　全身からドッと汗あせが出て、想太は思わずドッキリかと辺りを見回した。


　なんてことを訊きくんだ。


　真っ暗な部屋、両親のいない家、朝まで二人っきりで、この質問……。そう考えると、目の前にある未実の無防備に伸のびた洗いざらしのＴシャツの襟えりや、そこからのぞく健康的な色のうなじ、匂におい立つせっけんの香かおりなど、なるべく意識しないでいたものがにわかに存在感を示しだし、心臓が痛いほどドキドキする。


「……ど、どうなの、想ちゃん……？」


　未実の掌てのひらが熱く汗ばんでいるのを感じる。


「そ、そりゃあ……」


　ごくりと唾つばを呑のみ下くだして、想太は言った。


「したくないことは、ないけど……」


「うわあああっ！」


　てっきり、ビンタでもされるのかと思った。ところが、大声を出した未実は逆に手をぎゅっと握ってきて想太はビビる。


「なっ、なんだよ！　どうしたんだよ！　イヤなら訊くなよ！」


　未実は片方の手で掛け布団を頭までかぶり、さっきよりぶるぶる震ふるえていた。


「……悪かった。撤てつ回かいするよ、ごめん」


「違ちがうよぉー……」


　ぺろんと布団がめくれて、未実の片目だけがのぞく。


「そ……」


「……そ？」


　そこでぼわっと顔から湯気を出し、彼女は視線を落ち着きなくさまよわせた。


「そ、想ちゃんなら……」


「えっ……？」


　なんだ……？　なにを言おうとしている……？　そんな想太の動揺を察してか、未実はさらに赤面した。


「……想ちゃんなら……いいかなって、思ってたの……っ！」


　そして、やけになったように、そう叫さけんだ。


「えっ!?」


「だから、心の準備！」


「……!?」


　予想外の言葉に、想太は言葉を失った。


　どういうことだ？


　未実は幼おさな馴な染じみで、ずっと男女の意識もなく遊んでいて、成長した今でもきっと彼女にとって自分は異性ではなく弟のような存在で……。


　そう思っていたのは、想太だけだったのか。


　彼女はちゃんと、自分を男として見てくれていたのか。


「…………」


　なにも言えないまま心音だけを高鳴らせ、唾を呑み下してカラカラの喉のどを潤うるおそうとする。


「……で、準備できたのか」


　とにかく、嫌いやがられてはいない。あまつさえ、未実は想太を受け入れようとしてくれている。状況を客観的に分ぶん析せきして生まれた自信から、想太は自らそう尋ねた。


「うん……」


　布団の中から、未実は神しん妙みような声で答える。


「さっきお風ふ呂ろも入ったし……」


　そこでバッと布団をめくり、


「あたしでよければ……どうぞっ！」


　ぎゅっと目をつぶって、未実はそう言った。


「…………」


　だが、言葉とは裏腹にその身体からだはぶるぶる小刻みに震えている。


「……って、めちゃくちゃ怯おびえてんじゃねーか」


　呆あきれてツッコむと、未実は目を開けて首を左右に振ふった。


「ち、違うよっ！　これは窓の外にいる誰だれかへの恐きよう怖ふだし！」


「なんか震えてんぞ」


「これはっ！　武む者しや震ぶるいだから！」


「武者ってお前……」


　とてもこれから「えっちなこと」をしようとしている女子の発言ではない。未実は再び目をつぶると、時々片目を薄うすく開け、想太がいつ襲おそいかかってくるかと確認している。


（どう見ても怖こわがってるだろ……）


　その気持ちは、男の想太にもなんとなくわかる気がした。未知の大人の世界への恐怖。二人の関係も変わってしまうかもしれないという不安。


　相手が未実でなかったら、想太だってもうちょっと野性的な気持ちになれるのかもしれない、けど。


　彼女との関係を大事に思っているのは、想太だって同じだった。


「……バーカ、なんもしねーよ！」


　だから、ムードをぶち壊こわすような、思いっきりの大声でそう言ってやった。


「……え？」


「俺はお前が一人で怯えてるっつーから来てやっただけだし。余計な心配しないで早く寝ねちまえよ」


「ほ、ほんとに、なんにもしないの……？」


「ああ」


「それで平気？　オトコノコとして……」


「おう。いつもナツキチに『想太のソウは草食系のソウか』ってからかわれてるくらいだし」


「……ふうん」


　そう言って顔ごと窓へ向けて目を逸そらした未実は、ほんの少しがっかりしたような表情を横顔に浮うかべていた。


（どっちなんだよ……）


　がっかり度なら、絶対にこっちの方が上だ。


「あたしは、想ちゃんなら本当によかったんだけどなぁ……」


　しばらくして、未実がそんなことを呟つぶやく。依い然ぜんとして手は握ったままで、二人の体温も上じよう昇しようしたままだ。


（またそんなことを……）


　そう言われてしまうと、体内のドキドキが復活してしまう。けれども未実はすっかり安心しきったみたいで、一分も経たつとそのまま寝息を立ててしまった。


「……はぁ……」


　深いため息をついて、想太は立ち上がろうとした。だが、繫つないだ手が離はなれない。


「ダメだよぉ、想ちゃん……朝までいて……」


「はあ!?」


　寝ね惚ぼけた未実は、そんなむちゃぶりをする。仕方なく手を繫いだまま元通り床ゆかに座った。


　暗い部屋に、二人きり。女の子がベッドで無防備に寝ている。


（意外に、まつげ長いんだな……）


　その横顔をしげしげと見て、ドキドキはさらに増す。


（胸も、ちゃんとあるし……）


　寝息に合わせて穏おだやかに上下する胸部を眺ながめ、思わずよこしまな妄もう想そうをしかけて首を振る。


（こんなんじゃ朝までもたねーぞ……！）


　自分を叱しつ咤たし、お坊ぼうさんに棒で肩かたを叩たたかれた気分で座ざ禅ぜんを組んだ。


「……ったく、なにが『想ちゃんならいいよ』だよ」


　憎にくたらしいくらいに安らかな寝顔の幼馴染を見つめ、聞かれていないのをいいことに悪態をつく。


「まだまだ全然子どもじゃねーか」


　時刻はまだ二時前。想太の長い夜は、当分明けそうになかった。





「んー……」


　どれくらい経っただろうか。けたたましいアラーム音で、想太は気がついた。


「あー……？」


　こんな目覚ましの音は知らない。そもそも自分は横になってすらいない。そう考えて、自分が未実の部屋にいることを思い出した。


「想ちゃん、朝だよー？」


　握にぎった手を揺ゆすぶられて、一晩中未実と手を繫いでいたのだと気がつく。


「……って、今何時だ!?」


　朝。もしかして、朝か。薄く開けた瞼を刺すまぶしい光からそう判断した。


　未実が熟じゆく睡すいしたところを、手を離して適当に帰ろうと思っていた。ところが、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものか、彼女の握あく力りよくは就しゆう寝しん中でも弱まらなかった。それゆえ男の事情で想太には眠ねむ気けが訪おとずれず、弱り切って明け方を迎むかえ、ついに未実の寝ているベッドに頭だけ突つっ伏ぷしたのだ。沙綾との温泉の夜と同じパターンだった。


「時間？　七時だよ」


「間に合った……！」


　集合時間の早い運動部の朝練に行く未実に感謝して、想太は飛び跳はねるように立ち上がる。


「えっ、想ちゃんもう行く？　今朝くらい一いつ緒しよにご飯食べない？」


「あいつらの弁当作んねーと！　寝ね坊ぼうしないように綺理と沙綾も見てないといけないし！」


「じゃあジュースくらい飲んでいかない？」


「わりぃ！　ゆうべ小説書いてて弁当の仕込みしてねーんだ！」


「わかったよー！　もうー！」


「じゃあまたあとで！」


　挨あい拶さつもそこそこに、未実の家を出て徒歩五秒の自宅に帰る。





「ほんとになんもしなかったんだぁ……。想ちゃんってば、まだまだ子どもだなぁー……」


　想太が出ていったあとの部屋で、幼馴染が深々とため息をついて苦く笑しようしていたことなど、今や妹たちのことで頭がいっぱいの想太はまったく知る由よしもないのだった。




　♯３・５　わたし、着せ替え人形じゃない。







　北きた嶌しま沙さ綾あやが初めて木登りを覚えたのは、スウェーデンで過ごした幼少時代だった。


「お嬢じよう様さま～～！　沙綾お嬢様～～!?　乗馬のお時間ですよ～～！」


「ダメです、こっちにはいません！」


「門はしっかり閉まっている。敷しき地ち内にいるのは間ま違ちがいないから急いで捜さがすんだ！」


「もちろんです、お嬢様になにかあったら旦那だんな様から暇ひまを出されちまう」


　父の秘書の日本人と、現地の使用人たちの会話を聞きながら、沙綾は庭の木の上で思いきり伸のびをした。


「ジョーバ、きらい……」


　台所から盗ぬすみ出したリンゴを丸のままかじり、木の枝にまたがった幼い沙綾は、広大な庭を走り回る大人たちの影かげを他ひ人と事ごとのように眺めていた。


（どうしてみんな、わたしのことを放ほうっておいてくれないんだろう）


　乗馬が終わっても、その次にはバイオリンの授業が待っている。味のないアレルゲン抜ぬきクッキーが待つティータイム。スウェーデン訛なまりの女性教師が行う英語の授業を受けたら、一人きりの夕飯。すべてが沙綾にとって憎むべき時間だ。


（わたしの人生には、嫌いやなものばかり）


　一体いつまでこんなことが続くのだろう。まだ乳歯も生え変わらない頃ころから、沙綾は人生への諦てい念ねんを抱いだいていた。


　初めは夏だったので、暖だん炉ろの中に隠かくれていた。けれどもそれではすぐに見つかり、四回目からは隠れる意味もなくなった。暖炉は家に三つしかなかったから。


　ただ逃にげ回ったのでは、大人の足にあっという間に追いつかれてしまう。逃げ切りたいのなら、子どもならではの身軽さで姿を隠すべきだ。経験則からそう学んだ沙綾がたどり着いたエスケープ方法、それが木に登ることだった。


「木登り、すき……」


　木の上にいるときだけは、沙綾は自分の意志を持つ人間になれた。誰に見張られることもない、リンゴを丸かじりしても、昼ひる寝ねをしても、ブリギッタとお話ししていても、すべて沙綾の自由だった。


　木はいつも沙綾の味方だった。豊かに茂しげる青葉が、沙綾の小さな身体からだを隠してくれる。殺しきれなかったくしゃみも、葉ずれの音にまぎれこませてくれる。


「こんな時間までどこに隠れていたの！　こんなに震ふるえて！」


　北ほく欧おうの冬は寒い。大人たちの目をかいくぐるための木登りにかまけすぎ、幼い沙綾はしょっちゅう風か邪ぜを引いていた。


「熱があるじゃないの、おバカな子！　誰だれか、お医者様を呼んで！」


　不思議なことに、そうやって母に怒おこられるのは嫌きらいでなかった。高熱で寝込めば、三日は諸もろ々もろの授業をお休みできるのも魅み力りよく的だった。


　スウェーデンでの生活に、総じていい思い出はない。それでも父や母をはじめ、周囲の大人たちが沙綾に適度に無関心だったのは救いだったのだということを、日本に来てから思い知るのだった。


「この二時間と十五分、あなたはどこへ行っていたの、沙綾」


　日本の北嶌家の庭で初めて木登りをした日、沙綾は政きよ子この自室で問い詰つめられた。木に登っていたことを白状するまで、政子は沙綾を自分の前に立たせ続けた。


「……なんてはしたない。淑しゆく女じよが木の枝に跨またがるなんて」


　次の日にはもう、北嶌邸てい内ないの無数の木々の幹に有ゆう刺し鉄てつ線せんが巻きつけられていた。それでも政子の目を盗んで時たま注意深く木登りしていると、ある日大変なことが起こった。


「…………」


　てっぺんまで枯かれ葉ひとつ残されていない裸はだかの木を見上げ、沙綾は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。見み渡わたす限りの、寒々しい木々の骸がい骨こつの連なり。昨日まで新緑の最中にあった庭内が、一夜にして冬を迎えたようであった。


　この日から、沙綾は自宅で木登りをすることをやめた。


　お嬢様女子校での昼休み、沙綾はよく塀へい際ぎわの木に登って、学校の外を歩く人々の姿を眺めていた。


　幼い兄が妹をふざけて抱いたままつまずき、母親が兄を叱しかり、父親が泣く妹を抱き上げる。そんな何気ない光景を、夢の国でも垣かい間ま見みるような不思議な気持ちで見守っていた。





　そんな数か月前までと同じように、沙綾は学校の木の上から外の歩道を眺めていた。彼女の「兄」が、その数日前の晩に彼女を置いて、深夜幼おさな馴な染じみの家に泊とまったことをぼんやり考えながら。


　──未み実みが家に一人で怖こわい思いしてるんだ。行ってやらなきゃ友達じゃねーだろ？


「友達……」


　一人取り残された沙綾は、暗い廊ろう下かから開けっぱなしの想そう太たの部屋を見た。その机の上には、無数の原げん稿こう用よう紙しが広がっていた。


　──綺理きらりがサーヤちゃんの面めん倒どうを見るようになったから、お兄ちゃんは小説執しつ筆ぴつを再開できたのよ。お兄ちゃんは小説家になるのが夢なの。サーヤちゃんはお兄ちゃんの夢を邪じや魔ましてたのよ。


　綺理にその原稿について尋たずねたら、そんなことを言われてしまった。


（お兄ちゃんには夢がある。わたしはそれを邪魔してた……？）


　そんなことを、とりとめもなくぼんやりと思いめぐらせていたとき。


「おーい、沙綾！　また寝てんじゃねーだろうなー？」


　木の下から、想太の声が聞こえてきた。


「……起きてるー！」


「そうか。もうそろそろ時間だから下りて来いよ」


「ほい……」


　と返事しかけて固まったのは、道路に見つけたある人ひと影かげのせいだった。


「……ソータ、わたし、ちょっとあとで行く」


「え？　ちょっとって、どれくらいだ？」


「ちょっとはちょっとー！」


「ほんとにちょっとだな？　次の授業遅おくれるなよ？」


「行こうぜ、三み堂どう。次、音楽だから早くしないとオレたちが遅れんぞ」


　夏なつ姫きに急せかされた想太は、後うしろ髪がみを引かれるようにしながらも、ひょうたん池の方へ去っていった。


（お友達っていいな……。お弁当も一緒に食べて、授業も一緒に受けられる……）


　──未実が家に一人で怖い思いしてるんだ。行ってやらなきゃ友達じゃねーだろ？


（お兄ちゃんにはミミもいる。わたしには、お兄ちゃんだけなのに……）


　小さくなっていく想太の背中を見送りながら、そんなことを考える。


「……どうしたの、まいまい」


　想太たちの姿が完全に消えてから、沙綾は再び道の方に顔を向けた。なぜ想太に知らせなかったのか自分にもわからなかったが、理由の一つはおそらく、道みち端ばたにたたずんだ苺まい夢むの様子がいつもと違うせいだった。


「さややちゃん……」


　苺夢は心なしか沈しずんでいるように見えた。今朝校門の前で沙綾を「メイド」にスカウトしに来たときはいつもと変わらなかったのに、たった数時間でなにがあったのか。


「……さややちゃん、わたくしの一生のお願い。どうかうちのメイドになって」


　誘さそいの文句は同じだが、その表情にはせつないくらいの必死さがある。


「生まれて初めてだったの。可愛かわいい女の子はいっぱい見てきたけど、こんなに心を撃うち抜かれたのは初めて。一ひと目め惚ぼれしたの、あなたに」


「……まいまい。わたし、着せ替かえ人形じゃない」


「もちろんですわ」


　そう言うと苺夢は持っていた鞄かばんを塀のこちらに投げ込み、セーラー服のまま学園の塀に足をかけた。


「まいまい、危ない」


「ねえ、さややちゃん。どうしたらわかってもらえるの、わたくしの気持ち。こんなにあなたのことが大好きなのに」


　息を切らして語りながら、苺夢はみるみる間に塀を乗り越こえ、学園の草地に着地した。


「あなたをお人形だと思っているなら、わたくし、とっくに似たような可愛い女の子を捜しに行ってますわ。日本中捜せば、どこかにはきっといるでしょう」


　パンパンと手を叩たたき、彼女は沙綾がいる木の幹に手を掛かける。そうしておそるおそる足を掛け、ぎこちない手つきで上を目指しだした。


「よりによって、北嶌財ざい閥ばつのご令れい嬢じようだなんて。アルバイトなんか、それも中学生で違い法ほうになんか、お家の方がお許しになるはずないですわ」


　ガリガリと木の皮とローファーの底の摩ま擦さつ音がする。真下にある枝の葉のせいで、苺夢の姿は一時的に隠れた。


「それでも！　わたくしは……！」


　ついに葉と葉の間からにゅっと顔を出し、沙綾のすぐ下までやってきた苺夢は叫さけんだ。


「あなたじゃないとダメだから！」


（まいまい、わたしのところに来た……）


「ねえ、さややちゃん！」


　沙綾が木登りするのは、そこなら誰も自分を追い掛けてこられないからだった。事実、今まで誰も沙綾を追って木に登った者などいなかった。「兄」の想太ですら。


　ところが、今。


　目の前にガッと手足を掛け、とうとう苺夢は沙綾と同じ枝に到とう達たつしたのだ。


「お願いですわ！」


　沙綾と向き合う恰かつ好こうで枝に跨り、彼女は真に迫せまる声で訴うつたえた。


「あの店がなくなる前に、どうかわたくしの願いを叶かなえて！」


　目の前にある苺夢の顔は、慣れぬ木登りによって小枝に引っかかれ、細かいすり傷が無数についていた。その顔を見つめ、沙綾はゆっくりまばたきをする。


「……お店……なくなるの……？」


「そうなの、それほどの危機なの、聞いてくださる!?」


　片手を勢いよく取られ、バランスを崩くずして沙綾は苺夢ともども一いつ瞬しゆんグラッと傾かたむく。


「……うちのメイドカフェはわたくしの祖母がオーナーで、料理も全部祖母が作っていますの。ですが、その祖母が先ほどお店で倒たおれ、救急車で運ばれたと連れん絡らくがあって……わたくし、学校を早退して、これから病院に行くところです」


「……寄り道してて、いいの？」


　沙綾が思い出したのは、祖父が亡なくなった時のことだった。おじいさまが危ない、と聞いて両親と飛行機に乗り、日本に到とう着ちやくしたときすでに祖父は他界していた。


「病院、早くいかなきゃ！」


　普ふ段だん、彼女はこんな言い方はしない。けれども、懐ふところのブリギッタを制服の上から握にぎりしめ、気づくと沙綾は叫んでいた。


「早くしないと、おばあさまに一生会えなくなっちゃう……！」


「……さややちゃん……」


　ところが、苺夢の反応は沙綾の想像よりだいぶ呑のん気きだった。


「あなたって人は、優やさしくて……心根まで天使のような美しさですのね……」


　瞳ひとみを潤うるませ、うっとりとした顔つきで、握っていた沙綾の片手を自分の頰ほおに押し当てる。


「でも、ご心配には及およびませんわ」


　そう言うと、眉み間けんに皺しわを寄せる沙綾に告げた。


「祖母の病名は『ぎっくり腰ごし』ですのよ」





「ごめんなさいねえ、この子ったらなんでも少し芝しば居いがかった子で」


　結局五時限目のチャイムは木の上で聞いてしまったので、沙綾はそのまま学校を抜ぬけ出し、苺夢の病院に付き添そうことにした。純じゆん粋すいに、苺夢の祖母を案じる気持ちも大きかった。


（まいまいのおばあさま、元気そう……）


　祖父の記き憶おくから離はなれられなかった彼女だったが、病室に行ってみれば、苺夢の祖母は本当に元気そうだった。「ぎっくり腰」はごく軽い病気なのだと、沙綾は一つ学習した。


　苺夢の祖母は、見たところ政子よりだいぶ若かった。顔立ちこそ平均以上に整っているものの、白髪しらがの混じったセミロングの髪かみを無造作にくくり、顔にも化け粧しようっ気けのない、素そ朴ぼくな見た目の人だった。


「なにしろねえ、この子全然友達がいなくて。どういう趣しゆ味みしてんだか可愛い女の子を見つけるとすぐにしつこく付きまとうから、友達になる前にみんなイヤになっちゃうみたいなんですよ」


　それを聞いて、沙綾はジトっとした目で苺夢を見た。


　──生まれて初めてだったの。可愛い女の子はいっぱい見てきたけど、こんなに心を撃ち抜かれたのは初めて。


（あんなこと言ってたくせに……）


「ちっ、違いますのよ、さややちゃん。今までの人は長くても五日くらいで飽あきて……じゃない、とにかく、一週間以上も追い掛ける情熱が芽生えたのは初めてでしたの！」


　沙綾の無言の責めを感じ取ったらしく、苺夢は慌あわてて釈しやく明めいする。


「そっ、それから！　わたくしは友達になりたいわけじゃなくて、仕事のスカウトをしているだけですわ！　友達うんぬんの話をされるのは心外でしてよ、おばあさま！」


「そうだったわねえ、ごめんよ」


　寝しん台だいの上に寝ねたきりの苺夢の祖母は、愛あい猫びようを見るようなまなざしで微笑ほほえんだ。


「なんにせよ、うちの喫きつ茶さ店てんが潰つぶれてないのは苺夢のおかげだからねえ。この子の母親、私の娘むすめなんですけどね、この子が小さい頃ころに男と逃にげちゃってねえ、ずっと私が一人で育ててたせいか、なんだか感覚がずれちゃって。ある日突とつ然ぜん『わたくしはマリー・アントワネットの生まれ変わりですの』とか言い出したかと思えば、次はアイドルになるとか言って履り歴れき書しよを送りまくったりねえ……書類では通るんだけど面接で落ちちゃって、そのうちメイド喫茶とか言うから、私は最初のうちはまたけったいなことを、と……」


「ちょ、ちょっとバアちゃん！　喋しやべりすぎだよ！」


　慌てて叫んだ苺夢は、びっくりしたような沙綾の視線に気づくと、赤面して軽く咳せき払ばらいする。


「……でなくて、なにをおっしゃいますの、おばあさま」


「まったく、そんなとこだけ恰好つけてどうするんだろうねえ。お前はお世辞にもいい家の子じゃないし、私が死んだら天てん涯がい孤こ独どくのババアっ子なんだよ。本当だったらとてもこんな方のお友達になれるような身分じゃないんだ」


　そうして苺夢の祖母は、目をぱちくりさせる沙綾を見つめた。


「……北嶌家のお嬢じよう様さまでしょう？　小さい頃のぼっちゃま……政子様の息子むすこさんによく似ておいでですよ」


「……？」


「ぼっちゃまより、さらにまあ美形になったもんだけどねえ。女優みたいな奥様もらったとは聞いてましたけど、なんだか私まで鼻が高いですよ」


　そう言ってカラカラ笑ってから「ヒッ」と叫んで腰を押さえる。やがて激痛から立ち直ったらしい彼女は、まだ苦痛の残る顔で沙綾に笑いかけた。


「私ねえ、結けつ婚こん前に北嶌様のお屋や敷しきで働いてたんですよ。ぼっちゃんが小さい頃、掃そう除じ用の家メ政イ婦ドとしてね。この子がメイド喫茶なんか始めてお嬢様とお近づきになったのも、どういうご縁えんかわからないけど、まあ使用人感覚で付き合ってくださいましね」





　病院からの帰り道、苺夢はなぜか無口だった。


「……まいまい？」


「……なにかしら」


「……ううん」


　苺夢は落ち込んでいるように俯うつむいているので、沙綾はそれ以上なにも言えなかった。


「……怒おこってくださって、結構ですのよ」


　しばらく歩いてから、苺夢は沈んだ声でそう言った。


「なにを？」


　沙綾が訊きき返すと、彼女はわずかばかり顔を上げる。


「正しよう真しん正しよう銘めいのメイドの孫まご娘むすめのわたくしが、あなたをメイドにスカウトするなんて、おこがましいにもほどがあるっておっしゃりたいんでしょ？」


　沙綾はちょっと考えて首を大きく横に振ふった。「おこがましい」の意味に自信がなかったのだが、たぶん悪い言葉なのだろうと解釈した結果だ。


　けれども、それはこちらを見ていない苺夢には伝わらなかったようだ。


「……でも、こうやって体当たりで勧かん誘ゆうしていったから、うちの店は成功しましたのよ。事情はどうでもいい、年ねん齢れいだって、極きよく端たんな話、性別だってどうでもいいけど、本当にアイドルみたいに可愛い子だけを集めることにしたから……それで近所でも評判の店になって、最近ようやくメイドカフェでやっていけるようになりましたの。バアちゃんがジイちゃんと別れてから苦労して出した店……『喫茶マイム』を、絶対に潰したくなかったから」


（ソータお兄ちゃんと似てる……）


　苺夢の家族に対するひたむきな思いに触ふれ、沙綾の中に「兄」の面おも影かげがちらつく。


「……だいじょうぶ。わたし、『オコガマシイ』なんて、思ってない」


　改めてそう言ってやると、苺夢の瞳にほんの少し輝かがやきが戻もどった。


「ほんと……？　本当に、許してくださるの？」


「うん」


「まあ！　あなたって、なんて寛かん容ようで素す晴ばらしい方なのかしら！」


　途と端たんに苺夢は元気を取り戻し、いつものノリで沙綾の手を握ってくる。


「じゃあ、ぜひわたくしと一いつ緒しよにメイドに……」


「それはむり！」


　慌てて、沙綾は首を振った。


「あるばいとは、おばあさまが許してくださらない」


「あら？　どうして？」


「わたしのおばあさま、すごく、厳しい」


「そんなことないと思いますわよ」


　と、苺夢は意外そうに眉まゆ根ねを寄せる。


「むしろ、すごく寛大なおばあさまじゃございませんこと？　許嫁いいなずけもいらっしゃるという高貴な身分のあなたを、どう見ても庶しよ民みんのあの殿との方がた……三堂想太さんでしたっけ……と一緒に住まわせてくださっているんですもの」


「……!?」


　目を見開く沙綾に、苺夢はさも当たり前の疑問のように言った。


「さややちゃん、わたくし不思議ですのよ。あなた、あんなに立派なお屋敷がありながら、どうして三堂さんのお宅に住んでらっしゃるの？」




　♯４　ネコミミ……!?　沙さ綾あやくんが……ッ！







　夕方の台所にて、三み堂どう想そう太たは荒あれていた。原因は、先ほど茜あかね子こからかかってきた電話だ。


　──中等部の先生からうかがったんだけど、沙さ綾あやさん、今日の午後の授業に出なかったそうよ。想太くん、なにか知ってる？


　そして、その沙綾はまだ帰ってきていない。茜子からの続報で、


　──沙綾さん、終礼には間に合ったから普ふ通つうに車で帰ってくるみたい。私もまだ本人に事情を聞いてないんだけど、どうしたのかしらね。


　との報告を受けたため、一応は安心しているのだけれども。


（空白の一時間、沙綾になにが……!?）


　選せん択たく授業の関係で、想太は今日五時限終しゆう了りようだった。中等部はＬＨＲがある日なので、こんなもどかしいタイムラグができてしまったのだ。


（もしかして、悪い男に言葉巧たくみに誘さそい出されたりして……）


「うおりゃああ───！」


　悪い考えを振り払はらおうと、魚を三枚どころか八つ裂ざきにする勢いで、しかしながらやっぱり三枚に下ろし、ぬか床どこから上げたきゅうりをものの数秒でペラペラに仕立てる。


「いくらなんでも薄うすくしすぎたか……」


　向こう側の景色がくっきり透すけて見えるきゅうりをつまんで、サラダに入れるわけでもないのにと後こう悔かいする。だが、とにかくなにかを切り刻みたいのだ。そうでなければやっていられない。


　そんな危険な衝しよう動どうと葛かつ藤とうしていたとき、表に車のエンジン音がして、鍵かぎを開けておいた玄げん関かんが開いた。


「沙綾、お前……」


「お兄ちゃん、たたた、大変……！」


　沙綾の珍めずらしい慌てぶりに、エスケープの理由を問い詰つめようとしていた想太は機先を制される。慌てているとは言ってもいつもの無表情なのだが、こんな彼女は初めて見た。


「大変って……どうしたんだ？」


「お兄ちゃん、バテレン！」


「は？」


　さすがに「キリスト教宣教師がどうしたって？」ととっさにツッコむ腕うではなかった。


「んっと……バッテラ……バテレル？」


「はぁああ？」


「あっ、バレテル！」


「……ああ、『バレてる』な……。新しい日本語覚えたのは偉えらいけど、あんまりきれいな言葉じゃないからお前は使わなくていいよ……」


　と普通に流しそうになって気がついた。


「えっ、バレてるって、なにが!?」


　尋たずねる想太に、沙綾は酸欠の金魚のように口をパクパクさせるのだった。





「つまり、あの由ゆ里り橋はし苺まい夢むってやつは学校で待ち伏ぶせるだけじゃ飽き足らず、北きた嶌しま家でも張ってて、でもお前の乗った車には一度も出合えなくて、この前の土曜日、タクシーで放課後お前の車を学校から追いかけたら、我が家に停とまるのを見てしまった、と……」


　沙綾から事情を聞いた想太がまとめると、こたつの定位置で正座していた彼女は無言でこくこく頷うなずいた。


「まいまい、日曜の夜はアルバイトがなかったから、朝までうちを見張ってたって」


「はあ!?」


「わたしがいるのを確かく認にんしたから、いつ出るか、見るために。隣となりの家に、登ったりして」


「……ああー、なるほど」


　予期せず、事件が繫つながってしまった。つまり、未み実みを先般恐きよう怖ふに震ふるえ上がらせた人ひと影かげは、泥どろ棒ぼうでもジェイソンでもなく苺夢だったというわけである。


「とことん傍はた迷めい惑わくなやつだな。で、あいつになんて言ったんだ？」


「『秘密にして』って頼たのんだ。そしたら、メイドになれって」


「やっぱりそう来たか……」


「……だから、わたし決めた」


　正座の膝ひざの上で、沙綾はそろえていた両手にきゅっと力を入れる。


「わたし、メイドに……なる」


「えっ!?」


　まさか、と訊き返したが、沙綾の瞳ひとみは真しん剣けんだった。


「今度の日曜から一か月間、おばあさまが、お仕事で外国へ行かれる。その間なら……」


「でも、運転手になんて言うんだよ。それともお前一人で電車に乗って店通えるのか？」


「……通える」


　そう言って、彼女はきゅっと唇くちびるを引き結ぶ。


「ほんとか？　吊つり革かわにも摑つかまれないお前が？　それに、誰だれかに見られて噂うわさになったらどうするんだ」


「……高校生は、ほとんど来ないって、言ってた。それに、麓ろく風ふうの制服を着た人も、お兄ちゃん以外見たことないって。まいまいが」


「だとしても、俺は賛成しないぞ」


　けれども沙綾の決意は固いようで、彼女は正座のまま俯いて微び動どうだにしない。


「…………」


　結局、その話はそれ以上先には進まなかった。





「ねえねえ、サーヤちゃんってメイドになるの？」


　その晩、放課後のバイトを終えて帰ってきた綺理きらりは、居間に顔を出すと挨あい拶さつ代わりにそう尋ねた。


「えっ!?　綺理、誰からそれを……」


「まぁむさん。控ひかえ室しつで新しいメイド服を縫ってて、訊いたら『三堂さんちのさややちゃんがメイドになってくださいますのよ』って言ってたわよ」


「えっ……」


「たぶん、綺理以外の人には言ってないと思うけど」


「……そうか」


「それから今度の土曜日だけど、ちょっと夜遅おそくなるから」


「え、遅いって、何時だ？」


「よくわからないけど、十時くらいじゃないかしら」


「なんだって!?」


　さらりと言って二階へ着き替がえに行こうとした妹を、想太は階段の下まで追いかけて行く。


「なにがあるんだ!?　バイトは遅くても八時までだろ!?」


　そんな兄を、階段の五段目辺りまで上った綺理は、うんざりしたように見下ろした。


「……この辺にいる『城しろ宮みやさん』ってお金持ちが、自宅でのパーティにメイドを呼びたいんだって。今まぁむさんのお祖ば母あさんが倒たおれてて、一人で厨ちゆう房ぼうも担当してるまぁむさんが行くなら、お店を閉めて行かなきゃいけないの。綺理は元々土曜日にシフト入ってたし、その他数人のメイドさんたちと一緒に出張することになったわけ。わかった？」


「城宮……」


「お兄ちゃん、知ってるの？」


　そう訊きいてから、綺理も、あれっと首をひねった。


「そういえば、サーヤちゃんの家庭教師の先生と同じ苗みよう字じね」


「……ってことだけど、パーティのことなにか知ってるか、沙綾」


「ほわ？」


　綺理が自室に行ってから、居間に戻もどった想太はこたつの沙綾に訊いた。


「……ハニーのパーティなら、わたし、土曜日、誘われてる」


　ちょっと考えた様子のあとで、沙綾はそう答えた。


「そうか。なんで言わなかったんだよ」


「忘れてた。あと、今日はまいまいの話で、それどころじゃなかった」


　確かにそれもそうだと思い、想太は改めてこの事態に頭を悩なやませる。


「沙綾がメイド、か……」





　　　　[image: ]




「そう。出張メイドを頼んだのはうちよ。たまにはパーティでなにか新しいことがしたいと思っていたときに沙綾さんがアルバイトに誘われてるのを見て、これだと思って苺夢さんに声を掛かけてみたの」


　次の日の金曜日は、茜子の最後の授業日だった。五時限目の授業の始まる前、昼休みの終わりに想太が実習生控室を訪おとずれると、席に着いて作業していた茜子はしれっと答えた。


「パーティって……なんのですか？　誰かの誕生日とか……」


「ううん。別に、普通のパーティよ。だからついマンネリ化しちゃって」


「普通……？　マンネリ……？」


　想太のような庶しよ民みんにしてみれば、パーティ自体が「特別」であり「普通」などありえない。


「想太くんも誘いたかったんだけど、政きよ子こさんもいらっしゃるから気を遣つかうかしらと思って。別に注意されることはないと思うのよ。想太くんは私の実習先の生徒だし、沙綾さんは瑛えい慧けいさんにエスコートされてるから、話しかけたりさえしなければ」


「えっ？　エスコートって……あの御おん曹ぞう司しも来るんですか」


「ええ。うちは北嶌家とも輝き龍りゆう院いん家ともお付き合いがあるから、パーティのときはいつもそうよ。沙綾さんから聞いてない？」


「……聞いてない、です」


　なんとなく裏切られたような気がして、想太は俯うつむいてしまう。


「どうかした？」


「……いえ、別に……」


　そのときドアが開いて他ほかの教育実習生が入ってきたので、想太はそこで控室を出た。


「想太くん？　来る？　来ない？　明日あしたまでに考えておいてねー！」


　束の間のショック状態で、振ふり返ってその声に答える気分にはなれなかった。





「……というわけで、本日で城宮先生の実習はおしまいです。最後に、城宮先生からご挨拶をお願いしますネ」


　最後の授業は無事終わり、終礼前のＨＲで、茜子は新しん婚こん野のにそう言われて教きよう壇だんに立った。


「みなさん、三週間ありがとうございました。私は人間としてもまだまだ未熟なただの大学生で、だけどみなさんとてもいい子で優やさしくって……うっ、うっ……」


　意外と涙なみだもろいタイプだったらしく、茜子はクラス委員に手て渡わたされた寄せ書きを胸に抱だくと、話しながらしゃくり上げ出した。


「茜子先生ぇ……」


　その様子に、女子たちがもらい泣きを始める。


「城宮先生……好きでしたぁー……っ！」


「うう、大変お世話になりました……色んな意味で……」


「来週からもうあの豊乳が拝めなくなるなんてイヤだぁー……！」


　続いて、男子たちが男泣きを始める。


「えーと、みなさん？　城宮先生？　アララ～どうしましょうかネ」


　新婚野が戸と惑まどうのも道理なカオス空間と化した教室で、想太は一人頰ほお杖づえをついて冷めていた。


（……茜子さんなら、別に毎週会えるしな。……三月までは）


「うっ……茜子センセェ……」


　周囲の雰ふん囲い気きにのまれたのか、未実は目と鼻の頭を赤くして口元を押さえていた。


（アホか、あいつ。沙綾の授業の日に俺んちくれば会えるだろ……）


　そうして、彼女を見ればひとりでにあの晩のことが思い出された。


　──あたしは、想ちゃんなら本当によかったんだけどなぁ……。


　恥はじらいと共に囁ささやかれた、あの言葉。未実の掌てのひらの熱さ。


　何度思いだしても、恥ずかしいような呆あきれるような、苦い思いに襲おそわれる記き憶おくだ。


（あいつ、お姉さんぶって俺のことかまいたがったりするくせに、肝かん心じんなとこ幼よう稚ちだよなぁ……）


　ぼんやりと、そんなことを考えていたときだった。


「おお……っ……！」


　教室のあちこちから、急にどよめきが起こった。


「……？」


　頰杖を外した想太は、辺りをきょろきょろして、男たちの熱い視線の向かう先を見た。　そして、自分の喉のどからも低い歓かん声せいが上がった。


「おお……」


「うっうっ……うぁーん……」


　滂ぼう沱だと涙を流す茜子は、いつの間にか色紙を教きよう卓たくに置いて、ハンカチを顔に押し当てていた。そこで、大量の涙によって濡ぬれた茜子のブラウスが皆の目にさらされたのだ。


（ウソだろ……）


　透すけ透けの白いブラウスの生き地じに密着した、たわわな肌はだ色いろとそれを支える下着。


　メチャメチャエロい眺ながめが、教壇上に出現していた。


「ほう、ブラ透けか……。最後に来て奥ゆかしい手法に出ましたね」


「イエローの生地に藤ふじ色いろの花の刺し繡しゆうとは、初夏らしくて趣しゆ味みがいい」


「谷間を中心とした濡れ具合も高ポイントですよ」


　男たちはすっかり解説者気取りで批評し出し、ますます混迷を極きわめた教室をまとめるべく、新婚野は必死に叫さけんだ。
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「みなさん、あまり悲しまないでくださいネ！　城宮先生のことは、これからも、文化祭や体育祭などにはお呼びして、みなさんと一いつ緒しよに参加してもらいますから！」


　そこで、男たちのテンションは一いつ瞬しゆんにして最高潮に高まる。


「文化祭に……」


「た、体育祭……だと!?」


「あわよくばポロリ!?」


「わかりましたら、みなさん城宮先生を笑え顔がおで送り出してあげてくださいネ」


「はい!!」


　一いつ致ち団結した男たちの返事に、未いまだ涙にくれる茜子はハンカチをはずしてきょとんとしたのだった。





　　　　[image: ]




　そんな涙なみだ涙の別れの翌日、想太は早さつ速そく茜子と再会することになった。


　午後五時半、想太は茜子からメールでもらった地図を見つつ、相変わらず馴な染じみのない高級住宅街へ向かった。


「うわ……」


　敷しき地ち面積は北嶌家に及およばないものの、城宮家も一いつ般ぱん的な住宅からは随ずい分ぶんとかけ離はなれた豪ごう邸ていだった。公道と敷地内を仕切る門もん扉ぴから、車用のスロープを登った先にある玄げん関かん。邸てい宅たくの大きさは三堂家の数倍相当で、外装はシンプルで品のいい、横長の二階建てだ。


「いらっしゃい、想太くん」


　その玄関先で出で迎むかえてくれた茜子を見て、想太は目を丸くした。


「茜子さん、そのカッコ……」


　こぼれそうだ。っていうか、はっきり言ってこぼれてる。


　茜子はシャンパンゴールドのロングドレスを着ていた。グラマラスな身体からだのラインを浮うき彫ぼりにするようなデザインで、深く開いた谷間と、細いホルターネックの両りよう脇わきから、立派なバストが今にも露あらわになりそうにはみ出ていた。


「来てくれたのね。うれしいわ」


「……はい、来ました」


　本当はどうしようか迷った。プールのとき、並んで立った沙綾と瑛慧を見て感じたみじめな気持ちを、もう一度味わうかもしれない。ふさわしい服もないので恰かつ好こうは場ば違ちがいかもしれない制服だ。けれども、最終的には心配が勝った。


　綺理はうまくメイドをやれるだろうか。沙綾は苺夢に無理矢理メイドをやらされたり、変なことをされたりしないだろうか。「兄」としてそれを見守らねばという気持ちが、なによりも強く想太を衝つき動かしたのだった。


「あらぁ茜子さん、今日もおきれいね」


　想太が玄関前で気後れしていると、後ろの車から降りた人が茜子に近づいてきた。紺こん色いろのドレスに夜会巻きの、近所のスーパーでは絶対に見かけないような中年女性だ。


「はい、これお土産みやげ」


　そう言って、彼女は茜子に縦長の袋ふくろを渡わたした。


「ありがとうございます、あっ、シャトー・パルメ」


　そう言って茜子が袋から取り出したのは、高そうな赤ワインのボトルだ。


「マルゴーじゃなくてごめんなさいねぇ。先週お友達とオペラを観みにパリに行ってきたんだけど、行きつけのセラーに当たり年がなかったのよ」


「いいえ、私パルメ好きです」


「あらそう、よかったわぁ。お母さまは？　中？」


「はい。ごゆっくりどうぞ」


　その女性が玄関に入っていくと、茜子は想太に視線を戻した。


「……話、途と中ちゆうになっちゃってごめんね。さ、想太くんも中に入って」


「っていうか俺、お土産も持たないですいませんでした……。考えたらそうですよね。なんか……こんな凄すごいパーティだと思わなくて……」


「別にすごくなんかないわ。今日はゲストも五、六十人だし、ごくごく内輪なパーティのつもりよ」


「ごろくじゅう……!!」


「いつもだったらお父様のしがらみで政財界の方ばかりで窮きゆう屈くつかもしれないけど、今日は母がホストだから、私も大学の友達とかを呼んでるのよ」


「せっ……政、財、界!?」


　九字の呪じゆ文もんでも始まりそうなその三文字の威い力りよくに、庶民の想太はノックダウン寸前だ。


「茜子さんち、なんなんですか……！」


　そうこうしている間に、後ろからはまた来客の車がある。これ以上いても邪じや魔まになるだけなので、仕方なく促うながされた玄関へ進んだ。


「うわっ……」


　一歩入ると、中の廊ろう下かはイギリス貴族の家といったイメージの洋館の造りだった。壁かべ紙がみのクリーム色と、階段の手すりなどに使われた木のこげ茶が品よく落ち着いた印象だ。


　そんな廊下を進んでいった先に、いきなりそれは現れた。





　『出張！　すとろべりぃ☆どり～みん』


　ミニ総選挙やるよ～！　お気に入りのメイドに投票してね[image: ]





　ホールの入口に、ピンクと甘い丸ゴシックの看板。あまりのミスマッチさに啞あ然ぜんとして視線を外すと、入口の脇わきに早速よく見知った人ひと影かげを見つけた。


「……綺理」


　綺理はメイドの恰好をしていた。ホイップクリームで飾り付けたような白いフリルやリボンが、パフスリーブからのぞく細い二の腕や、まだまだ幼さの残る顔立ちに清純な甘さを添えて、我が妹ながらとても愛らしい。


「おーい、綺理！」


　ところが、綺理は兄の呼びかけにも気づかない様子で胸にトレーを抱えてじっと佇たたずみ、ホールの中にいる着き飾かざった人々を見つめている。その表情は硬かたく、小さな肩かたが心なしか震ふるえている気がする。


「綺理？」


　数歩近づいて、その肩をポンと叩たたく。すると、彼女は全身をビクッとさせた。


「きゃっ!?……なっ、なによ、お兄ちゃん!?」


　兄とわかって安心したらしい。かと思うと、その顔は続いてみるみる怒いかりで紅潮する。


「ちょっとッ！　一体なんなの!?　なんでお兄ちゃんがいるわけ!?」


「えっ!?　い、いちゃいけないのか……」


「最悪ッ！　また綺理のお仕事を邪魔しに来たのっ!?」


「はぁっ!?　邪魔なんかするわけ……」


「もうっ、信じらんないっ！」


　逆上した綺理は、手にしていたトレーを振ふりかぶり、あろうことか兄の頭を狙ねらって振り下ろした。


「イテッ……！」


「バカバカッ！」


「うわっ、ちょっ、なにすんだ！」


　ポポポポーンとファンシーなトレーに前頭葉を刺し激げきされ、想太はいきなり涙目になる。


「なんだよ、綺理っ……！」


「きらりんさん、どうなさいましたの」


　絶好のタイミングで背後から声がかかり、助かったと思った。そこにいたのは、これまたメイド姿の苺夢だ。今日も折り目正しい大和やまと撫子なでしこの佇まいで、流れる黒髪も、意志の強そうな瞳も、メイドのリーダーにふさわしい凜りんとした美び貌ぼうの演出に一役買っている。


「あ、まぁむさん！　えっと、お兄ちゃんがこんなところまで黙だまって来るから、つい……」


「黙ってたわけじゃねーよ。さっきまで俺も行くかどうか迷ってたし……」


　ところが苺夢はつまらぬ兄妹きようだい喧げん嘩かにはまったく心を砕くだくことなく、冷静に綺理を諭さとした。


「どういう理由があっても、それはご主人様方の飲み物や食べ物をお運びするトレーであって、得物ではありませんわよ。想太さんの頭の脂あぶらがついたら不潔でしょう」


「そうですね……すみません」


「…………」


　綺理は殊しゆ勝しようにうなだれ、想太は微び妙みような気持ちで押し黙る。


「もうすぐ始めのご挨あい拶さつがありますわ。行きましょう」


「……はぁい」


　それで反省した様子の綺理は、苺夢について急ぎ足でホールへ入っていった。


「綺理……」


「あっ、三堂だ！　ヤッホー☆」


　後ろからパタパタ走ってきた夏なつ姫きが、メイドモード全開で投げキスをしながらホールへ入っていく。


「今日も絶好調だな、おい」


　その後ろからもバタバタと数人のメイドが続き、想太はあっという間に彼女たちに取り残された。


「綺理、なんかおかしかったよな……？」


　兄として、それくらいはわかる。綺理にはわがままで横暴なところがあるけれども、自分に声を掛かけただけの兄の頭をいきなりトレーでメッタ打ちにするような娘こではない。


「あら、まだそんなところにいたの、想太くん」


「茜子さん」


　振り向くと、玄関にいたはずの茜子がいた。


「メイドさんたちの挨拶、始まっちゃうわよ。ホールに入りましょう」


「パーティは六時からじゃないんですか？」


「でも、早く来たゲストにはもう飲み物のサーブを始めるから、とりあえず一度ご挨拶するの。メイドなんて初めての試みだし、お客様もびっくりしてるかもしれないでしょ？」


　エントランスは母に任せてきたから、と茜子は想太の背中を押して中に入る。


「あ、ほら。沙綾さんいるわよ」


「えっ？」


「まだ政子さんいらしてないから、今のうちに挨拶しておいたら？」


「挨拶って……」


　別に家に帰れば会えるし、と想太がごにょごにょ言っていると、茜子は向こうに手を振って「沙綾さん！」と呼んでしまう。


「ハニー！」


　とてとて、とまだ少ない人の間を通って沙綾がこちらへやってきた。ホールは広いダイニングになっていて、彼女は奥の方の暖だん炉ろの近くにいたのだ。


「今日も可愛かわいいわね、沙綾さん」


　沙綾はいつものようにクラシカルなドレスを着ていた。さすがにパーティとあって襟えりの広く開いたものになっているが、テイストは変わらない。


「瑛慧さんは？」


「テラスの人に、ご挨拶」


「あら、そう。じゃあ先にメイドさん紹しよう介かいしちゃおうかしら。キリがないものね」


　瑛慧のことを語る沙綾を見ていた想太は、そこで彼女と目が合ってドキリとした。


「……なに？　お兄ちゃ……」


　なにか言いかけ、沙綾はピクッと身を震わせた。


「……ソータ、どうしたの」


　なにを言い直したのか、それでわかった。


　外では基本「お兄ちゃん」は厳禁だ。最近は他人に聞こえない範はん囲いでなら「お兄ちゃん」呼びも多かったが、こんなに人が密集したところでは名前がいい。とぼけている割にその辺りの使い分けはしっかりできる子なので、こんなケアレスミスは初めてだった。


「……どうしたのって、別にどうもしてないよ。ただ……」


　やっぱりなんでもあるんじゃないか、と自分でツッコんで苦々しい気持ちになる。


「今日はあいつにエスコートしてもらうんだって？　あの……」


「……エー様？」


「そう。茜子さんから聞いたぞ」


　客観的に見たら、別にそんなことをいちいち沙綾が想太に言う必要はないのかもしれない。やきもちを焼いているようで、自分の狭きよう量りようさに自分で嫌いや気けがさした。


　そんな想太の気持ちが伝わったのか、沙綾も微妙そうな顔をしていた。そして……。


「……ごめんなさい」


　なぜか、いきなり謝ったのだ。


「えっ？　なにがだよ、沙綾」


　うろたえていると、沙綾は憮ぶ然ぜんとした様子で口を開いた。


「……エー様と一いつ緒しよにいること……ソータには、言いたくなかった」


「な……なんで」


「ソータは、エー様がわたしの『カレシ』って、言う。でも、わたしが一番仲良しなのは……」


「お前、まだそんなこと言ってんのか……！」


　恥はずかしさとうれしさで思わず遮さえぎってしまった。それでも、沙綾は頑がん固こに言葉を続ける。


「エー様と一緒にいると、『やっぱり』って、言われると、思った」


　それで、彼女がパーティのことを言いたがらなかった理由を納なつ得とくした。同時に、へそを曲げていた自分が恥ずかしくなる。


「皆みな様さま、ようこそお越こしくださいました」


　そんなやりとりをしているうちに、茜子はいつの間にか想太たちから離はなれてホールの壁かべの方へ行っていた。苺夢たちメイドは入口に近い壁際ぎわに整列して紹介を待っていたのだ。


「今日は巷ちまたで流行のメイドカフェから、かわいいメイドさんたちに来ていただきました。皆さん、ご挨拶をどうぞ」


「まぁむです」


「なちゅです☆」


「……きっ……」


　スカートを両手でつまんで足を曲げるお辞じ儀ぎの挨拶は、三人目で早さつ速そくつまずいた。


「どうした、綺理……」


　綺理は、傍はた目めにも緊きん張ちようしてガチガチだった。


「きら、り、です……」


「バカ、あいつなに本名言ってんだ……！」


「あっ！」


　おまけに、お辞儀をしようとして足をもつれさせ、危あやうく転びそうになる始末だ。


「しっかりしろ、綺理……」


　想太はもう、気が気ではない。


「……さて、本日はせっかくメイドさんたちに出張していただいたということで、ゲストの皆様には特別に人気投票にご参加いただきたいと思っています。パーティの最後、よろしければ今日一番輝かがやいていたと思うメイドの名前を紙に書いてご投票くださいませ」


　なんとか挨拶が終わって茜子が説明を始め、綺理から注目が逸それたことにほっとする。


「それでは皆様、ごゆるりとお過ごしくださいませ」


　そうして飲み物の給仕が始まってからも、想太は妹から目が離せなかった。


「ワ……ワイン、どうぞ……」


　綺理はトレーからグラスを取り、ゲストの女性に手て渡わたそうとする。


「あら、お嬢じようさん、グラスの持ち方が違ちがうわ」


　いかにも高そうな黒いドレスを来た年配のご婦人は、綺理からグラスを受け取りながらそう言った。


「えっ……!?」


「ボウルの部分を持つと体温で味が変わってしまうでしょ。だから、特に最初に飲むときには意識して、ステムを持つのよ。だから渡す方も気をつけてね」


「ステム……？」


「グラスの脚あしの部分のことよ。ここ」


「……わ、わかりました、すいません！」


　綺理は慌あわてて頭を下げる。


（そうなのか……）


　想太が飲んでいたのはジンジャーエールなのだが、それを聞いてなんとなくグラスの脚を持ち直す。


　そもそも家庭の躾しつけがなっていないのだと言われたら弁解の余地はない。けれども、上流階級のマナーなど想太だって知らないのだから躾しつけようがなかった。


（ただでさえ、セレブの中で上がってるみたいなのに）


　このままでは綺理がかわいそうだ。苺夢や夏姫はそれぞれ給仕に忙いそがしく、綺理のサポートにまで気を配っている余よ裕ゆうはなさそうだ。


「……お待たせ、沙綾くん」


　そのとき、入口の方から白スーツの男がやってきた。沙綾の許嫁いいなずけ、輝龍院瑛慧だ。


「げっ、鼻血ボンボン……！」


「きっ、君はっ!?」


　想太は沙綾の隣となりにいたので、不ふ可か抗こう力りよくで顔を合わせることになって互たがいに声を上げる。


「こんなところまで来て沙綾くんになんの用だね!?　ここは君のような下げ賤せんな人間の来る場所ではないぞ、どうやって潜もぐり込んだ!?」


「茜子さんに誘さそわれたんだよ！　茜子さんは俺の学校に教育実習に来てた先生！　なにもおかしくねーだろ！」


「……きゃあっ！」


　瑛慧と言い合っていると、近くで少女の悲鳴がした。


「綺理!?」


　カランカラン、と金属音がして、床ゆかを見ればシルバー類が転がっていた。綺理が慌てて拾っているのを見ると、彼女が落としてしまったのだろう。綺理は落としたシルバーをエプロンのポケットに入れると、カトラリー入れから新しいフォークとナイフをテーブルに置いた。


「大だい丈じよう夫ぶか、あいつ……」


　ダイニングにはテーブルがいくつかあって、ゆっくり食事をしたい人は席に着けるようになっていた。皿の両りよう脇わきに、綺理はナイフを左、フォークを右に置いていた。


「きらりん、逆……」


　それを見て、沙綾がぼそっと呟つぶやく。


「え、そうなのか？　ああ、そうだよな、フォークは左手で使うもんな……？」


「うん」


「そうか、教えてやらなきゃ……」


　と言っている間に、綺理のミスはすぐにセレブに気づかれ、綺理は怒おこられてぺこぺこしていた。


「誰だれかあいつに教えてやってくれる奴やつがいれば……」


　見ていられなくて呟いたとき、横から強い視線を感じた。振ふり向くと、傍そばにいる沙綾が想太をじっと見つめている。


「……どうした？」


　想太が訊きくと、彼女は俯うつむいた。片手で拳こぶしを握にぎって胸に当て、次に顔を上げたとき、その瞳ひとみには強い光が宿っていた。


「……決めた。わたし、今からメイドやる」


「えっ!?」


「メイドになって、きらりんを助けるの」


「なに言って……」


「わたし、ソータの邪じや魔ましない。メイドになって、『しっかり』する」


「そんなこと、お祖ば母あさんが許すわけ……」


「沙綾さん、連れん絡らくよ」


　そのとき、焦あせる想太の後ろから茜子がやってきて告げた。


「政子様、出張が今日からになってパーティにはいらっしゃれないんですって。もう空港に向かっているってお話よ」


　絶ぜつ妙みようのタイミングでもたらされた朗報に、沙綾の顔色が輝く。


「メイド、できる……！」


「え……お、おい！」


　一人うろたえる想太は、傍かたわらを振り返って訴うつたえた。


「あんたは婚こん約やく者がメイドになってもいいのかよ……ってオイ！」


「沙綾くんが……メイド……！」


　まさかというか案の定というか、瑛慧は妄もう想そうだけで豪ごう快かいに鼻血を出して後ろに倒たおれ込んだのだった。
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「さて、ここでスペシャルメイドの登場です」


　会場も温まってきた頃ころ、茜子が再びゲストに語りかけた。


「今日はゲストで来ていただいているあるお嬢じよう様さまが、一夜限りのスペシャルメイドとして登場してくださいます。恐おそれ多いことですが、ここにいらっしゃる皆様も共犯者です。どうぞご内密に」


　茶目っ気たっぷりな茜子の紹しよう介かいで、客たちが「まさか」とどよめく。皆の視線が入口に集中して、ドラムロールが始まりそうな緊張の中、ジャン、と錯さつ覚かくの効果音と共に彼女は姿を現した。


「おお……！」


　ホール中から歓かん声せいが上がる。それほど、沙綾のメイド姿は可か憐れんだった。


　ふわふわの髪かみにティアラのように載のるレースのヘッドドレス、Ａラインのスカートから伸のびる清せい楚そな白タイツに包まれた脚、すべてが彼女の生来の上品さを引き立たせるようなデザインで……それはまるであつらえたかのように彼女にぴったりだった。


「まぁっ、可愛かわいいわさややちゃん……！　目測で型紙を作って幾いく晩ばんも夜なべして縫ぬい、もしかしたらと勝手に持ってきたかいがありましたわ……っ！」


　そうだ、彼女があつらえたのだった。近くにいた苺夢は、一いつ瞬しゆんメイドの役目を忘れてうっとりと身をよじっていた。


「北嶌家のお嬢様にお給仕していただくなんて罰ばちが当たりそうね」


「政子さんはご存じなのかしら。怖こわいから本当に内ない緒しよにしなくてはね」


　ゲストたちは沙綾の姿に目を細めつつ、そんな会話をする。


「きらりん、ナイフとフォークは、外側から使う順番に並べる」


　メイドになった沙綾は、早速綺理へ近づいて行ってフォローをした。


「えっ？　こっ、こう？」


「それは、お魚用のナイフだから、まだ」


「えっ？　えっ？」


　テーブルでシルバーをセットしている綺理は、あわあわしつつもそれに従った。


「このお皿は……？　なんか油が入ってるんだけど」


「それは、パンにつけるオリーブオイル」


「えっ？　じゃあパンと一緒に置いとけばいいの？」


「うん。わたし、持ってく」


　そう言った沙綾は綺理から小皿を受け取ると、危なっかしいような手つきでそれをテーブルへ運んだ。


「……どうぞ」


「ありがとうございます」


　テーブルに着いて歓かん談だんしながら食事をしていた婦人が、沙綾を見て頭を下げる。


「…………」


　沙綾の頰ほおがぽっと染まり、空いた手を胸に押し当てて束の間フリーズする。
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「沙綾くん、なんて可憐なんだ……！」


　それを見てハンカチを鼻から離はなせないのは、なぜかまだ想太の近くにいる瑛慧だ。


「メイドの姿に身をやつしても、君はなんと美しい……！」


「いいから早く鼻血止めろよ」


「あの沙綾くんがメイドになる、その素す晴ばらしさが君にはわからないのか！　普ふ段だんは皆に傅かしずかれている深窓の令れい嬢じようが、僕たちに傅き、使用人として世話をしてくれるのだよ!?　なんという倒とう錯さく的な遊び……！　ああ、たまらない……！」


「いや、そういう問題じゃなく」


　なにが悲しくてこんな奴の相手をしなければならないのかわからないが、行きがかり上ツッコんでやっていると。


「あのう……」


　想太はいきなりジャケットの袖そでを引っ張られた。


「はい？」


　声を掛かけてきたのは、見知らぬ少女三人だった。たぶん想太と同い年くらいだと思うが、派手に着き飾かざっていて年ねん齢れいより大人っぽい印象だ。


「あの……失礼ですけど、お名前をうかがってもいいですか？」


「えっ……三堂……です」


「三堂様ですか」


　少女たちは瞳を輝かがやかせる。想太のぶっきらぼうな対応やガラの悪い外見にも、彼女たちはなぜかひるまない。


「あの……不ぶ躾しつけなことをうかがいますけど、彼女とかいらっしゃいますか？」


「えっ!?」


　十五年間訊かれたことのない質問を受け、想太は目を丸くする。


「いないけど……」


　思わず正直に答えてしまったが、たぶん麓風の生徒ではないので問題はあるまい。


「じゃあ、婚約してる方は……？」


「は？」


「やめなよー、いらっしゃるに決まってんじゃない。瑛慧様のお友達だよ？」


「でも、もしいらっしゃらなかったらチャンスじゃない！　茜子お姉さまみたいに、結婚相手は自分で決めるって断っちゃう例もあるんだし」


「そうよ。旧華か族ぞくの城宮家のプライベートパーティにお呼ばれしてるって時点で、一いつ般ぱん人じんじゃないことは確実なんだから」


「えっ、茜子お姉さまって旧華族のお血筋なの？」


「知らなかったわ」


　彼女たちの興味はにわかに別の方へ逸それ、巻き込まれた想太はぽかんとする。


「そうよ。城宮家は元々大名の血筋で、ひいお祖じ父いさまは伯はく爵しやく様でいらっしゃるのよ。政治家一家で、茜子お姉さまのお祖父さまがまほらば市の名士の一人ひとり娘むすめとご結婚なさったから、茜子お姉さまたちはここに住んでらっしゃるけど、東京の本家も素晴らしいそうよ」


「そういえば、茜子お姉さまのお父さまは、私たちが小さい頃にまほらば市の市長をなさってたんでしょ」


「素敵よね。私たちみたいな小金持ちとは違ちがうわ。この辺で由ゆい緒しよ正しいお家いえ柄がらといったら城宮家に勝まさる名家はないわよね」


「でも、北嶌家があるわよ？」


「北嶌家は、元は商家よ。だから代々縁えん組ぐみにはこだわって、元皇族なんかのお家柄からお嫁よめさんをもらったから、今では名家になったってお母さまが言ってたわ」


「そんな北嶌家が許嫁いいなずけに決めた輝龍院家の瑛慧様のお友達ですもの」


「三堂様も、きっと名家のお坊ぼつちゃまなんでしょうね」


「えっ!?」


　急にブーメランのように話題が返ってきて、想太はうろたえる。


「いや、俺あんなやつと友達なんかじゃないし……」


「ええーっ、ごまかさないでください！」


「そうです、私たち、別に家柄が目当てじゃないですし！」


　噓うそつけとツッコむ隙すきもなく、少女たちは想太にベタベタと触さわってくる。


「瑛慧様とどこでお知り合いになったんですか？　テニス？　もしかしてジュニア時代からのお友達とか？」


「瑛慧様、確か去年のインターハイで優勝したんですよね。三堂様は？　準優勝ですか？」


「それともご学友？」


「えっ、なに言って……」


　きれいに着飾った少女たちに胸や肩かたを馴なれ馴れしく触られ、想太も人の子、男の子、誤解を解かねばと思いつつもドキドキする。テンションも上がる。


「すごいですよね、瑛慧様。来年からイギリスの名門大学に通われるんですよね。やっぱり三堂様も優ゆう秀しゆうでいらっしゃるんですか？」


「いやー、その……アハハ……」


「三堂様はハーフですか？　髪と瞳ひとみのお色が違いますもの。それともクォーター？」


「じゃあ英語とかペラペラなんですか？　もしかしてお父さまがフランスの方とか？」


「や～ん、ステキ！」


「えーっと、あー参ったな……」


　想太の浮うかれ気分が最高潮になっていた、そのとき。


「はーいハイハイ、ちょっとどいてね！」


　突とつ然ぜん、想太と少女たちとの間にぐいっと割って入ってくるメイドがあった。


「……ナツキチ！」


「ほらほら、手離はなして」


　ポイポイっと少女たちの手を想太から引きはがしたかと思うと、夏姫は手た綱づなを取るように想太のネクタイを引っ張った。


「ぐぇっ……！」


「悪いけど、この人、アタシの彼氏なの」


「えーっ!?」


　驚おどろきで声をそろえた少女たちと、声を出せない想太も同じ気持ちだ。


「今日のパーティもアタシのメイド姿見たいって言うからこの家の人に頼たのんで入れてもらっただけで、この人は全然、ただの一般人だから。ザンネンでした！」


　そうして肩にかかったツインテールの髪を払はらい、落らく胆たんで悄しよう然ぜんとしている少女たちに、とっておきの可愛い笑え顔がおで言い放った。


「とっとと失うせてね、おブスちゃんたち[image: ]」





「……サンキュー、ナツキチ」


　少女たちが怒いかりをあらわに立ち去って行ったあとで、想太はほっとして親友に感謝した。


「なにやってんだっつーの。勘かん違ちがいでモテたからってデレデレしやがって」


「べっ、別にデレデレなんか……！　って、うおっ！」


　握にぎられていたネクタイをぐいっと引っ張られ、夏姫の頭が胸むな元もとに来る。すんすんと鼻を鳴らして、彼はネクタイを離した。


「ったく、女クセーなー、このスケベ野や郎ろう」


「面目ない……」


　イヤそうに顔をしかめる夏姫に、想太は理り不ふ尽じんに思いつつ頭を下げる。


「あ、でもお前気づいてないみたいだから言っとくけど」


　そこでけろっとした夏姫は、想太の背後を親指で示した。


「ほんとに怒おこってるのは、オレじゃなくてあっちだからな」


「え……？」


　示されるままに振ふり返った想太は、目視する前からその明らかな殺気にぞっとした。


「ヒッ……！」


　向こうで給仕をしていた綺理が、どす黒いオーラを発しながら想太をにらみつけていた。そのあまりの怒りの気配に、辺りの時空が歪ゆがんで蜃しん気き楼ろうのように見える錯さつ覚かくが起こるくらいだ。


「き、綺理……」


　まずいと思ってフォローしに行こうと近づいたが、綺理は想太を華か麗れいにスルーして歩き出した。


「おい聞けって。今のはだな……」


「は？　なによ、今のって」


「いや、だから……」


「お兄ちゃんが女の子たちに囲まれて鼻の下伸のばしてたってこと？」


「えっ、は、鼻の下なんか……」


「別に、綺理には関係ないし」


　そう言って一いつ瞬しゆん立ち止まった綺理は、グラスの載のったトレーを持ったまま、別のテーブルへ向かって歩き出してしまう。


「おい、綺理……」


「お兄ちゃん、綺理はね、決めたの」


　再びふと立ち止まると、綺理は想太を見上げた。


「もうお兄ちゃんなんかに頼たよったりしないわ。自分のことは自分でやって、一人で生きていくの。綺理はサーヤちゃんとは違うのよ。兄離れするの」


「えっ……」


「それが兄妹きようだいってものでしょ。じゃないと、サーヤちゃんに示しがつかないもの」


　そう呟つぶやくと、暖だん炉ろの近くのソファに行って給仕を再開する。


「はい、どうぞ」


「ありがとう。可愛かわいいメイドさんだね」


「ゲストの子たちより断然可愛いよ、君たち」


　大学生くらいの若い男たちが、愛想よく答えて綺理からグラスを受け取った。


「北嶌家のお嬢じようさんが可愛いのは有名だけど、君たちも負けてないっていうか」


「黒くろ髪かみの子いいよね」


「俺はピンクのツインテールの子が」


「君は若そうだなあ。まさか中学生じゃないよね？　よかったらアドレス教えてよ」


「えっ……」


　からまれた綺理は、一瞬こちらに救いの視線を求めた。


「あいつら……！」


　それを見て、想太は一歩進み出る。しかし。


「……すいません、まだお仕事がありますので……」


　想太が出るまでもなく、綺理は自力で彼らの元を脱だつ出しゆつした。


「……ふう」


　それを見て、ほっとする。もしかすると、さっき女の子たちに取り囲まれていた想太を見た綺理も、こんな気持ちだったのかもしれないと思う。


　それはきっと、やきもちの一種で。でも、きっと、我が慢まんしなければならないやきもちなのだ。兄妹は恋こい人びとにはなれないのだから。


　いつか綺理に「彼氏」ができたときに、自分は妨ぼう害がいするつもりなのか？　そんな権利があるのか？


　それは、沙綾に対してだって同じなのだ。
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　──……ごめんなさい。


　だから、彼女にああいう態度を取らせてはいけないのに。


「……どうしたの、想太くん。せつない顔しちゃって」


　一人で立ち尽つくしていると、茜子に声を掛かけられた。


「あ、いえ……」


　と答えてから、茜子の様子がおかしいのがわかった。顔が首筋の方からうっすら赤くなり、ただでさえセクシーな目元が朱しゆに染まってただならぬ色気をまとっている。


「……もしかして、酔よってます？」


「バレちゃった？」


　茜子は恥はずかしそうに笑う。


「どんどん勧すすめられて、断れなかったのよ」


　彼女が目配せする方を見ると、さっきのソファにいた若い男の一人と目が合った。


「お父さまの親友の息子むすこさんなんだけど、婚こん約やくのお話をいただいて断ったばかりだから、なんだかお酒までは断れなくて」


「婚約……」


　──茜子お姉さまみたいに、結婚相手は自分で決めるって断っちゃう例もあるんだし。


　さっきの少女たちの言っていたことを思い出して、想太はううむと唸うなった。


「お金持ちって、大変なんですね……」


「ねえ、ちょっと付き合ってくれないかしら？」


「えっ？」


「少し部屋で休みたいの。エスコートしてくれる？」


「え……いいですけど。俺でいいんですか」


「ありがと」


　えへへと笑った茜子は、なんだか年下の女の子みたいに幼く見えた。





　廊ろう下かに出ると、張っていた気がゆるんだのか、茜子の足どりがもつれだした。


「やだ、思ったより酔ってたみたい」


「大だい丈じよう夫ぶですか」


「ええ、腕うで貸してくれる？」


「……ど、どうぞ……」


　熱い体温とふくよかな胸の感かん触しよくを腕に感じながら、想太は茜子を伴ともなって二階へ上がり、迷めい宮きゆうのような建物の中を進んだ。


「ここよ」


　ある部屋の前で茜子が言ったので、想太はドアを開けた。そこは奥に大きなベッドのある、華はなやかな壁かべ紙がみの明るい部屋だった。もっとべらぼうに広いのかと思っていたが、広さはせいぜい想太の部屋三個半といったところか。


「……思ったより、シンプルなお部屋なんですね」


「ここは寝しん室しつよ。私の部屋は別にあるわ」


「寝室……」


　ちょっとドキッとするが、そんな動どう揺ようは極力顔に出さないようにする。奥には三堂家だったら一家で寝ねられそうなサイズの、黒い木製の天てん蓋がいにヴィクトリアンローズのカーテンがかかった、まさにお姫ひめ様が寝るようなベッドがあった。


（綺理、こういうの見たら喜ぶだろうな）


　我が家に生まれたばっかりに狭せまいシングルベッドでの寝起きを余よ儀ぎなくされている妹を哀あわれに思いながら、茜子の腕をそっと外した。


「……じゃあ、ここで」


「ありがとう、想太くん」


　茜子の微笑ほほえみを視界の隅すみに残しつつ、踵きびすを返したときだった。
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「ね、想太くん」


「……っ!?」


　驚きの声を上げる間もなく、茜子の腕が胸に巻きつき、背中にやわらかな肉の感触を覚える。


「私のこと、もらってくれない？」


　色っぽい声で、茜子が耳元に囁ささやいた。


「…………」


　驚きすぎて、なにも言えなかった。


　むせ返るような香こう水すいの匂においと、ほのかなワインの香かおり。


「なんだかもう、家いえ柄がらのいい人とか疲つかれちゃった。それとも、私のこと嫌きらい……？」


「い……いえ……」


「じゃあ、こっち見て……」


　甘い声で囁かれ、想太はゴクッと喉のどを鳴らして、再び踵をめぐらせた。


　ぶしゅ。


　振り向いた瞬間、両頰ほおに突つきささる白い指。


「……え」


「冗じよう談だんよ」


　酔った赤い顔で、茜子はくすくす笑った。


（ひどい……）


　少年の純情を返してくれ。昂たかぶりかけた気持ちのやり場を失なくし、想太はそんな彼女をただ恨うらみがましく見つめ返すことしかできない。


「……ね、想太くん。わかった？　自分の『好きな子』」


　そんな想太の内心を知ってか知らずか、茜子は彼から一歩離はなれて普ふ段だんの調子で語りかけてくる。


「えっ？」


「言ったでしょ。小説を書く上で大事なこと」


　脳のう裏りに、この前未実と過ごした一夜が蘇よみがえった。


　──あたしは、想ちゃんなら本当によかったんだけどなぁ……。


　思い出すだけで胸苦しくなるような、幼馴染とのドキドキの時間の記憶。それに……。


　──わたしには、お兄ちゃんがいるから。


　今やすっかり三堂家の一員となった、美貌の「妹」、沙綾のことも。


　けれども、だ。想太がなによりずっと「一番」にしてきた女の子といえば……。


「……俺、今までずっと妹を一番に思って生きてきたんです」


　想太が語り出すと、茜子はぱちぱちとまばたきした。


「妹さんって……綺理さん、だったかしら？」


「はい。あいつ、俺がちょっと女の子と親しくしたりすると、すぐにヘソ曲げて。別にそれだけが理由じゃないですけど……俺、あいつの世話をなにより大事にするあまりに、知らず知らずのうちに自分の恋れん愛あいとかは二の次に考えるようになった気がして」


　茜子は黙だまって聞いてくれていた。


「でも、妹の方も少しずつ変わろうとしているみたいで、だから俺も、誰だれが好きかとか、そういうことは、これから少しずつ考えていけたらなって思うんです。だから今はまだわからないっていうか……正直、頭の中がぐちゃぐちゃしてます」


「……そう」


　ほんの少しうれしそうに、茜子は微笑んだ。


「私ね、想太くん」


「はい」


「沙綾さんの婚約、いいご縁えんだと思っているのよ」


　その言葉に、想太は固まる。なぜ、今ここでそんなことを言うのか？


「自分の許嫁いいなずけの話については全然受け入れられない私が言うのもなんだけど……身分のつり合いのことだけじゃなくて、瑛慧さんは純じゆん粋すいでいい人だし、きっと沙綾さんを泣かせることはしないと思うわ。想太くんもそう思うでしょ？」


　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってから、想太はゆっくり頷うなずいた。


「……そう……ですね……」


　さっきの沙綾とのやりとりや「妹離れ」する決意を思い出し、複雑な気持ちで答える。すると、茜子は満面の笑顔になった。


「でも、よかったわ。私ね、実はちょっと疑ってたのよ。想太くん、もしかしたら沙綾さんのこと好きなんじゃないかって」


「えっ……」


「綺理さんや未実さんと比べて、沙綾さんの存在が大きくなりすぎちゃったら大変だなと思ったの。小説のためとはいえ、私も『好きな子は誰なの』とか訊きいて刺し激げきしちゃったし。でも安心した。まだ想太くんはそういう段階なのね」


　そう言うと、茜子は甘えん坊ぼうのようなたれ目を線にして微笑んだ。


「私、沙綾さんのことは妹みたいに思ってるし、幸せになって欲しいの。祝福してあげてくれる？　来春、心から」


「……はい」


　今度は、少し笑うことができた。


　さっき自分に言い聞かせたばかりではないか。


　沙綾は、期限付きの「妹」なのだ。来年三月の期限に向けて、想太は「妹離れ」しなくてはならない。


「想太くんと話せてよかったわ」


　まるでこの話が本来の目的だったみたいに、茜子はしっかりした足取りで自分のベッドに向かった。


「五分くらい休んだら帰るわね。エスコートありがとう」





　　　　[image: ]




　ホールに帰ると、料理と酒がひととおり行きわたった人々の間にはまったりとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


「……なんだ、あれ」


　そんな中で、ちょっとした人だかりを見つけて奥へ向かう。


「なちゅちゃーん、こっち向いて」


「次、こっち目線お願い」


「もうちょっとスカートつまんでみてくれる？」


「はぁい☆」


　集まっているのは携けい帯たい電でん話わを構えた若い男数人、その中心で夏姫はノリノリでリクエストに応こたえていた。今は片手でスカートをつまんでお辞じ儀ぎのポーズをして、空いた手は顎あごのところに添そえてブリッコポーズでウィンクしている。


「なちゅちゃん、かわいー！」


　デレデレしているこの男たちの中に、果たして夏姫の性別に勘かんづいている者はいるのだろうか。うすら寒い気持ちになっていた想太の前に、すっと人ひと影かげがやってきた。


「申し訳ありませんが、写真撮さつ影えいはご遠えん慮りよいただけますか」


　耳に優やさしいやわらかな声で、苺夢がさりげなく注意する。


「店てん舗ぽにはメイドとの記念撮影メニューもご用意しておりますので、よろしければ後日お願いいたします」


「……だそうですので、じゃあ、次はぜひお店に来てくださぁい[image: ]」


「えーっ、行く行くー！」


「今度総選挙があるから、いっぱいご帰宅して、なちゅに投票してね、ご主人サマ☆」


「まいったなぁ。俺、ハマりそう」


「俺も俺も」


　そんなキャピキャピ空間の一方で、想太が気にしているのは綺理と沙綾だった。


「もう、サーヤちゃんったら、ほどけちゃったエプロンのリボンも自分で結べないの？」


「だって、手が届かないー」


　二人はトレーを小こ脇わきに抱かかえ、壁際ぎわの隅で言い合いしていた。セレブ空間への緊きん張ちようはもう薄うすれたのか、綺理はいつもの調子を取り戻もどしている。


「仕方ないわね、綺理が結んであげるわ」


「お願い」


「命令しないでよっ！　今はアンタもメイドなんだからねっ！」


「命令じゃなくて、頼たのんだー」


　そんなやりとりをしながら、綺理は沙綾の後ろに回った。ほどけたエプロンのリボンを腰こしの辺りで結び合わせ、きれいなちょうちょ形を作る。


「……ほらっ、できた」


「ありがとう、きらりん」


　すっかりお礼の言葉も板についた沙綾に、綺理は相変わらず居い心地ごこち悪そうにそっぽを向く。


「おーい、そこのメイドさん。灰皿持ってきてくれるかい」


　そのとき、テーブルの方で一人の紳しん士しが綺理を呼んだ。


「あっ、はい！」


　たちまち綺理はよそいきの顔になり、カウンターから丸いクリスタルの灰皿を取った。


「違ちがう、きらりん」


　そこで、ついて行った沙綾が指し摘てきする。


「あのおじさま、シガー吸ってる。だからシガー用の灰皿」


「えっ？　なによシガーって」


「日本語だと……ハマキ？」


「ああ、葉巻？　タバコと灰皿も違うの？　えっと……これ？」


　綺理が取り上げた別の灰皿を見て、沙綾は頷く。同じくクリスタル製だったが、長方形で、くぼみが太いものだった。


「そう。それ」


「やった！」


　綺理は安心顔で、堂々と灰皿を紳士に渡わたしに行った。途と中ちゆうで気がついて振ふり返り、


「……ありがと、サーヤちゃん！」


　沙綾の目を見ずに、ぞんざいな礼を言う。


「どう、いた、しまして」


　ぎこちなく、沙綾が答えた。


　そんな二人を見守って、想太は頼もしいような、さびしいような気持ちで佇たたずんでいた。


（綺理も沙綾も、ちゃんと成長してるんだ）


　たとえ自分がかまってやらなくても、日々、着々と。


　ひたすら可愛かわいい、頼たよりない、愛あい玩がん動物のような存在とは違う、「妹」。一人の人間として、色々なことを感じ、考え、生きていく他人。


　自分の思い通りになど、全然ならない。なにを考えているかわからなくて不安になったり、もどかしかったり、それでも気にかけずにはいられない存在。


「……そうか」


　少しだけ、「女の子を描えがく」のがどういうことかわかった気がした。


　沙綾や綺理の中に見み出いだした、こちらを置いてけぼりにする意外な成長ぶり。


　世話焼きの未実の、手のかかる妹のような側面。


　完かん璧ぺきな大人の女性だと思っていた茜子がのぞかせた、子どもっぽい素す顔がおの一部。


　それは、日々新しく生まれ変わる人間の持つ、生の息吹いぶきそのもののような気がした。


（リアリティって、そういうことなのかもしれない……）


　今すぐ家に帰って、筆を執とりたい衝しよう動どうにかられた。


（「キャラ」じゃない。「人間」を書くんだ）


　今の想太なら、主人公にとって都合のいいだけでない、外見が美しいだけでもない、矛む盾じゆんと欠点を持った魅み力りよくある女の子を書ける気がする。


（迷ったら、身近にいる人を参考にすればいい。そうやって……）


　頭の中では、早くも改かい稿こう案が湧わいて出てきていた。


「さあ、みなさん。ラストスパートですわよ」


　ホールではパーティも終しゆう盤ばんに近づき、苺夢がメイドたちを集めて言った。


「これからデザートとコーヒー、紅茶をサーブしたら、わたくしたちの役目はほぼ終わりです。最後の投票に向けて、ご主人様方への配はい慮りよを忘れず、せいいっぱい自分をアピールしてくださいね」


「はい！」


　そう叫さけんだ綺理の声は、人一倍大きかった。


「さあ、行くわよ、サーヤちゃん！」


「ほい！」


　元気よく答えて、沙綾は綺理と共にトレーを持って動き出した。手早い動きで、二人の周りの人々に次々にデザートの皿を配る。それから、まだ給仕できるゲストを捜さがしてキョロキョロした。


「あっ、お兄ちゃん！」


　そこで兄と目が合うと、彼女はこちらへやってきた。


「お兄ちゃん、デザート食べた？」


「いや、まだだけど」


「じゃあ、特別に綺理が用意してあげるわっ！　そこ座って！」


「えっ」


　座らされたのは二人掛がけのテーブルと椅い子すのセットの一脚で、綺理はそこにデザートの皿を置く。載のっていたのは、キャラメル細工のほどこされた美しいケーキとジェラートだった。


「はいっ、サーヤちゃん！」


「ほいほいっ！」


　綺理が皿を置くと、沙綾が息の合ったタイミングでフォークとスプーンをセットする。


「コーヒーと紅茶、どちらがいいですか、ご主人様？」


「えーっとじゃあ、紅茶で……」


　想太の言葉に、綺理は頷うなずいて自分のトレーから取ったカップを置く。


「じゃあサーヤちゃん、これに紅茶入れて」


「でも、これはコーヒーのカップ」


「えっ、そうなの!?　じゃあ紅茶はこっち？　早く教えてよねっ！」


「今まではきらりん、たまたま合ってたから」


「もうっ、たまたまは余計よ！」


　憤ふん慨がいする綺理にちょっと口をへの字にしてみせてから、沙綾はポットを重そうにしながら紅茶をカップに注いだ。二人のやりとりを少し離はなれたところで見ていた苺夢が、そのタイミングで近づいてくる。


「まあ、さややちゃん、さすがですわ！　やっぱりあなたはメイドにふさわしいお方！　ぜひ今日限りと言わず、うちのお店で働いてくださいませんこと……!?」


「おい、なに言ってんだ……」


　想太はたしなめた。ところが、沙綾本人は当然の様子で頷いたのだ。


「うん、わたし、明日あしたからもメイドやる」


「えっ!?　なに言ってんだ、お前」


「まいまいに、そう約束した。それに……」


「いいじゃないか！　ぜひやりたまえ！」


　そこで会話に首を突つっ込んできたのは、さっきまで鼻血で完全ダウンしていた瑛慧だった。ようやく鼻血が止まったと見えて、鼻はな栓せんもなく清すが々すがしい顔つきをしている。


「沙綾くんが毎日メイド！　素晴らしいじゃないか！」


「またややこしいやつが……そんなこと、沙綾のお祖ば母あさんが許すわけねーだろ！」


「おばあさまがお留守の一か月だけー！」


「だとしても、あとでバレたらやべーだろ！」


「なにを言う。許嫁いいなずけの僕がいいと言っているんだ、政子様もわかってくださる。なんなら沙綾くんがバイトに行くときにはうちの車を回そう。そうすれば北嶌家に知られる心配はなしだ」


「お前、そこまで必死に……」


　よっぽど婚こん約やく者のメイド姿が気に入ったのかと、半ば憐あわれみの視線を注いでしまう。


「やったわー、さややちゃん！　ああ、どうしましょう、この一か月はいつもよりコンセプトコスチューム日を増やそうかしら！　三日に一度はネコミミデーですわ！」


「ねこみみー？」


「ネコミミ……!?　沙綾くんが……ッ！」


　瑛慧から湧き出る鼻血の泉と、周囲の悲鳴で一時現場が騒そう然ぜんとする。


「なー、厨ちゆう房ぼうにバナナない～？　食べたいんだけど」


　そんな騒さわぎのことは意に介かいさず、苺夢にそう尋たずねてきたのは、棒状食品を異様に好む夏姫だ。


「なにをおっしゃってるの、なちゅさん。たとえあったとしても勤務中ですわよ」


「なんかもうグダグダだし、オレも腹減ったからいいかなって」


「自由だな、お前……」


　悪びれない夏姫に想太は呆あきれるが、そんな不良メイドにも需じゆ要ようはあるようで。


「なちゅちゃーん、早くこっちおいでよ～」


　例のソファの方から、熱ねつ烈れつなラブコールが飛んでいた。


「そうそう、バナナなら俺があとで買ってあげるから！」


「ずるいぞ！　俺のバナナも食べてくれ、なちゅちゃん」


「それはアウト！」


　想太が思わず遠えん距きよ離りからツッコまずにはいられないほど、メイド少年なちゅは若い男に大人気だ。


「あらあら、みんな頑がん張ばってるわね」


　そこへ、茜子がやってきた。もう酔よいは覚めたのか、顔色も普ふ通つうに戻もどっている。


「今日はありがとう。心配してたけど、おおむね好評だったわ。最後まで頑張ってくれたら、謝礼に色つけちゃおうかしら」


「わー……っ！」


　こそっと言われた嬉うれしい言葉に、メイドたちは控ひかえめに喜色を表す。


「あと、もし誰かヒメウサちゃんの文ぶん房ぼう具ぐやグッズがいる人がいたら、帰りにもらっていってくれないかしら。あの会社の社長、母方の親しん戚せきなの。新作の見本が余ってて」


「えっ、やったーっ！」


　だが、そこで飛び跳はねたのは綺理だけで、それに気づいた彼女は、慌あわてて周囲を見み渡わたして澄すまし顔に戻る。その顔は真っ赤になっていた。


「いいんだぞ、恥はずかしがらなくて」


　そんな妹がいとも可愛かわいく思え、想太はそのサイドテールが崩くずれないように気をつけつつ、綺理の頭をぐりぐり撫なでた。


「お前がまだちゃんと子どもで、お兄ちゃんは嬉しいよ！」




　エピローグ







「……できたぞ」


　夜通し執しつ筆ぴつを続けた午前六時、自室の机の上に、想そう太たは推すい敲こう用の赤えんぴつを置いた。


「身体からだいってー……」


　思い出したように首と肩かたを回すと、凝こり固まった筋肉がミシミシ悲鳴を上げ、どこかの関節がポキッと鳴った。


「イテッ……！」


　身体の不調とは裏腹に頭は冴さえ冴ざえとしていて、徹てつ夜やの疲つかれは感じられない。


　目の前の原稿の束は、あちこち修正が入って一見真っ赤で、読みづらいことこの上なかった。けれども不思議ときらきら光って見えるのは、横の窓から漏もれる朝日や蛍けい光こう灯とうの光のせいだけではない。


　最初はただ「ロングヘアの美少女」としか描びよう写しやできていなかったメインヒロインが、主人公にとって都合のいい言動をするばかりでなく、むしろ主人公を振り回して奔ほん放ぽうに、生き生きと動いている。


（……ちょっと沙さ綾あやに似てるかもな）


　元気で世話焼きの女の子は未み実み、こっちの生意気なお嬢じよう様さまには綺理きらりの面おも影かげがあるかもしれない。


　そう思うと、くすぐったいような気持ちになって顔をしかめた。


「……よし！」


　この原稿で、俺は勝負をかける。確かな手ごたえと共にそう決意した。


「あとはこれをパソコンに打ち込んで……」


　残っているのが機械的な作業だけだと思うと晴れ晴れとした気持ちになって、想太は紙の束を整えて椅子を立った。


「まずシャワー浴びて……八時には茜あかね子こさんが来るから、寝ねてる時間はねーなー……」


　とひとりごちながら、部屋のドアを開けたときだった。


「……!?」


　目の前の廊ろう下かに、膝ひざを抱かかえてしゃがみこんでいる者がいる。


「……沙綾？」


　膝にうずめられた顔は見えないけれども、流れる豊かなウェービィロングの髪かみと、レースのネグリジェからそう判断した。


「大だい丈じよう夫ぶか!?　どうしたんだ」


　意識がない様子なので、焦あせって肩を揺ゆすぶった。すると……。


「んー……」


　こてっ、と沙綾の身体が床ゆかに倒たおれた。


「はあ……？」


　すーすー、と寝ね息いきが聞こえ、肩がなだらかに上下する。そんな「妹」を見て、気の抜ぬける思いがした。


「……おい。起きろ。つか、なんでこんなところで寝てんだよ、お前」


「はわ……？」


「ほら、風か邪ぜ引くぞ。まだ真夏じゃねーんだから」


　自分もしゃがんでその肩を再び揺すぶると、沙綾は重そうに瞼まぶたを開けた。


「……お兄……ちゃん……？」


「そうだよ」


「しょうせつ、終わったー……？」


「えっ？」


「それとも、まだ？」


　身を起こした沙綾は、ペタッと床に座って両目をぐしぐし擦こする。


「待ってた、わたし」


　まだ夢の中のような甘い余よ韻いんの残る喋しやべり方で、沙綾は呟つぶやいた。


「また……夢を見たの」


「……どんな？」


「おばあさまが……わたしを、連れ戻しに来て、帰るの……。わたしのお部屋……広くて……夜、すごく怖こわい……」


　ぶるっと水浴びした子犬のように身を震ふるわせた彼女は、そこで想太を見上げた。


「……だけど、起きたらお布ふ団とんで……きらりんも、ママさんも……お兄ちゃんも、すぐそこのお部屋にいて……うれしかった、わたし……」


　朝日がうっすら床を照らす早朝の廊下で、沙綾は想太を見つめて瞳ひとみを揺らす。


「……なんで声掛かけなかったんだよ。お前がいたの知らなかっただろ、俺」


　胸の奥が熱くなって、耐たえきれずに目を逸そらした。


「邪じや魔ましちゃ、いけないから」


　と沙綾は言った。


「お兄ちゃんの夢……邪魔しちゃいけないから、我が慢まんした」


「沙綾……」


「メイドもやって……まいまいみたいな……『しっかりした子』になって、お兄ちゃんに褒ほめてもらいたかった」


「…………」


　──あの由ゆ里り橋はしってやつを見習えよ、変なやつだけど、お前と同い年であんなしっかりメイドやって偉えらいじゃねーか、大したもんだよ。それなのにお前ときたら。


　あのときの言葉か、と自身の勢い任せの発言を思い出す。


「わたし、いい子にできた？」


　ちょこんと頭を突き出して、沙綾は上目づかいに尋ねる。


「……おう！」


　このときばかりは、豪ごう快かいにわしわしと、想太は沙綾の頭を撫でた。


　なんでも手に入る、みんながかまってくれる、我慢とは無む縁えんな生活を送ってきたお嬢様。その一方で、きっと他人にはわからない苦労もたくさんしてきた彼女に。


「ありがとう、おかげで完成したよ」


　自分のつまらない自意識やスケベ心で、これ以上寂さびしい思いをさせないように。


「……やっと、撫でてくれた」


　レモンイエローの声が、ほうっとため息まじりに呟いた。


　それは、日の出の瞬しゆん間かんに見られるという太陽柱のような、奇き跡せきに近い一瞬のきらめきだったのかもしれない。あるいは、まだまどろみの中にいる沙綾が、自分の表情筋を無意識に動かしただけの偶ぐう然ぜんだろうか。


「うれしい、わたし……お兄ちゃんに撫でられるの、好き」


　つり上がり気味の目め尻じりがきゅっと下がり、黒目がちになった両目がきらきらと星空のようにまたたき、ふっくらした口角が三日月の角のように引き上がる。


「え……」





　沙綾が、笑った。





「……沙綾、お前……！」


　驚おどろきと興奮で思わず立ち上がると、しかし、沙綾の表情はたちまち元通りになった。


「ほ？」


「笑え顔がお！　笑ったよな、今!?　もう一回！」




[image: ]


「??」


「無自覚かよ！　ほら、もう一回！　にこーって！」


「……にこー？」


「誰だれが変顔しろって言った！」


　そんなやりとりをしばらく続けても、彼女が再び笑顔を見せてくれることはなかった。


「ふわ～～」


　想太の相手に飽あきたのか、沙綾は小さな口に手を当てて上品にあくびする。


「眠ねむい……」


　そう言うと廊下の床にずりずり手を這はわせて倒れ、再び目を閉じてしまう。


「おい、なんでそこで寝るんだよ」


「ねむい～～」


「……せめてベッドで寝ろって！　俺の部屋でいいから！」


　想太にしてみれば、少しばかり勇気のいる発言だった。しかし、それについての返答は「すー……」という寝息ばかりだ。


「こいつ……」


　拳こぶしを固めかけたが、諦あきらめてふーっと息をつく。今日は日曜だし、茜子が来るまでにはもう少し時間がある。


　とりあえず、部屋のベッドから掛け布団を持ってきて沙綾にかけた。


「ほわ……？」


　それで、沙綾が薄うす目めを開けた。


「お？　ほら、起きたんなら立って移動しろ」


　ところが、沙綾はまたゆっくり瞼を下ろしてしまう。


「……お兄ちゃん」


「ん？」


「わたし……欲ほしいもの全部なんか、手に入れてなかった……」


「……あ？」


　寝ね言ごとかと思ったが、よくよく思い出してみると、それはいつかの綺理の発言と関係している気がする。


　──欲しいもの全部なんでも簡単に手に入れてきたオジョーサマに、綺理のなにがわかるっていうのよっ！


「……そうか。お前も我慢してたんだな」


「うん」


　床に当てた手の甲こうに頰ほおを載のせ、沙綾は目を閉じたまま夢見るように呟いた。


「怖い夢を見て、目が覚めた夜中でも、一いつ緒しよに寝てくれて……」


「うん？」


「お父さまとお母さまが……帰っていらっしゃらない夜、一緒にお留守番できる……」


　そう言うと、沙綾はふうっとため息をつくように残りの言葉を吐はき出した。


「きょうだいが、欲しかった……」


　──欲しいものが全部、お金で買えるものとは限らない。


　あのとき、沙綾が綺理に、いつになく強い言葉で言い返していたことを思い出す。


「……じゃあ、もう手に入ったじゃねーか。よかったな」


「うん」


　やっぱり目は閉じたまま、沙綾は満足そうに頷うなずく。


「ここに一人だったけど……お兄ちゃんの鉛えん筆ぴつの音……椅い子すを動かす音……独り言、くしゃみの声……」


　訥とつ々とつと、沙綾はまだまだ拙つたない日本語で言葉を紡つむいでいく。


「お部屋から、ずっと聞こえてたから。わたし、怖くなかった……」


　愛いとおしい。


　この小さなお嬢様が成長していく姿を、これからもずっと、傍そばで見守りたい。


　不可能なのは、わかっているけれども。


「……悪かったな。防音の効いてない安やす普ぶ請しんで」


「ヤス武神……？」


「強そうだな、誰だよヤス」


　ぽんぽん言い返したのは、感傷的な気持ちを払ふつ拭しよくするためと、照れ隠かくしのためだった。


「……だからって、もうここで寝なくてもいいだろ。起きろ」


　これだけ意識が覚かく醒せいしているんだ、さあ立て、と促うながしても、沙綾はまた押し黙だまってしまってびくともしない。


「……はあ」


　ついに起こすのを諦めた想太は、ふとそんな「妹」の姿を改めて見つめる。


　大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまが、庶しよ民みんの家の、よりによって廊ろう下かに寝っ転がって熟じゆく睡すいの体てい。まとっているのはシルクでも羽毛でもなく、想太が散々使い込んだ安物の夏用掛け布団だ。


「……お前も、だいぶうちの子らしくなってきたな？」


　タヌキ寝入りを暴あばこうと投げかけた疑問形の発言に、沙綾は、


「すー」


　と演技とは思えない迫はく真しんの寝息で答えたのだった。
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　そうして三み堂どう家が目覚め、茜子の授業をいつもより早く済ませた沙綾は、想太に連れられて「すとろべりぃ☆どり～みん」へ向かった。


「まあっ、さややちゃん、とっても素す敵てきですわ……！」


　開店目前の午前十一時五分前、控ひかえ室しつから現れた沙綾を見て、苺まい夢むはとろけそうな目をして両手を頰に当てた。


「ほんと、幾いく晩ばんも夜なべして作ったかいがありましたわ！　なんて似合うのかしら、まさにメイドの妖よう精せいっ！」


「昨日も着てたじゃねーか」


「悪あく魔ま的にお似合いですわ～～！　これぞメイドのヴィーナス！　メイド姫ひめっ！」


「メイドで姫って矛む盾じゆんしてねーか」


　想太が律りち儀ぎにツッコんでやっているのに、それが苺夢の耳に届く気配はない。想太はすでに客用のテーブルに着いて、開店を待っているのだ。


「ほわー」


　沙綾はまだ慣れないフリルのエプロンやヘッドドレスに手をやり、そわそわと落ち着かない様子だ。


「いい、サーヤちゃん！　『お帰りなさいませ、ご主人様』よ、言ってみなさい！」


　そんな彼女に、ここぞとばかりに先せん輩ぱいぶって教えるのは綺理だ。


「お店は昨日のパーティと違ちがうんだからねっ！　お店の仕事は綺理の方がずーっとよくわかってるんだから、綺理の言うことを聞きなさいっ！」


「おっ、綺理、張り切ってるな」


「当たり前よ！　今日から六月分の総選挙の投票がお店でも始まるんだから！」


「期待してますわ。きらりんさんのサーブは一いつ生しよう懸けん命めいで気持ちがいいとご主人様方にも評判がいいですし」


　それを聞いて、綺理がぴょこんとサイドテールを揺ゆらす。


「それほんと!?　まぁむさん！」


「ええ。わたくし、メイドに無意味なお世辞は言いません」


「やったぁー……！」


「なぁなぁ、オレは？　オレ先月新人にしてはイイ感じだったんだけど！」


　そう言って控室から現れたのは、メイド支し度たくを終えた夏なつ姫きだ。


「なちゅさんはファンの層が高齢＆偏へん執しゆう狂きよう的てきですから、リピーター票が見込めますわね。さすがはストーカーホイホイといったところでしょうか。『すと☆どり』初のマニア向けメイドのご健けん闘とう、心よりお祈いのりしております」


「シメんぞ、てめぇ……」


　淡たん々たんと言う苺夢を、夏姫は口元をひくりと動かしてにらむ。


「ごきげんよう、沙綾くんっ！」


　そのとき、入口のドアが開いて白いスーツの男が現れた。


「うわー、輝き龍りゆう院いん瑛えい慧けい……」


「今日もなんて美しいんだ、沙綾くん！　これを受け取ってくれ」


　瑛慧が差し出したのは、真っ白なバラの花束だった。


「今朝、贔屓ひいきにしているバラ園に朝あさ露つゆを抱だいたままの花を摘つむようオーダーしたんだ。君にふさわしい純白の薔ば薇らだよ。花言葉は『純潔』……」


「うわー……」


　別に瑛慧のセリフに引いたわけではない。いや、常に引いているけれども。


　想太が見たところ、包まれたバラは十本や二十本は優にある。うちの近所の花屋でも一本二百円はするのだから、あれだけあったら一体何日分の食費が賄まかなえるのか……と勝手に主夫魂だましいを爆ばく発はつさせていると、沙綾が控室の方からこちらへやってきた。ワンピースにフリルのエプロンを身に着け、艶つややかな長い髪かみを揺らして。


「エー様？」


「ぶほぉ……っ！」


　それはあまりにも早かった。


　瑛慧が持ってきた大輪の純白のバラは、噴ふん出しゆつする鼻血の洗礼を受けて、あっという間に真しん紅くの花束へと姿を変えたのだった。





　そんな風にして、メイドカフェ「すとろべりぃ☆どり～みん」は今日も開店した。


「お帰りなさいませ、ごしゅじんサマー」


　はっきり言って、沙綾はメイドとしては未熟どころではなかった。


「なにやってんのよ、サー……じゃない、さややちゃん！　ご挨あい拶さつのときは入口向くの！」


「はわ……！」


「いいぞ、沙綾くん！　最高だ！」


　隣となりの席の瑛慧が、ハンカチを手に鼻の付け根を押さえながらテーブルを叩たたく。


「……っていうか、なんでお前と同じ席なんだよ……」


「回転率を考えましても、長居前提のご主人様にはご一緒していただきたく思いまして」


　げんなり顔の想太に、通りすがりの苺夢が説明する。その手には別のテーブルへのカレーライスを持っていて、一秒後には「お待たせいたしました、ご主人様」と神メイドの顔になっていた。


「っていうか、俺たちのドリンク遅おそくねーか」


　辺りを見回して、不満を口にしたとき。


「……お待たせ……いたしました、ごしゅじんサマー、コーラとレモンティーです」


「沙綾くん！」


　瑛慧のハンカチがぶわっと一気に鮮せん血けつに染まり、


「どうぞ、ご主人様」


　絶ぜつ妙みようのタイミングで苺夢が箱ティッシュをテーブルへ滑すべらすように届け、白いテーブルクロスは間かん一いつ髪ぱつ、血ち塗ぬられる運命を免まぬかれた。


「神の真しん髄ずいを見た……」


「どうぞ、ごしゅじんサマー」


「沙綾、せめてその棒読みはなんとかしろよ。ご主人様に夏が来ちゃってるぞ」


「いいぞ、沙綾くん！　なんて美しさだ！」


　想太のツッコミをかき消す勢いで、瑛慧が歓かん喜きしてレモンティーを受け取る。むろん、ティッシュは手放さずに。


「素晴らしい！　カンペキだよ、沙綾くん！　ブラボー！」


「どこがだよ……」





　沙綾の、セレブ相手でない、メイド喫きつ茶さのメイドとしての働きぶりは総じて微び妙みようだった。


「お待たせ……いたしました、お絵かきスパゲッティです」


「あれ、スプーンは？」


　客に尋たずねられると、沙綾は首をひねった。


「スパゲッティには、スプーン使わな……」


「失礼いたしました、スプーンでございます」


　すかさず苺夢がやってきて、客にスプーンを差し出す。


「もう、サーヤ……さややちゃん、わからないことがあったら綺理に訊ききなさいよ！」


「でも、スパゲッティには……」


「庶民には庶民のマナーがあるのっ！」


　ぽかんとしている沙綾に、綺理もなるべく抑おさえた声で彼女なりのフォローをする。


「ほら、早くお絵かきしなさいって」


「……お絵かきは……なにに、いたしますか？」


「じゃあ、ネコ」


「……かしこ、まり、……ました」


　ぎこちなく言うと、沙綾はケチャップのディスペンサーを取った。お皿に前かがみになり、色の薄うすいナポリタンの上に糸のように細くケチャップを絞しぼり出す。


「……すげえ」


　それを注文した男性客は、しばらくして低く唸うなった。続いて、近くの客もその皿に注目する。


「わー、あのメイドさんの絵すごいよ」


「ほんとだ！」


（すごいって……？）


　気になって、想太も席を立って首を伸のばす。


　沙綾は真しん剣けんな面おも持もちでディスペンサーを細かく動かしていた。


「……できた」


　ほんのり瞳ひとみに達成感の光を灯ともし、沙綾は顔を上げた。


「……ほんとにすげー！」


　そのナポリタンの上には、見事なネコがいた。写真のような、というと大げさかもしれないが、暖だん炉ろか何かの上で背中を丸めて寝ねそべっているペルシャ猫ねこのような長毛種のネコが、細い線でリアルに描えがかれている。


「あんな細かい絵をよく……」


　感心してから、沙綾がブリギッタの裏に彫ほった細かい文章を思い出した。


（妙みようなとこで才能あるよな、あいつ……）


　へんてこなお嬢じよう様さまだ、と今朝の廊ろう下かでの出来事も思い出して笑えみをこぼす。


　──うれしい、わたし……お兄ちゃんに撫なでられるの、好き。


　そして、あの変なお嬢様は、想太の「妹」なのだ。


「私もお絵かきスパゲッティ！　あの子に描いてもらう！」


「俺も！」


　ファンシーさのかけらもない異色な沙綾の絵だったけれども、それを見た客は一気に沙綾を指名したがった。


「沙綾くん！　僕も！　僕にも！」


　瑛慧が他ほかの客に負けじと手を上げて注文する。


「お前、さっきも沙綾にお絵かきオムライス頼たのんだんじゃ……もうすぐ出てくるぞ」


「かまわない！　沙綾くんの手料理ならいくつでも腹に納めてみせるとも！」


「手料理じゃなくて、手て描がき料理な」


　呆あきれたそぶりはしつつも、瑛慧の焦あせりは想太にもよくわかる。


「あの『研修中』のマークつけてるさややって子、超ちようかわいくない？」


「うん、めちゃくちゃかわいいね」


「私あの子に料理頼もうっと」


「あっ、いいな～、とられた！」


　初来店らしき女性グループがキャピキャピ騒さわぐのは微笑ほほえましい方で、カウンターに座った一人来店の男たちも沙綾にぎらぎらした視線を注いでいる。


「キミかわいいね～！　俺の妹にしたいな～！」


　そうやってナンパまがいの言葉をかけているのは、場ば違ちがいなチャラ男グループの男だ。


「なっ!?　おい、あれ見ろ！　いいのか!?」


　思わず椅い子すから立ち上がった想太が隣を振ふり返ると、瑛慧はちょうど鼻血のティッシュでいっぱいになったビニール袋ぶくろ（同じく苺夢に渡わたされていた）を店内奥のゴミ箱に捨てに行っているところだった。


「使えねー……」


　しょうがないので一人で沙綾を見守る。沙綾はいつもの無表情で首をかしげていたが、なにか言わなければと思ったのか口を開いた。


「……だめ」


　メイドという立場を忘れたのか、彼女はそう答えた。


「わたしのお兄ちゃんは、ソータお兄ちゃんだけだから」


　凜りんとした、レモンイエローの声で。


「…………」


　我知らず、顔が赤らむのを感じた。


（あいつ……外で俺の名前出しやがって……）


　心の中で咎とがめながらも、頰ほおの筋肉が緩ゆるむのを抑えきれない。


「……ちょっと？」


　そのとき、ドン、と想太の前に水のグラスが荒あら々あらしく置かれた。


「うちの研修中のメイドを見て、なにニヤニヤなさってるんですか、ご主人様!?」


「ひっ……！」


　メイドとは名ばかりの不ふ遜そんさで、綺理は想太をにらみつけている。


「み、水はもうあるぞ……」


「ご主人様は、それでも飲んで頭冷やした方がいいかと思って！」


「ああ……はい……」


　ニヤニヤしていたのは事実なので、強く言い返すことができない。そんな想太を見て、綺理は厨ちゆう房ぼうの方へ引き返しながら、捨てゼリフのように言い放った。


「お兄ちゃんの本当の妹は、死ぬまで綺理一人だけなんだからねっ！」





「……ん？　どうしたのだい、なにかいいことでも？」


　その直後、すっきりした顔の瑛慧がゴミ捨てから帰ってきた。


「……ああ……いや、別に」


「ふうん、そうか、ああ沙綾くんは美しい……！」


「って、興味ねーなら訊くなよ！」


　ツッコんでいると、厨房の方からトレーを持った夏姫がこちらへやってきた。


「ご主人様、お待たせいたしましたぁ☆　お絵かきオムライスでぇす」


「ああ、うん」


「今日のお絵かきテーマはいかがいたしましょう？」


「ええーっと……」


　想太は頭を悩なやませた。ネコはダメだった。イヌもクマも、動物系は全体に凄せい惨さんだった。誰だれでも描けるスライムでさえ未知のクリーチャーだった。


「……じゃあ、ニコちゃんはどうだ？　スマイルマーク。それならお前でも描けんだろ」


「了りよう解かい～！」


　パチンとウィンクをして、夏姫はディスペンサーを手に取る。


「それにしても、ご主人様ってばぁ、ほんとになちゅのこと大好きですよネッ」


「その喋しやべり方やめろ」


「なんだかんだ言って～、いつもお絵かきの指名、なちゅじゃないですかぁ」


「消去法だよ。綺理はダメだし、かといって他の女の子指名しようとすると綺理の目が怖こわいし、飯食いたいと思ったらお前に頼むしかないだろ」


「え～っ、うれしいっ☆　なちゅ頑がん張ばっちゃおっ！」


「ああ頼むよ、たまには」


　食しよく欲よくの出るようなものを描いてくれ……という想太の願いもむなしく。


「ニッコちゃん、ニッコちゃん………」


　黄色いカンバスに生み出されていくのは、やはりというべきか、顔半分が異次元に引きずりこまれているようにしか見えない異形の生命体。


「ニコちゃん……」


　たぶんケチャップが赤いのがいけないのだ。今日もまた哀あわれな血みどろモンスターを生み出して、夏姫はディスペンサーを置いた。


「……できましたぁ☆」


　相変わらず、笑顔だけは超一級だ。


「ウップ……なんだこれグロッ……！」


　吐はき気けをこらえながら、想太はなんとかスプーンを手に取る。


　そのとき、チリンチリンとベルが鳴った。


「ただいまからサンデーサービスのネコミミタイムです。ネコミミメイドがご主人様のお世話をさせていただきます」


　そう言う苺夢は、すでに黒いネコミミを頭にセットしている。


「ごしゅじんサマー、お待たせしました！」


　そのタイミングで、厨房の方からとてとてと、おぼつかない足取りで沙綾がトレーに皿を載のせてやってきた。


「おえかきおむらいすですー！」


「ありがとう、沙綾く……、んッ!?」


　沙綾は白いネコミミをつけていた。それは彼女の純白のエプロンによく似合い、ふわふわの髪にカチューシャの部分が隠かくされて、まるで生まれつき生えているかのように自然に、彼女のイノセントな可愛かわいらしさを引き立てている。


「ウッ……！」


「ほわー！」


　瑛慧の血の惨さん劇げきが始まった。


「ごしゅじんサマー、おむらいす真っ赤でおえかきできない……」


「これをどうぞ」


　またしても神タイミングで、苺夢が新しいオムライスの皿と洗面器を持ってくる。


　総選挙投票一日目、すとろべりぃ☆どり～みんは大だい繁はん盛じようだった。





　てんやわんやの五時間が過ぎて、沙綾の一日目の勤務はとりあえず無事に終しゆう了りようした。


「本日はありがとうございました」


　沙綾が控ひかえ室しつに引っ込んでから、想太の元へ苺夢が挨あい拶さつに来た。喫きつ茶さとも夕飯ともつかない微び妙みような夕方の時間帯なので、今店内はだいぶ空いている。


　ちなみに瑛慧は、開店二時間後にとうとう貧血でぶっ倒たおれ、危あやうく救急車沙ざ汰たになるところで無念のリタイアをしていった。これでもプールのときを思えば大だい健けん闘とうだろう。


「投票用紙、先月ご帰宅回数分の五枚です。よろしければ、ご出発の際に出口で投票箱へお入れくださいませ」


「ああ、うん」


「……それにしても、残念ですわ、さややちゃん。研修期間の二週間は投票対象にならないし、来月の投票期間にはもう辞やめてしまっているなんて。ちゃんと働けば、さややちゃんが一位になるのは間違いないことですのに」


「まあ、働けたこと自体が奇き跡せきみたいなもんだからな」


　ハハッと苦笑した想太を、苺夢はじっと見つめてくる。


「……ところで、わたくし不思議なのですけど」


「ん？」


「さややちゃんは、どうしてそちらのお宅に住んでらっしゃいますの？」


「……えっ、聞いてないのか」


「さややちゃんが、言いたくなさそうでしたから」


　苺夢は不満げな顔で答える。
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「だから、訊かなかったのか？」


　言いふらして欲しくなかったらメイドになれ、などと脅おどし文句まで使った苺夢が、そんなところで沙綾の意思を尊重してくれるとは思わなかった。


「……お前、案外いいやつだな」


　その様子がプールのときの親友と重なって、想太は微笑ましく思う。


「沙綾をよろしく頼たのむな」


　それを聞いて、苺夢の顔色が明るくなった。


「……かっ、かしこまりましたわ、ご主人様！」


　喜々として言って、苺夢はテーブルを離はなれていったのだった。





　苺夢が去ってから、想太はテーブルに立っていた鉛えん筆ぴつを取ってしばし迷った。


　ピンクの投票用紙は五枚、つまり、書ける名前は五人分。


（こういうの、あいつは嫌いやがるかもしれないな……）


　綺理の怒いかり顔を思い浮うかべ、「別に入れてなんて頼んでないでしょっ！　キモッ！」と罵ば倒とうされるところをリアルに想像する。


（でもな……）


　部活と沙綾の世話の合間を縫ぬって、寝ねる間も惜おしんで働いていた妹を思い出せば、鉛筆を握にぎる手に自然と力が入った。


（本人が頑張ってたら微び力りよくでも応おう援えんしてやりたいと思うのも、家族なんだよ）


「……うん」


　やや照れながら、ピンクの紙五枚すべてに実じつ妹まいのメイドネームを書いた。そしてそれを投票箱に入れて、想太は一足先に店を出た。
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　想太の票がどの程度反映されたのかはわからないが、新人メイド「きらりん」は六月の総選挙で第三位になった。一位は不動の神メイド「まぁむ」、二位は特定層に人気の「なちゅ」というのが、上位三名の顔ぶれだった。





「ほぉらね、綺理はすごいでしょ、誰かさんは『絶対ムリ』とか言ってたけど、ちゃーんとランクインして二万円もらったんだから！」


　投票結果が出た翌日、朝の居間で綺理は沙綾の髪を結ゆいながら自じ慢まんした。同じセリフを、昨夜からもう何度も聞かされている。


「別に『絶対ムリ』なんて言ってねーだろ。獲とれたならなによりじゃねーか」


「なによ、負けを認めない男ってサイテーね！」


「賭かけじゃねーんだから。これでも応援してやってたんだぞ」


「あーやだやだ、自分が不利とわかった途と端たん、こうやって掌てのひらを返すんだから」


「なんだとー!?」


　兄の気持ちなどちっともわかっていない妹に憤ふん慨がいしつつも、想太は矛ほこを納める。


「わたし、最下位から三番目だったー……」


「お前への投票はパーティのときの分しかないんだから当たり前だろ。むしろ最下位じゃなかったのがすげーよ」


　綺理に髪のロールを作ってもらっていた沙綾がぴく、と顔を上げる。


「……わたし、すごい？」


「え？　ああ、すげーよ。最初は完全に人に世話してもらうだけだったお前が、メイドなんてできるようになるとはな」


　想太が褒ほめると、沙綾は瞳ひとみを輝かがやかせてうきうき肩かたを動かす。


「やったー！」


「ちょっと、急に動かないでよ！」


「わたし、人のお世話できるようになった！」


「じゃあ髪の毛も自分でやりなさいよ！　もー！」


「きらりん、メイドって楽しい！」


「あーもう、うるさいっ！」


　そうしてなんとか沙綾の髪を結い終えると、綺理はふと思い出したように想太を見た。


「……そうだわ。お兄ちゃん、これ」


「ん……？　なんだ？」


　こたつの下から綺理が出したのは、ノートくらいの大きさの紙包みだった。


「開けてみて」


　言われるままに包装紙を解けば、中から薄い箱が出てくる。その蓋を開けると……。


「……エプロン……？　どうしたんだ、これ」


「たっ、たまたまっ！　たまたまお金が余ったのよっ！」


　想太が状況を呑み込めずにいると、綺理は声をひっくり返して言った。


「バイト頑張りすぎて、遠征費より少し多く稼いじゃったからっ！　しょうがなく買ってあげたわけっ！　だってお兄ちゃんの今のエプロンよれよれじゃない！　新品のエプロンで、もっとおいしい料理作りなさいよねっ！　昨日の卵しょっぱかったわよ！」


「……もしかして、バイト代から……俺のために買ってくれたのか……」


　中学生の女の子なら、いくらお金があったって買いたい物など尽きないだろうに。


　胸が熱くなって、想太はその品のいいダークカラーの男物エプロンをじっと見つめる。


「……なによっ！　綺理、もう学校行くからっ！」


　よほど照れくさいのか、綺理は鞄を摑んで逃げるように居間を出て行こうとする。


「ありがとうな、綺理」


　その後ろ姿に感謝の言葉を投げかけると、妹は怒った顔で振り返り頰を紅潮させた。


「……ワンピースのお礼っ！」


　不機嫌そうに言い放ち、今度こそ居間をあとにする。





　いつもと同じようで、少しだけ妹たちが大人になった、三堂家の朝だった。
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「それで、どうしてお前がここにいるんだ？　由里橋」


　その日の昼休み、いつものひょうたん池のほとりに沙綾が連れてきた人物を見て、想太は怪訝な思いで眉まゆをひそめた。


「わたくし、今日から麓ろく風ふう学園に編入いたしましたの。さややちゃんと同じ、三年Ａ組の生徒ですわ」


　苺夢はいつものセーラー服ではなく、麓風の中等部の制服を着ていた。なんのコスプレかと思っていたら、この言い草である。


「想太さんにさややちゃんのお世話を頼まれたわたくしです、これからは学校でもよろしくね、さややちゃん！」


「別に転校までしてくれとは頼んでねーだろ！」


「いいじゃないですの、さややちゃんも喜んでくださっていることですし」


「んー……！」


　苺夢に抱だきつかれ、木に登ろうとしていた沙綾は不満げに手足をバタバタさせる。


「なんだこの空間。店にいるみたいで落ち着かねー」


　そんな二人を見て、夏姫が不快そうに眉まゆ根ねを寄せる。


「木に登りますの、さややちゃん？　わたくし、付き合いますわよ」


「でも、二人で乗ると狭せまいー」


「大だい丈じよう夫ぶですわ、わたくし違ちがう枝に行きますし」


「うー……」


「まあまあ、よかったじゃねーか、沙綾」


　気ままな木登りを奪うばわれ、ほんの少し不服げにしている沙綾に言ってやる。


「木の上で一いつ緒しよにお弁当食べてくれる『友達』ができてさ」


「ふ？」


「友達だろ、もうお前ら」


　沙綾は目をぱちくりさせて、想太をじっと見つめた。


「人と一緒にいるってことは、ちょっとだけ自分の自由を犠ぎ牲せいにすることだけど」


　時々、今も父が生きていたら、と空想することがある。母は家にいて、想太は今ほど家事や綺理の世話に忙ぼう殺さつされず、学生らしい自由な毎日を謳おう歌かしていたかもしれない。


　けれども。


「でも、その分あったかくて、楽しいってこともあるぞ」


　だから、想太はまったく不幸ではないのだ。


　家には自分を必要としてくれる愛すべき家族がいて、外に出れば、数は少ないけれども自分を理解し、尊重してくれる友人がいるのだから。


「……と、も、だ、ち……」


　まるでその言葉の響ひびきを確かめるみたいに、沙綾は一音一音はっきりと呟つぶやいた。そうして自分の腰こしに回された苺夢の手を見る。


「まあーっ、素す敵てき！　さややちゃん、わたくしたちお友達ですって！　夢みたいだわ！」


　そこで苺夢が全身から喜びをあらわにして、さらに沙綾を抱きしめた。


「うー、まいまい、苦しい……」


「うっせーなー、百ゆ合りならあっち行ってやれよ、きもちわりぃ」


　うんざりした様子で夏姫が言う。そんな彼を苺夢はきっとにらみつけた。


「なんですって？　なちゅさんには言われたくないですわね、色々な意味で」


「ハァー？　どういう意味だよてめぇ!?」


「ご自分のぺしゃんこな胸に手を当ててお考えになってみては？」


「人のこと言えんのか、ペチャパイ」


「ウッ……なにをおっしゃるのかしら、いくらなんでも男に負けると思って？」


「ハッ、どうだか！」


「……ともだち……わたしの……」


　巻き起こる苺夢と夏姫の泥どろ仕じ合あいには無関心に、ぽわっと沙綾は頰ほおを紅潮させたのだった。
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「ねえ、想ちゃん。今度の日曜ヒマ？」


　それは、夏休みに入ってすぐの夜のことだった。未実から突とつ然ぜん電話がかかってきたのだ。


「ああ、別に空いてるけど」


　想太は母親からパソコンを借りて、自分の部屋で無心に原げん稿こうを清書していた。一階からは綺理が沙綾とお風ふ呂ろに入って騒さわいでいる声が聞こえる。


「じゃっ、じゃあ、もう一回デートしない？」


「えっ？」


　意外な言葉に驚おどろいた。


　あの晩以降も、未実との関係は特別には変わらなかった。けれども、折があればあのときのことを思い出して恥はずかしさに身み悶もだえしたり、彼女の気持ちを深読みしたりして、以前のような無む邪じや気きな気持ちで接することができなくなったのは事実だ。


「……なんで？」


　彼女の方も同様の気まずさを持っていると思っていたので、ここでまた「デート」など提案してくると思っていなかったのだ。


「想ちゃん、イヤ？」


「いや、別にイヤじゃないけど」


　イヤではないから、戸と惑まどっているのだ。


「……あのね、あたし、ずっと思ってたんだけど」


　ふと改まった口調で、未実が言い出した。


「あたしたち、昔からずっと一緒にいて、いつの間にか大人になってきちゃったじゃん」


「ん……」


「それで沙綾ちゃんのことがあって、『付き合うフリ』なんかすることになっちゃって、周りにそういう目で見られて……だから、いっそ、ほんとに付き合っちゃった方がいいんじゃないかなーと思ったわけ」


「えっ!?」


　驚きで息が止まりそうになっていると、未実は慌あわてたように言葉を継ついだ。


「いや、ちょっと前には、そう思ってたってこと。だから、デートとか誘さそってみたりしたんだけど、あのときも結局は想ちゃん、綺理ちゃんについてっちゃったし……」


「悪かったよ、その節は」


「ううん、そうじゃなくって、やっぱそういう家族想おもいの想ちゃんが好きだなって思ったのさ」


　アハハ、とふざけるみたいに、電話の向こうで未実が笑う。


「でも、あのときのデート楽しかったし、だから、あんまり男とか女とか意識せずに、今までのあたしたちみたいに、いっぱい『デート』できたらなって思ったの。そしたら、そのうちいつか自然に、そういう関係になるかもしれないじゃん？」


「……ん？　んー……」


　これはどういう話なんだろう？　告白されたのかと思ったら、そういうわけでもないらしいし。


「そういうわけだから、日曜日の午後、また一時にまほらば駅で、いい？」


「ん？　ああ、いいけど……」


「じゃあねっ、楽しみにしてるから」


　そう言うと一方的に、未実は電話を切った。


「うーん……」


　手の中の携けい帯たい電でん話わと、打ちかけの原稿を見て、想太はため息をつく。


「やっぱ女ってよくわかんねー……」





　同じとき隣となりの伊い遠とう家では、ベッドに座った未実も、自分の携帯を見てほうっと息を吐はき出していた。


「あたし、頑がん張ばってるんだけどなぁ……」


　そうして、窓から見える隣りん家かのにぎやかな風呂場の明かりを見つめた。


「やっぱ、『妹』に勝つ日は遠いかー」
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　日曜日、未実との約束の時間を目前にして、想太は一人部屋の中にいた。


「お願いします……」


　ポチッと送信ボタンをクリックして、数秒。


　送信完かん了りよう、の表示を見て、想太はマウスから手を離はなした。


「どうか、まず一次選考を通りますように！」


　大声で言って、パソコンの前で柏かしわ手でを打った。


　完成したての清書を新人賞に投とう稿こうした、想太の節目の朝だった。





「あっ、想ちゃーん！」


　駅前の「どぜうくん」に向かっていると、その途と中ちゆうで改札から現れた未実が想太の元へ走ってきた。


「ごめん、ちょっと遅おくれちゃった！　待った？」


「いや、俺も用事済ませたら遅おそくなっちまって、ちょうど今来たとこ」


「そっか。今日、どこ行く？」


「ん、俺が決めていいのか？」


「うん」


　未実はしおらしく頷うなずく。


「……じゃあさ、俺、行きたいところあるんだけど」
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「って、ここ綺理ちゃんたちのメイド喫きつ茶さじゃーん！」


　ピンク色の声が乱らん舞ぶする店内で、テーブルに着いた未実は今さらのように声を上げた。


「いや、今日は沙綾の最後のバイトの日なんだよ。だからぜひ行ってやりたくて」


　一人で行くと長居するのが気まずいし、未実には沙綾がバイトすることになった経けい緯いも言ってあるので、連れていってもいいかと思ったのだ。ちなみに瑛慧は今日、留学のためのなんたら試験があるとかで、夕方にしか顔を出せないらしい。


「お前がイヤだったらすぐ出るけど……」


「……いや、いいよ。あたしも一度ちゃんとお客さんとしてもてなされてみたかったし」


　未実が気を取り直した様子で言うので、想太はメニューを見る。


「お帰りなさいませ、ご主人サマ☆」


　水を運んできたのは、いつものブリッコメイドモードの夏姫だった。


「じゃあ、俺はオムライス」


「今日はスペシャル『あーん』デーですっ！　お食事の際にはぜひ『あーん』してもらいたいメイドをお選びください☆」


「はあ？　なんだそれ『あーん』って」


「『あーん』は『あーん』ですっ☆」


「……もしかして、スプーンとかでご飯を口に運んでもらうやつのことじゃん？」


　未実に言われて、想太は「ああ」と理解する。


「ってなんだそれ……どうしよう」


「いつもみたいにオレでもいいんだぜー？　ンー？　男の娘こ好きの想太クン[image: ]」


　なぜか急に素に戻もどる夏姫を見て、想太はぶるっと身み震ぶるいする。


「いやいやいや……」


「綺理ちゃんでいいんじゃない、想ちゃん」


「いや、綺理はダメなんだ……殺される……」


「じゃあ……沙綾ちゃんは？　今日で最後なんでしょ？」


「いや、そうすると、やっぱり綺理に殺される……」


　いずれにしろ死しか待ちうけない展開に気づき、うだうだ悩なやんで沈ちん黙もくする。すると、「チッ」と舌打ちした夏姫が厨ちゆう房ぼうの方へ叫さけんだ。


「さややさーん、オムライス一つで『あーん』のご指名ですっ！」


「えっ!?」


　よりによってなぜ沙綾の方、と肝きもを冷やしていると、「ほーい！」と声が聞こえてきた。続いて厨房から姿が見えたときにはもう、沙綾はオムライスをトレーに載のせて持っていた。


「お待たせしました、ごしゅじんサマー」


　カチャッと重そうにお皿を置くのは、一か月経たっても同じだ。けれども、給仕する姿は前よりだいぶサマになってきたような気がする。


「…………」


　沙綾は真しん剣けんなまなざしでスプーンを取ると、オムライスの端はしにスプーンを入れ、黄色い卵を一口分切り取って、チキンライスと共にスプーンに載せた。


「はい、あーん」


　大きな目につやつやの白い肌はだ、天使のような美少女の沙綾が、こちらにスプーンを向けている。


「……ちょっと待て！　もしかしてお前、今日ずっとこんないかがわしいことやってんのか!?　こんな、キ……キスを連想させるような……」


　まずそのことが気になって問いただすと、沙綾は首を振ふる。


「まいまいが、わたしはやらなくていいって、注文入ると自分でやってる」


「そうか……」


「だけど、お兄ちゃんだから、特別」


　そんなことを無む垢くな瞳ひとみで言われて、ドキドキしない男がいるものか。


「お兄ちゃん」


「ん？」


「わたし、お兄ちゃんの『アイノクチヅケ』で生き返ったの」


「……!?」


　なんの話だ。自分が「キス」などというワードを出してしまったせいか、と想太は混乱する。


「……あの日から、わたしは生まれ変わった」


　少し伏ふし目がちになって、沙綾は口を開いた。


「わたしらしい人生を、生きられるようになった。……きょうだいができて、お友達もできた」


　沙綾なりに心を込こめて、丁てい寧ねいに言葉が紡つむがれているのがわかる。


「……だから、あれは『アイノクチヅケ』。……だと、今は思うの」


　沙綾はそっと目を上げ、宝石のような瞳が想太をまっすぐ射い抜ぬいた。


「だから、これくらい、させて」


　真心を込めた、オレンジ色に近いレモンイエローの声で。


「『カレシ』じゃなくても……、お兄ちゃんは、わたしの一番の男の人だから」


「沙綾……」


　鼓こ動どうが高鳴り、抑おさえきれない想いが溢あふれそうになる、けれども。


　──きょうだいが、欲ほしかった……。


　あの朝の沙綾の、幸せな寝ね顔がおが忘れられない。


（この子は妹だ）


　だから、自分は兄であって、王子様ではない。そんな柄がらでもない。


「それは違ちがうよ、沙綾……」


「ちょ、ちょっと、想ちゃん!?」


　ところが、想太の言葉は、隣に座った幼おさな馴な染じみに搔かき消された。


「愛の口づけってなに!?　一体どういうこと!?」


「えっ!?　えっと……」


「あーん！」


　そうこうしている間に、沙綾のスプーンが眼前に迫せまってくる。


「ちょっと待って、あたしもやるっ！」


　なにを思ったか、テーブルのシルバートレーからスプーンを取って、未実も沙綾と同じようにオムライスをすくってこちらに向ける。


「えっ!?」


「ちょっと、なにやってんのよ、お兄ちゃん！」


　すると、向こうにいた綺理がそれを見てこちらへ急行してきた。


「なんなの、このスケベっ！　信じらんない！」


　そう言うと、自分もスプーンでオムライスを一口取って想太に向けてくる。


「はいっ！」


「じゃあオレも[image: ]」


　最後に夏姫が面おも白しろがって参加し、総勢四名のスプーンが想太一人に集中した。


「えっ？　えっ!?」


「ほら、どれか選んで食べてあげなさい」


　その声に振り向くと、奥のカウンターに茜子が座ってにこやかにこちらを見ていた。


「それとも、想太くんにはやっぱりまだ選べないかしらね？」


「えっ……はぁっ!?」


　視線を正面に戻せば、ポーカーフェイスの沙綾、思い詰つめた顔の未実、怒いかり顔の綺理、愉ゆ快かい犯はんの面持ちの夏姫がいる。


「ほら、早く選びなさいよ、お兄ちゃんのグズ！」


「ソータ、ほーい」


「想ちゃん！　あたしあたしっ！」


「もちろんアタシよねっ[image: ]」


　いずれも劣おとらぬ美少女が、想太を見つめて一いつ斉せいにスプーンを近づけた。





「ご主人様、あーん！」




[image: ]




　あとがき







　夏だ！　水着だ！　ビールが美う味まい！　お酒は二は十た歳ちになってから！


　こんにちは、長なが岡おかです。この度は、キンキンに冷えたジョッキや瓶びんラムネでなく拙せつ著ちよをお手に取ってくださり本当にありがとうございます。


　本シリーズ『期間限定いもうと。』を刊行してから、お知り合いの方々が「長岡さんは妹さんが好きなんですね」と話を振ってくださるようになりました。


「やっぱり、ヒロインたちには妹さんのキャラを投影させているんですか？」


「まあ、そうですね」


「綺理きらりちゃんですか？　それとも沙さ綾あやちゃん？」


「ええと、同じ実じつ妹まいということで綺理の方がかぶりますが、まあ両方ですね」


「可愛かわいい妹さんなんですね～、羨うらやましいです！」


「いや～それほどでもないですよ、アハハ」


　などという会話を繰り広げたこともあったりなかったりしますが、すいません。





　完全に願望です。





　うちの妹は私に対して、沙綾のように無邪気に甘えたり、綺理のようにわかりやすくツンデレしてくれたりしません。もっとデレ分が少なめです。ツンツンツンツンツンデレくらいです。ちょっとクーデレも入ってます。「クー」部だけ。


　今回の二巻中にも綺理のデレシーンがありますが、実際、私はあれの五分の一くらいのデレで満足しています。かなり省エネです。省エネ姉です。酒代はかかりますが、わずかなデレで妹を無条件に甘やかします。一家に一台、皆みなさんもいかがですか？


　ちなみに、私は面倒見のよさにかけては想そう太たの十分の一もありません……。ただ妹をウザいくらい可愛がるだけです。だからデレてもらえないんじゃないかというツッコミはしないのが優しさ！


　それでは、『期間限定いもうと。２』をお読みくださりありがとうございました。またお会いできますように！





　　　　二〇一二年六月




長岡マキ子
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期き間かん限げん定ていいもうと。２





長なが岡おかマキ子こ
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